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リリース通知

本 リ リ ースは、 2019 年 12 月 ユーザーマニ ュ アルの FARO® Laser Scanner 
バージ ョ ンです。

©FARO Technologies Inc., 2016-2019. All rights reserved.

本書のいかなる部分も、 フ ァ ロ ージ ャパン株式会社の書面に よ る許可な し
に、 いかなる形式およびいかなる手段に よ っ ても、 複製または伝送を行う こ
と は禁止されています。

当社、 FARO TECHNOLOGIES INC. は、 FAROARM、 FARO GAGE、 FARO 
LASER TRACKER、 FARO LASER SCANNER、 FARO IMAGER、 および備

品の市場性や特定目的に対する適合性等について、 明示的に も黙示的に も一
切の保証を行っ ていません。 また、 備品に対する保証はあ り ません。

FARO ARM、 FARO LASER TRACKER、 FARO IMAGER およびその備品を

用途外の目的で使用し た り 、 不適切な使用が原因で故障が発生し た場合に
は、 当社保証の対象外と な り ます。 また、 保証の限度は、 いかなる場合にお

いても、 製品の購入価格を上限と する も の と し ます。

本書に記載し た内容は、 連絡な し に変更される こ とがあ り 、 当社の関与を表
わす も のではあ り ません。 本文書は、 英語版と英語以外の翻訳版の間に差異
があ っ た場合、 英語版が優先される も の と し ます。

FARO® Laser Scanner は合衆国特許 7.869.005 で保護されています。

商標

FARO および FARO Laser Scanner と  FARO Scanner Freestyle Objects は、

FARO Technologies Inc. の登録商標または商標です。 その他のブラ ン ド 名お

よび製品名は、 すべて各社の商標または登録商標です。

Internet Explorer、 および Windows は米国および / またはその他諸国の 
Microsoft Corporation の登録商標または商標です。

 実装上の注意

FARO Laser Scanner には、 サー ド パーテ ィ およびオープン ソ ースの以下の

よ う な リ ソ ースが含まれています。

Angular.js libusb

angular-hammer Linux API

crypto++ ライブラリ mmc_utils

google-breakpad ライブラリ mxt-app プログラム

hammer.js Open Sans および Droid Sans Mono フォント

jsencrypt ライブラリおよびそのサブモジュー

ル

オープンソースビジョンライブラリ

OpenCV KissFFT ライブラリ

paintlib libtiff ライブラリ

pikaday 日付ピッカー Volkswagen CAN ツール

スキャナの本ファームウェアでは、一部 Independent JPEG Group の作業結果を利用していま

す。
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これら の リ ソ ースの使用に関する ラ イ センスおよび著作権情報については、
FARO ナ レ ッ ジベースの以下の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く だ さ い。

https://knowledge.faro.com/Essentials/General/3rd-
Party_Open_Source_License_Information_for_FARO_Products#Overview

https://knowledge.faro.com/Essentials/General/3rd-Party_Open_Source_License_Information_for_FARO_Products#Overview
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 第 1 章: 全般情報

1.1  注記および表示

危険

危険メッセージはハザードを表します。 「注意」表示は、操

作手順や操作慣例、または類似の事項について注意を促し
ています。この指示に従わないと、傷害事故や死亡事故に
つながります。 記載された状況を完全に理解し、指示に従う

まで「危険」から先に進まないでください。

警告

警告メッセージはハザードを表します。 「注意」表示は、操

作手順や操作慣例、または類似の事項について注意を促し
ています。この指示に従わないと、傷害事故や死亡事故に
つながるおそれがあります。 記載された状況を完全に理解

し、指示に従うまで「警告」から先に進まないでください。

注意

注意メッセージはハザードを表します。 「注意」表示は、操

作手順や操作慣例、または類似の事項について注意を促し
ています。この指示に従わないと、人身傷害につながる可
能性があります。 記載された状況を完全に理解し、指示に従

うまで「注意」から先に進まないでください。

通知

「通知」表示は危険な状況を表します。 「通知」表示は、操

作手順や操作慣例、類似の事項について注意を促します。
この指示に従わないと、製品の損傷や重要データの損失に
つながる可能性があります。 記載された状況を完全に理解

し、指示に従うまで「通知」から先に進まないでください。

注記: 「注記」には、機器やその他の物に対する理解と使用に役
立つ情報が記載されています。 「警告」や「注意」が適用される

場合、「注記」は使用しません。 注記は安全性に関連のない事項

で、対象となる文章の前あるいは後どちらにでも配置できます。
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 第 2 章: はじめに

FARO Laser Scanner は、 細部にわたる測定や文書化に対応し た高速 3 次元

レ ーザースキ ャ ナです。 FARO Laser Scanner はレ ーザーテク ノ ロ ジを利用

し て、 ほんの数分で、 複雑な環境やジオメ ト リ の非常に精密な 3 次元画像を

作成し ます。 こ こで生成される画像は、 何百万も の 3D 測定点の集合です。

特に指定のない限 り 、 FARO Laser Scanner FocusM 70、 FocusS 70、

FocusS 150 または 350、 FocusS Plus 150 または 350 に対し て、

FARO Laser Scanner と い う言葉を使用し ます。

スキ ャ ナは、 0.6 メ ー ト ルおよび約 70、 150、 および 350 メ ー ト ル距離の範

囲にあるオブジ ェ ク ト をスキ ャ ンする こ と を目的と し ています。

FocusS シ リ ーズのレ ーザースキ ャ ナは、 FocusM シ リ ーズよ り も高い精度を

提供し ます。 

図 2-1: FARO Laser Scanner

主な特長 ：
• HYPERMODULATIONTM

• 高精度

• 高分解能

• 高速

• 内蔵のタッチ画面による直感的な制御

• 小サイズ、軽量、および内蔵急速充電バッテリーによる高い移動性。
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• ハイダイナミックレンジ (HDR) 画像化方式では、さまざまな露出設定値で

キャプチャーした画像を、広範囲なダイナミックレンジの明度で 1 つの画

像にマージします。

• 統合カラーカメラによる写真のようにリアルな描写の 3D カラースキャン

• キャプチャしたスキャンデータのレベルを自動調整する統合 2 軸補正器 

• スキャナの位置決めをする統合 GPS センサー

• スキャンに向きと高さ情報が得られる統合コンパスと高度計

• リモートでスキャナを制御する WLAN 

FARO Laser Scanner は、 回転する ミ ラ ーの中心に赤外線レ ーザー光線を放

射し て機能し ます。 こ の ミ ラ ーは、 スキ ャ ン対象環境で垂直回転方向に レ ー

ザー ビ ームを偏向さ せ、 周囲のオブジ ェ ク ト か ら の散乱光がスキ ャ ナに戻 り
ます。

図 2-2: レーザーの偏向

距離を測定するため、 FARO Laser Scanner は位相シ フ ト テク ノ ロ ジを利用

し て、 波長の変動する一定の赤外線の波をスキ ャ ナか ら外部に発射し ます。 
物体に当たる と、 光は反射されてスキ ャ ナに戻 り ます。 スキ ャ ナか ら オブ

ジ ェ ク ト までの距離は、 赤外線波の位相のずれを測定する こ と に よ り 正確に
求める こ とができ ます。 HYPERMODULATIONTM は、 特殊な変調技術に よ り

変調信号の信号対雑音比を大幅に向上さ せます。 次に、 角度エン コ ーダを使

用し て  ミ ラ ーの回転と水平方向の回転を測定する こ と に よ り 、 各ポイ ン ト

の X、 Y、 Z 座標値を計算し ます。 FARO Laser Scanner. 以上の角度は、 距

ミラー

レーザー
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離測定に よ っ て同時に コ ー ド 化されます。 スキ ャ ナでは、 360° x 300° の視野

に対応し ます。

図 2-3: 垂直および水平方向の回転

さ ら に、 FARO Laser Scanner は、 受信し たレ ーザー ビ ームの強さ を測っ て、

キ ャ プチ ャ ー し た表目の反射性を決定し ます。 一般に、 明るい表面は暗い表

面よ り も放射し た光の多 く の部分を反射し ます。 反射性は、 各信号点に対応

する値の割 り 当てに使用し ます。

信号点は、 毎秒最大で 976,000 回測定されます。 結果と し て得られるのは、

スキ ャ ナの環境 （以後、 「レ ーザースキ ャ ン」 または 「スキ ャ ン」 と呼びま
す） の 3 次元のデー タ セ ッ ト である点群です。 選択し た分解能 （回転ご と の

収集点数） に よ っ ては、 それぞれの点群を構成する点の数は何百万に もな り
ます。 

レ ーザースキ ャ ンは リ ムーバブル SD メ モ リ カ ー ド に記録され、 FARO の点

群操作ソ フ ト ウ ェ アである  SCENE に簡単に安全に転送する こ とができ ま

す。

本書では、 の概要について説明し ます。 FARO Laser Scanner. 始めてご使用

になる と きは、 事前に、 安全に関する注意事項 (16 ページ ) 章の安全に関す

る情報、 始めに (28 ページ ) 章の操作手順ガイ ド を参照し て く だ さ い。

また、 イ ン タ ーネ ッ ト の tutorial.faroeurope.com では、 さ まざまな ト レ ーニ

ングやチ ュ ー ト リ アルビデオを提供し てお り ます。

また、 スキ ャ ナには、 操作中に画面上のヘルプ ボタ ン を押す こ とでア ク セス

でき るオン ラ イ ン  ヘルプが搭載されています。 詳細については、 「オン ラ イ

ンヘルプ と通知」 （115 ページ） を参照し て く だ さ い。 

FARO Laser Scanner の潜在的な応用分野については、 FARO の Web ページ 
www.faro.com を参照し て く だ さ い。

注記 : FocusM 70 の単一点測定の最高速度は 488,000 回 / 秒です。
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スキャナ間の違い 本マニ ュ アルで説明されている機能は、 一部の FARO スキ ャ ナでは利用でき

ません。 以下の表では、 4 つのモデル間の違いが要約されています。 範囲、 精

度、 速度などの違いの詳細な説明については、 技術仕様を参照し て く だ さ い。

要素 FocusM 70 FocusS 70 FocusS 150 または 
350

FocusS Plus 150 または 
350

スキャナベースインターフェイス
該当なし

FocusS 70A バー

ジョン

FocusS 150A / 
350A バージョン

FocusS Plus 150A / 350A 
バージョン

遠距離 スキャンプロファイル 該当なし 該当なし  

オンサイト補正 該当なし   

オンサイト登録 (SCENE による) 該当なし   

アクセサリベイ 該当なし   

逆取り付け    

スキャン速度（点の数 / 秒） 最大 50 万 最大 100 万 最大 100 万 最大 200 万 

https://knowledge.faro.com/Hardware/3D_Scanners/Focus/Technical_Specification_Sheet_for_Focus_M70_and_S70-S150-S350
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 第 3 章: 機器

FARO Laser Scanner の標準付属機器は次のとおりです。

 スキャナ輸送キャリーケース

 レーザースキャン SD カードはスキャナに挿入済みです

 電源装置

 Power Block バッテリー

 クイックリリース 

 光学部品のミラー洗浄液

 SD カードリーダー

 Power Dock バッテリー充電スタンド

 SD カードカバー
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 クイックスタートガイド（ケースのふたに収納）

 SCENE ソフトウェアと本ユーザーマニュアルをおさめた USB フラッシュ

ドライブ（オプション）

 AC 電源ケーブル

 ステータスインジケータ（画像なし。 FocusS Plus スキャナにのみ含まれま

す。）

必要な追加機器： • FARO 推奨の三脚（FARO 注文番号 ACCSS8032）

追加推奨機器: • 予備バッテリー

• ステータスインジケータ

• サーマルカバー

後で必要になるときに備え、すべての梱包材を保管しておいてください。

スキャンプロジェクトを実行するには、少なくとも SD メモリカード、充電

済みの Power Block バッテリー、三脚が必要です。
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 第 4 章: 安全に関する注意事項

このユーザーマニュアルをよくお読みいただき、本製品をご使用になる前
に、必要箇所を慎重かつ十分にご確認ください。 すべての警告に細心の注意

を払い、手順に従ってください。

4.1  使用目的

本製品は、このユーザーマニュアルに記した動作条件と動作限界に従ってご
使用ください。 

4.2  不適切な使用方法

不適切な使用方法とは、本ユーザーマニュアルの記載内容にない方法で本製
品を使用すること、あるいはその記載内容とは異なる動作条件下で本製品を
使用することを指します。

本製品を正しく使用しないと、本製品が備えている保護機能が損なわれ、本
製品の損傷や、人身傷害が発生するおそれがあります。

4.3  オペレータ

安全のため、適切な訓練を受けた有資格のオペレータが、本ユーザーマニュ
アルを読んで、発生するおそれのあるあらゆる危険性を踏まえた上で、本
レーザースキャナとその付属品を使用してください。

操作者は、FARO が開催するトレーニングへ参加することをお勧めします。 

4.4  全般的な情報

注意： 

• 筐体は開かないで く だ さ い。 筐体を開ける と、 重大な身体障害の原因にな

り 、 製品が損傷し、 製品保証が損なわれるおそれがあ り ます。

• FARO の純正品または推奨品以外の部品は使用し ないで く だ さ い。

• FARO の指示に従っ て、 FARO が許可し た交換部品のみを使用でき ます。 

• 極端な温度になる場所では、 FARO Laser Scanner およびその付属品を使

用し ないで く だ さ い。 周囲の温度が仕様で定め られている範囲を下回っ た

り 、 超えた り し ないよ う に し て く だ さ い。 FARO Laser Scanner は、 放熱

器、 蓄熱器、 またはア ンプなど、 熱を発生する製品のよ う な熱源の近 く で
は使用し ないで く だ さ い。

• FARO Laser Scanner とその付属品は水に浸さ ないで く だ さ い。 製品内部

に液体が入る と、 損傷、 火災、 感電など を生じ るおそれがあ り ます。

• スキ ャ ナやバ ッ テ リ ーは、 国内の規制に従っ て適切に廃棄し て く だ さ い。 
詳細については、 廃棄 (158 ページ ) を参照し て く だ さ い。
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• 爆発性環境の中では、 FARO Laser Scanner。 およびその付属品を使用し

ないで く だ さ い。 引火性のガスや煙霧のある場所では、 本装置を使用し な

いで く だ さ い。 そのよ う な環境で電気機器を操作する と、 決定的な安全上

の問題が発生し ます。

• FARO Laser Scanner は、 強力な磁界または電界の近 く で使用し ないで く

だ さ い。

• FARO Laser Scanner およびその付属品を危険な領域で使用する前に、 地

域の安全機関および専門家に相談し て く だ さ い。

• 屋外で使用する場合は、 Power Block バ ッ テ リ ーを電源と し て使用し、 機

器が雨や水しぶきか ら保護されている こ と を確認し て く だ さ い。 スキ ャ ナ

は結露し ない場所で使用し て く だ さ い。

• 寒い と こ ろか ら著し く 暖かい と こ ろへ製品を移動する と、 スキ ャ ナ内部に
結露が生じ る こ とがあ り ます。 これを防ぐため、 寒い と こ ろか ら著し く 暖

かい と こ ろへ移動する と きは、 機密性のプラスチ ッ ク袋にスキ ャ ナを入れ
てか ら移動し て く だ さ い。 そ う すれば、 袋上の結露でお さ ま り 、 スキ ャ ナ

内部まで結露さ せずにすみます。 密閉し た状態でスキ ャ ナを梱包できない

場合は、 目に見える結露した水がスキ ャ ナか ら蒸発する まで待っ てか ら、
FARO Laser Scanner のス イ ッ チをオン に し て く だ さ い。

• スキ ャ ナやバ ッ テ リ ーは、 国内の規制に従っ て適切に廃棄し て く だ さ い。

4.5  電気的な安全性

• こ の製品は、 FARO が提供または推奨するバ ッ テ リ ーまたは電源のみで操

作する必要があ り ます。 AC コ ンバー タの仕様が、 お使いの電源電圧に適

合し ている こ と をご確認 く だ さ い。 お住まいの地域における電源電圧がお

わか り にな ら ない場合、 最寄 り の電力会社にお問い合わせ く だ さ い。

• 感電を防止するために、 電源装置は乾燥し た屋内環境のみで使用し て く だ
さ い。

危険

外部電源が入っているスキャナは起動しないでください。回
転するスキャナで電源ケーブルが破損することがあります。 

警告

筐体は開かないでください。 
筐体の内部には、危険な高圧が流れています。 筐体を開くこ

とができるのは資格のある担当者のみです。 危険な電圧の箇

所に触れたり、短絡が発生する可能性があるため、どのよ
うな物も製品の開口部から製品内に押し込まないでくださ
い。 その結果、火災や感電を招いたり、製品が損傷すること

があります。
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4.5.1 Power Block バッテリーの安全対策

Power Block バッテリーを扱うときは、次の安全上の注意事項に従う必要があ

ります。

• バ ッ テ リ ーの充電には、 FARO が推奨する充電器のみを使用し て く だ さ

い。

• 損傷し たバ ッ テ リ ーを充電し た り 、 放電さ せてはな り ません。

• 輸送ケースに保管されている  FARO Laser Scanner でバ ッ テ リ ーを充電し

ないで く だ さ い。

• FARO Laser Scanner 内や、 充電器で、 湿っ たバ ッ テ リ ーや汚れたバ ッ テ

リ ーは使用し ないで く だ さ い。

• 充電は、 0 ℃ （+32°F） ～ 45 ℃ （113°F） の温度で行っ て く だ さ い。 推奨

充電温度 ： 10 ℃ （50°F） ～ 30 ℃ （86°F）。

• 放電は、 -20 ℃ （-4°F） ～ 60 ℃ （140°F） の温度で行っ て く だ さ い。 推奨

作動温度 ： 5 ℃ （41°F） ～ 40 ℃ （104°F）。

• レ ーザースキ ャ ナに対するバ ッ テ リ ーの脱着は、 乾燥し たほ こ り のない場
所で行っ て く だ さ い。

• FARO Laser Scanner を長期間使用し ない と きは、 バ ッ テ リ ーを取 り 外し

て く だ さ い。

• 必ず充電し た状態 （少な く と も  60% の充電状態） でバ ッ テ リ ーを保管し

て く だ さ い。 バ ッ テ リ ーを長期間保管する と きは、 年に  1 回バ ッ テ リ ーを

充電する こ と をお勧め し ます。

• 保存温度 ： -20 ℃ （-4°F） ～ 45 ℃ （113°F）。 保存湿度範囲 ： 0% ～ 80%。 
換気の良い場所に保管し て く だ さ い。 金属製の物と い っ し ょ に保管し ない

で く だ さ い。 短絡に よ り 火災が発生する こ とがあ り ます。

• バ ッ テ リ ーの端子に金属製の物を接触さ せないで く だ さ い。 こ の状態で

は、 端子が短絡し、 熱が発生する可能性があ り ます。

• 水や火炎の中にバ ッ テ リ ーを投棄し ないで く だ さ い （爆発の危険性があ り
ます）。

• 環境規則に従っ てバ ッ テ リ ーを廃棄し て く だ さ い。 リ チ ウ ム イオンバ ッ テ

リ ーの指針については、 地域の廃棄物処理管理機関に問い合わせて く だ さ
い。

4.5.2 Power Dock バッテリー充電器の安全上の注意事項

FARO Power Dock バッテリー充電器を操作するときは、以下の安全上の注意

事項に従ってください。

• FARO Power Dock 充電器では、 FARO Power Block バ ッ テ リ ー以外の

バ ッ テ リ ーを充電し ないで く だ さ い。

• プラグ、 コ ー ド 、 および充電器自体を定期的に点検し て く だ さ い。 損傷し

た場合は、 FARO カ スタ マーサー ビ スに問い合わせて く だ さ い。

• 充電器の端子に金属製の物や液体を接触さ せないで く だ さ い。 こ の状態で

は、 端子が短絡し、 熱が発生する可能性があ り ます。
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• 感電を防止するために、 充電器と電源装置は乾燥し た屋内環境以外では使
用し ないで く だ さ い。

• 湿気、 可燃性の液体または気体が存在する環境で充電器を操作し ないで く
だ さ い。 爆発の危険があ り ます。

• 充電器は、 子供の手が届かない、 乾燥し た部屋に保管する必要があ り ま
す。

4.6  機械的安全

警告

回転ミラー

スキャン中およびスキャン後はしばらくの間、ミラー装置
が高速で回転します。 ミラーが回転している間は本製品を近

づけないでください。また、回転しているミラー装置に手
や指、あるいは物を接触させないでください。負傷したり、
FARO Laser Scanner が損傷するおそれがあります。

注意

汎用

FARO Laser Scanner は、平坦でしっかりした平らな場所に

設置して使用してください。 FARO Laser Scanner が横転す

ると、負傷することがあります。 FARO が推奨する機器のみ

を使用し、本マニュアルまたは機器の製造元の設定指示に
従ってください。

筐体を開けないでください
筐体を開くことは深刻なけがの原因となり、製品が破損す
る場合があります。
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4.7  輸送

レーザースキャナ装置を移動するときは、以下の注意事項に従ってくださ
い。 

• 輸送ケースで輸送中や出荷中は、 レ ーザースキ ャ ナの電源をオフ に し て く
だ さ い。 

• 出荷前に レ ーザースキ ャ ナか ら バ ッ テ リ ーを外し て く だ さ い。

• レ ーザースキ ャ ナを運ぶと きは、 落と さ ないよ う に注意し て く だ さ い。 強
い衝撃を受ける と、 レ ーザースキ ャ ナが損傷し て、 正し く 動作できな く な
る可能性があ り ます。 

• レ ーザースキ ャ ナは付属の機器と は別に運んで く だ さ い。 または、 最適な
保護状態で運ぶため、 本来の輸送ケースを使用し て く だ さ い。

• 鉄道、 海運、 空輸、 または車両でレ ーザースキ ャ ナを出荷する と きや輸送
する と きは、 衝撃や振動か ら し っ か り 保護するために本来の輸送ケース と
適切なダンボール箱を使用し て く だ さ い。

• FARO バ ッ テ リ ーは リ チ ウ ム イオンバ ッ テ リ ーであ り 、 危険物に分類され

ています。 FARO バ ッ テ リ ーを輸送または出荷する と きは、 適用されるす

べての地域の規制と規約、 および国際的規則と規制に従っ て く だ さ い。 詳
細については、 輸送または出荷の前に居住国の管轄機関に問い合わせて く
だ さ い。 

通知

カートの使用

カートを使用する場合は、特に注意を払って装置を移動し
てください。 電源ケーブルを引っ張ってカートを移動しない

でください。 カートを強い力で押し引きしないでください。

あるいは、突然停止させたり、傾けないでください。 FARO 
Laser Scanner が転倒することがあります。

スキャナの回転

FARO Laser Scanner は、スキャンを実行するとき、最大 
360 度時計回りに回転します。 スキャンの間は、

FARO Laser Scanner のスキャナヘッドが自由に回転して、

物にぶつからないようにしてください。

交換部品

FARO の指示に従って、FARO が許可した交換部品のみを使

用できます。 FARO の純正品または推奨品以外の部品は使用

しないでください。
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• エネルギー量が 100 Wh 未満の リ チ ウ ム イオンバ ッ テ リ ーは規制の対象外

であ り 、 届け出でな しで持ち運びでき ます。 1 人で持ち運びでき るバ ッ テ

リ ーのエネルギー量は最大 200 Wh です。

4.8  保管

レーザースキャナを長期間保管するときは、事前にバッテリーを取り外して
ください。 

• バ ッ テ リ ーを取 り 外し ます。 

• スキ ャ ナ とバ ッ テ リ ーを専用のケースに梱包し、 環境危険、 埃、 ごみか ら
保護し ます。 

• コ ンポーネン ト はすべて以下のよ う な環境で保管し て く だ さ い。 

• 低湿度で 

• 温度が比較的安定した場所 

• 極端な温度条件や環境条件、あるいは激しい振動にさらさないでくだ
さい。

4.9  整備点検

整備および修理は、FARO が認定した有資格サービス担当者のみが行います。 
次の状況が発生した場合、本製品の電源をコンセントから外し、バッテリー
を取り外し、資格のある保守作業員に保守を照会してください

• 電源 コ ー ド またはプラグが損傷し ている。

• 製品が雨や水、 その他の液体に さ ら された。

• 製品が多少な り と も落下し たか損傷し ている。 

• 何かが製品の上に落下し た。

• 操作手順に従っ た場合でも、 製品が正常に動作し ない。

• 製品の性能に異常な変化が見られる。

• 必要な保守および校正の期限が切れた。

注記: （1 人で）持ち運びするバッテリーの合計エネルギー量は 
200 Wh 未満に抑え、バッテリー単体でエネルギー量が 100 Wh を
超えないよう注意してください。
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 第 5 章: 各部とその機能

5.1  スキャナの各部

5.1.1 ディスプレイ側

図 5-1: デ ィ スプレ イ側 ： FARO Laser Scanner

 電源オン / オフボタ ン  - こ のボタ ン を押す と、 FARO Laser Scanner の電

源がオン にな り ます。 スキ ャ ナの電源がオンで動作中の場合に こ のボタ ン

を押す と、 電源がオフ にな り ます。 ボタ ン を 3 秒以上押し続ける と、

FARO Laser Scanner はシ ャ ッ ト ダウ ンせずにオフ に切 り 替わ り ます。 
シ ャ ッ ト ダウ ン メ カニズムが機能し なか っ た り 、 FARO Laser Scanner が
応答し ないなど、 例外的な場合のみ、 こ の操作オプシ ョ ン を使用し て く
だ さ い。 

 タ ッ チ画面デ ィ スプレ イ

 ア ク セサ リ ベイ  1

 ア ク セサ リ ベイ  2

注記 : ご使用前に、 ア ク セサ リ ベイの接触部が汚れていない こ と
を確認し て く だ さ い。 汚れている場合、 イ ソプ ロ ピルアル コ ール

で濡ら し た綿棒を使っ て拭いて く だ さ い。

一部のスキ ャ ナモデルでは、 ア ク セサ リ ベイ を利用でき ません。 
スキ ャ ナ間の違い (13 ページ） を参照し て く だ さ い。

FARO Laser Scanner FocusS 70、 FocusS （150 と  350） および 
FocusS Plus （150 と  350） の電気イ ン タ ー フ ェ イ スの詳細につい

ては、 関連する自動イ ン タ ー フ ェ イ スマニ ュ アルを参照し て く だ
さ い。
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5.1.2 バッテリー側

図 5-2: FARO Laser Scanner のバ ッ テ リ ー側

 バ ッ テ リ ー収納部のカバー

 外部電源装置を接続するためのソケ ッ ト

 バ ッ テ リ ーステー タスを示す LED

 SD カ ー ド ス ロ ッ ト
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5.1.3 正面

図 5-3: 正面図 ： FARO Laser Scanner

 スキ ャ ナ ミ ラ ー - 安全上の注意事項およびク リ ーニング手順については、

機械的安全 (19 ページ ) および 光学部品の ク リ ーニング手順 (135 ページ ). を
参照し て く だ さ い。

 スキ ャ ナマ ウ ン ト

 参照領域 – スキ ャ ンの最中に距離測定値を自己参照するために使用

5.1.4 底側

図 5-4: 下面図 ： FARO Laser Scanner

 スキ ャ ナを標準のカ メ ラ用三脚に取 り 付けるための 3/8 イ ンチネジ穴。

 スキ ャ ナをお客様固有の器具に取 り 付けるための M5 ネジ穴
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 自動化アプ リ ケーシ ョ ン用のスキ ャ ナベース イ ン タ ー フ ェ イ スのカバー  
の FARO Laser Scanner 自動イ ン タ ー フ ェ イ スに ア ク セスする と きは取

り 外し ます。 詳細については、 FARO Laser Scanner 自動イ ン タ ー フ ェ イ

スのマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。 不要な と きや、 使用時以外は自動イ

ン タ ー フ ェ イ スに カバーをかけて く だ さ い。

 タ イプラベル。

 冷却フ ァ ン開口部 - スキ ャ ナを適切に冷却するために これら の開口部を

塞がないで く だ さ い。

 バッテリー収納部のカバーリリース機構

5.2  Power Dock バッテリー充電器

図 5-5: Power Dock バ ッ テ リ ー充電器

 安全ク ラ ンプ。 バ ッ テ リ ーを挿入する と きは、 下に引いて く だ さ い。 

 コ ネク タ

 電源ソケ ッ ト

 電源 LED – LED の仕様については、 以下の表を参照し て く だ さ い。

注記 : 一部のスキ ャ ナモデルでは、 スキ ャ ナベース イ ン タ ー フ ェ
イ スを利用でき ません。  を参照し て く だ さ い。 スキ ャ ナ間の違い

(13 ページ） を参照し て く だ さ い。
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5.2.1 充電クレードルを電源に接続しているときの LED の動作

充電クレードルをスキャナや電源に接続中、LED はスキャナ LED と同じス

テータスを表示します。

色 状態

青緑
バッテリー充電中、充電レベルは 90% を超過（充電完

了）

オレンジ バッテリー充電中

オレンジ色で点
滅 バッテリー充電中、充電レベルは 10% 未満

赤 未知の電源。 バッテリーと AC アダプタは検出されず

赤色で点滅 バッテリー、かなりの低電圧まで放電
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 第 6 章: 始めに

こ の章では、 FARO Laser Scanner の準備手順と基本的な操作方法について

説明し、 FARO Laser Scanner のセ ッ ト ア ッ プか ら初回スキ ャ ンの記録まで

の手順を順を追っ て説明し ます。

6.1  バッテリ ーの充電

Power Block バ ッ テ リ ーは、 FARO Laser Scanner で、 または FARO Power 
Dock 充電器で充電でき ます。 バ ッ テ リ ーや充電器を使用する前に、 Power 
Block バ ッ テ リ ーの安全対策 と  Power Dock バ ッ テ リ ー充電器の安全上の注

意事項 の安全対策に よ く 目を通し ておいて く だ さ い。

バ ッ テ リ ーは使用前に十分に充電する こ と をお勧め し ます。 スキ ャ ンプ ロ

ジ ェ ク ト の間は、 必要に応じ て、 予備バ ッ テ リ ーを用意し ておいて く だ さ
い。

電源装置は多 く の国で使用でき ます。 100 V AC か ら  240 V AC 50/60 Hz 電源

と互換性があ り ます。 必要に応じ て、 プラグアダプタ を使用し て く だ さ い。

危険

爆発または火災の危険性

水や火炎の中にバッテリーを投棄しないでください。

バッテリーの端子に金属製の物を接触させないでください。 
この状態では、端子が短絡し、熱が発生する可能性があり
ます。

危険

火災や感電の危険性

装置は、雨や水しぶきがかからないよう保護してください。 
電源装置と Power Dock 充電器は屋外用ではありません。
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6.1.1 FARO Laser Scanner  でのバッテリ ーの充電

1. スキャナのバッテリー収納部のカバーを開きます。

2. タ イプラベルを上向き に し、 バ ッ テ リ ーの接点をスキ ャ ナに向けてバ ッ テ
リ ーをま っ すぐ に押し込み、 固定具が所定の位置で 「カチ ッ」 と い う音と
と も に固定される までバ ッ テ リ ーをバ ッ テ リ ー収納部の下方向にスラ イ ド
さ せます。

図 6-1: FARO Laser Scanner とバ ッ テ リ ー

3. 電源装置のケーブルを  の電源ソケ ッ ト に接続し ます。 FARO Laser 
Scanner プラグを誤っ た向き に無理矢理挿入する と プラグや FARO Laser 
Scanner が破損する こ とがあるので、 注意し て く だ さ い。

4. AC 電源ケーブルを電源装置と コ ンセン ト に接続し ます。 接続する前に、

タ イプラベルの入力電圧を確認し ます。

5. FARO Laser Scanner がオフ にな っ ている場合、 スキ ャ ナの LED は充電

中は青色で点滅し ます。 バ ッ テ リ ーが完全に充電される と、 LED の点滅は

停止し、 青色に点灯し続けます。

6. FARO Laser Scanner をオン にする と、 スキ ャ ナのユーザー イ ン タ ー フ ェ

イ スの ホーム   >   管理   >   全般設定   >   電源管理 .. でバ ッ テ リ ーの充電状

態を確認する こ とができ ます。  詳細については、 「電源管理」 （93 ページ）

を参照し て く だ さ い。
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7. 充電が終了し た ら、 電源装置のケーブルを外し、 バ ッ テ リ ー収納部のカ
バーを閉じ ます。

図 6-2: 接続し た電源装置 FARO Laser Scanner

バ ッ テ リ ーは、 FARO Laser Scanner をオン に し な く ても充電でき ます。

危険

外部電源が入っているスキャナは起動しないでください。
回転するスキャナで電源ケーブルが破損することがありま
す。

注記 : 電源をスキ ャ ナに接続する前に、 FARO Laser Scanner を
輸送ケースか ら取 り 外し て く だ さ い。

長期間保管する と きは、 FARO Laser Scanner か ら電源装置と

バ ッ テ リ ーを取 り 外し て く だ さ い。
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6.1.2 Power Dock 充電器でバッテリーを充電する

1. FARO Power Dock 充電器の電源ソケットに、電源装置のケーブルを接続し

ます。 プラグの挿入方向を間違えて強く挿入すると、プラグや Power Dock 
バッテリー充電器が破損することがあります。

図 6-3: 電源ケーブルが接続された Power Dock バ ッ テ リ ー充電器

2. AC 電源ケーブルを電源装置と コ ンセン ト に接続し ます。 接続する前に、

タ イプラベルの入力電圧を確認し ます。

3. 電源が正し く 接続される と、 Power Dock バ ッ テ リ ー充電器の LED が青で

点灯し ます。

4. Power Dock バ ッ テ リ ー充電器の上部にバ ッ テ リ ーを置き ます。 バ ッ テ

リ ー端子が充電器の ピ ン と正し く 揃っ ている こ と を確認し ます。 バ ッ テ

リ ーを適所にはめ込みます。

図 6-4: Power Dock バ ッ テ リ ー充電器にバ ッ テ リ ーを配置する

注意

FARO Power Dock バ ッ テ リ ー充電器を平ら で滑ら ない面に

配置し ます。 近 く を通る物に よ っ て不慮に引かれないよ う に

ケーブルを配置し ます。
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5. 充電は自動的に開始し ます。 バ ッ テ リ ーの現在の充電状態に従い、 LED 
が点滅 / 点灯し ます。  詳細については、 「Power Dock バ ッ テ リ ー充電器」

（25 ページ） を参照し て く だ さ い。

充電完了後、 充電器のイ ン タ ー ロ ッ ク機構を慎重に押し て、 バ ッ テ リ ーを取
り 出し ます。

6.1.3 バッテリーの使用上のヒント

• 使用する当日または前日にバッテリーを充電してください。 充電したバッ

テリーは使用しなくても、充電量は時間の経過とともに徐々に失われま
す。

• 完全に充電した後にバッテリーがすぐに放電する場合は、新品のバッテ
リーに交換してください。

• バッテリーの最高の性能を得るには、周囲温度 0 ℃（0.00 ℃）から 40 ℃
（40.00 ℃）で使用することをお勧めします。 温度がこの範囲よりも低いま

たは高い場所では、一時的にバッテリーの性能が低下し、操作可能時間が
短くなることがあります。

通知

使用前に、 Power Dock に損傷がない こ と を確認し ます。 特
に、 安全ク ラ ンプに損傷がない こ と を確認し ます。 Power 
Block を保持する時に  Power Dock が落下し た場合に損傷す

る場合があ り ます。

 損傷のない安全ク ラ ンプ。 垂直位置に注意し て く だ さ い。 
 損傷し た安全ク ラ ンプ。 傾斜位置に注意し て く だ さ い。

損傷した Power Dock は使用しないでください 。 使用する

と、 Power Block が損傷する可能性があ り ます。
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6.2   FARO Laser Scanner のセッ ト アップ

6.3  三脚のセッ ト アップ

スキ ャ ナは、 取 り 付け られているベースの動きが完全にない場合に最適に機
能し ます。 三脚または三脚をたてた地面に何ら かの振動または揺れがある と、

スキ ャ ンの精度が低下する こ とがあ り 、 こ の例で示す通 り 、 フ リ ン ジやゴー
ス ト のある ラ イ ンの発生につながる こ と も あ り ます。

図 6-5: データ取得中のスキャナ振動によるスキャン結果の例

警告

特に子供やひざまづいている人が怪我をしないよう注意し
てください

• FARO Laser Scanner が横転すると、負傷することがあ

ります。

• FARO Laser Scanner は、平坦でしっかりした平らな場

所に設置して使用してください。 

• カートを使用する場合は、特に注意を払って装置を移動

してください。 電源ケーブルを引っ張ってカートを移動

させないでください。 カートを強い力で押し引きしない

でください。あるいは、突然停止させたり、傾けないで
ください。 FARO Laser Scanner が転倒することがあり

ます。

• 風が強く吹いている場合は、サンドバッグを三脚のそれ
ぞれの脚に取り付けて、三脚を安定させてください。 三
脚の下の地面にウェイトを置いてから、三脚のセンター
フックとウェイトの間のロープまたはショックコードを
伸ばすこともできます。
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• 高品質の三脚を使用する。 FARO は GITZO ACCSS8032（FARO 代理店から

のみ入手可能）を推奨しています。

レーザースキャナを使って作業をする際は、2 つの点を考慮する必要があり

ます：

• 長い録画時間と高品質のデータ要件により、三脚をできる限り安定するよ
うに調節する必要があります。

• レーザースキャナは操作中に動くため、三脚は常にできる限り固定されて
いる必要があります。

安定性と剛性を達成するために、以下のガイドラインに従ってください。

• 三脚をできる限り伸ばさない。 低いほど、精度が高くなります。

• 細いセグメントを伸ばす前に、太いセグメントを伸ばします。

• レーザースキャナを使って作業をする際は、2 つの点を考慮する必要があ

ります：

• 長い録画時間と高品質のデータ要件により、三脚をできる限り安定するよ
うに調節する必要があります。

• レーザースキャナは操作中に動くため、三脚は常にできる限り固定されて
いる必要があります。

安定性と剛性を達成するために、以下のガイドラインに従ってください。

• 三脚をできる限り伸ばさない。 低いほど、精度が高くなります。

• 細いセグメントを伸ばす前に、太いセグメントを伸ばします。

• 特定の高さにするために、必要に応じて、脚セグメントを一部だけ伸ばす
こともできますが、同じ脚の複数のセグメントを部分的に伸ばさないでく
ださい。

• 標準的な作業高さ： 三脚には 4 つの脚セグメントがあり、最初の 3 つを完

全に引き出し、4 つ目を挿入されたままにします。 その結果、作業高さは

約 148 cm になり、スキャナの人間工学的な操作が可能になります。 三脚

をもっと高くする必要がある場合は、最小の脚セグメントのみを引き出し
ます。

• 三脚には調節式の大きいラバーフィートが装備されています。 三脚を動か

す時は常に、フィートが地面に適切に設置されていることを確認してくだ
さい。 安定していない地面（例えば、草地、砂利、泥）に三脚を設置する

必要がある場合、ラバーフィートの代わりに、同梱のスパイクを使用して
ください。 安定した耐荷重性の層に達するまで、スパイクを 1 つずつ地面

に押します。

• 地面に三脚を設置した後、脚のラッチを確認します。 緩いラッチがある場

合、ラッチが動かなくなるまで脚を少し広げます。 これにより三脚が地面

にしっかりと設置され、スキャン中に揺れることがなくなります。

• 中央コラムを使うと、三脚の剛性が著しく下がります。 レーザースキャナ

の操作時は、中央コラムを使用しないことをお勧めします。 どの方法に

よっても三脚が必要な高さに達しない場合は、中央コラムの伸長をできる
限り短く保ちます。 ただし、より優れた代替策としては、より高い別の位

置に三脚を移動させます。 中央コラムは最後の手段としてのみ使用してく

ださい。 高い場所での作業が多い場合は、大型の三脚を使用することを推

奨します。
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• 地面に近いスキャンの場合は、脚の角度をフラットに設定する前に、すべ
ての脚セグメントを中にスライドさせます。 ラバーフィートには凹部があ

り、フラットな脚角度でも完全な表面接触が可能です。 これを行うには、

フィートを 1 つずつ手で回す必要があります。

• 脚の長さ調節用のツイストロックスリーブ、三脚ショルダーの中央ウィン
グナット、 および三脚ヘッドが常に堅くネジで締まっていることを確認し

てください。

• 堅い表面上での固定を強化するには、スキャンの開始前に、三脚の脚に多
少張力をかけることをお勧めします。 テンションは、3本ある三脚の脚の

うち2本を手で地面にできるだけ近づけ、それらを互いにかつ3本目の脚

からわずかに引き離してから、それらを地面に押し付けることによってか
けます。風が強く吹いている場合は、サンドバッグを三脚のそれぞれの脚
に取り付けて、三脚を安定させてください。 三脚の中央フックと、ウェイ

ト、切り替え可能な磁気ベース、または既存のアンカーポイントとの間の
ロープまたはショックコードを伸ばすこともできます。

6.4  クイック リ リ ースの取り付けと使用

ク イ ッ ク リ リ ースに よ っ て、 三脚にスキ ャ ナを素早 く 安全に取 り 付ける （お
よび三脚か ら スキ ャ ナを取 り 外す） こ とができ ます。 ク イ ッ ク リ リ ースは以

下の部分で構成されています ： 

図 6-6: クイックリリースのパーツ

以下の説明に従い、 ク イ ッ ク リ リ ースを取 り 付けます。

三脚の準備： 1. 三脚の脚を伸ばして、必要な高さで、安定した面に三脚を配置します。 三
脚のすべての脚が安定していることを確認します。

2. 三脚のプラ ッ ト フ ォ ームには、 1 本または複数の位置決めネジが含まれて

いる場合があ り ます。  位置決めネジがプラ ッ ト フ ォ ームよ り 下に埋め込ま

れている こ と を確認し ます。 これら のネジが表面か ら突き出し ていてはい

けません。











 スキ ャ ナプレ ー ト  

 固定ネジ 

 中央ス ピ ン ド ル 

 ス ピ ン ド ルネジ 

 三脚プレ ー ト  
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3. 三脚プレ ー ト を、 三脚の中央ネジの上に配置し ます。 

4. ス ピ ン ド ルのネジが中央ス ピ ン ド ルの狭い側に し っ か り と留ま っ ている こ
と を確認し ます。

5. 中央ス ピ ン ド ルを三脚に し っ か り と ネジ留め し ます。

スキャナの準備： 1. 安定した平らな面にスキャナを逆さまに配置します。 汚れ、埃、落下物か

らミラーを慎重に保護します。

2. スキ ャ ナプレ ー ト をスキ ャ ナのベースに配置し ます。 これが中央のネジ山

を囲む円形の く ぼみにスラ イ ド し ている こ と を確認し ます。 

3. スキ ャ ナプレ ー ト がスキ ャ ナに し っ か り と取 り 付け られる よ う に、 4 mm 
の六角棒スパナを使っ て 4 本のネジを締めます。

クイックリリースの
使用：

1. 三脚が水平であり、三脚プレートが三脚にしっかりと取り付けられている
ことを確認します。 必要に応じて、手を使って締めます。

2. スキ ャ ナプレ ー ト が中央ス ピ ン ド ル上でスラ イ ド するのを妨げないよ う
に、 スキ ャ ナプレ ー ト の固定ネジが外れている こ と を確認し ます。

3. スキ ャ ナを両側か ら押さ えて、 スキ ャ ナプレ ー ト を中央ス ピ ン ド ル上でス
ラ イ ド さ せます。

4. 指を使っ て、 スキ ャ ナプレ ー ト が中央ス ピ ン ド ルに し っ か り と取 り 付け ら
れる まで固定ネジを締めます。 

これでスキ ャ ナを使用でき る よ う にな り ま し た。 スキ ャ ナを取 り 外すには、

固定ネジを緩めて、 中央ス ピ ン ド ルか ら スキ ャ ナを持ち上げます。

6.5  SD カー ド

6.5.1 SD メモリカードの準備

FARO Laser Scanner は、 記録し たスキ ャ ン を リ ムーバブル SD カ ー ド に保

存し ます。 こ の メ モ リ カ ー ド は、 スキ ャ ナ設定のバ ッ ク ア ッ プの作成、 ス

キ ャ ナ設定のイ ンポー ト 、 およびフ ァ ーム ウ ェ ア アプ リ ケーシ ョ ンでのイ ン
ス ト ールに も使用する こ とができ ます。

スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト を開始する前に、 SCENE ソ フ ト ウ ェ アで、 プ ロ ジ ェ

ク ト 構造、 スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル、 またはスキ ャ ナオペレ ー タなどのプ ロ
ジ ェ ク ト 関連情報と設定か ら  SD カ ー ド をセ ッ ト ア ッ プする こ とができ ます。 
これら の設定はスキ ャ ナに転送でき ます。 SCENE に よ るスキ ャ ンプ ロ ジ ェ

ク ト の準備およびスキ ャ ナへのデー タの転送の詳細については、 SCENE 
ユーザーマニ ュ アルと SD カー ド  (108 ページ ) を参照し て く だ さ い。
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SDHC カ ー ド または SDXC カ ー ド を強 く お勧め し ます。 GB までの容量の メ

モ リ カ ー ド がスキ ャ ナで動作する こ と を確認し ています。 GB 以上の容量の

メ モ リ カ ー ド を使用する こ と をお勧め し ます。 カ ー ド の転送速度はク ラス 10 
以上、 動作温度は -20 ℃ （-4 °F） か ら  85 ℃ （185 °F） です。

SDHC カ ー ド は、 Windows でフ ォ ーマ ッ ト する こ と も可能です。 容量が 
32 GB を超える  SDXC カ ー ド は Windows 独自のフ ァ イルシステムに初期化

されるので、 Windows のフ ォ ーマ ッ ト 機能ではフ ォ ーマ ッ ト でき ません。 こ
のスキ ャ ナは、 Windows フ ァ イルシステムをサポー ト し ていません。 
Windows でカ ー ド を FAT32 に フ ォ ーマ ッ ト する フ リ ー ウ ェ アのツールが存

在し ますが、 スキ ャ ナのフ ォ ーマ ッ ト 機能のご使用をお勧め し ます。

6.5.2 SD メモリカードのファイル構造
FARO Laser Scanner SD カードのファイル構造は次のとおりです。

図 6-7: SD カードのファイル構造

注記 : SD カ ー ド は FAT32 フ ァ イルシステムでフ ォ ーマ ッ ト し て

く だ さ い。 スキ ャ ナに付属の SD カ ー ド 以外の SD カ ー ド を使用

する場合は、 スキ ャ ナのフ ォ ーマ ッ ト 機能で初期化し て く だ さ
い。  詳細については、 「サー ビ ス」 （106 ページ） を参照し て く だ

さ い。

通知

データが失われるおそれがあります!
カード上のデータが壊れるおそれがあるので、ビジー状態
の間は、SD カードをスキャナから取り出さないでくださ

い。 SD カードがビジー状態になっている場合、コントロー

ラソフトウェアのステータスバーの SD カードアイコンが点

滅します。ステータスバーからこのアイコンが消えたら、
スキャナからカードを安全に取り出せます。

コンピュータから FARO Laser Scanner SD カードを取り出

すときは、SD カードのデータが壊れるのを防ぐため、必ず 
Windows のシステムトレイの「ハードウェアを安全に取り

外せます」オプションを使用してください。 Windows でハー

ドウェアを安全に取り外すには、システムトレイの［ハー
ドウェアを安全に取り外せます］アイコンをダブルクリッ
クし、目的の装置をリストで選択してください。



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

38
第 6 章 : 始めに

Backup - スキ ャ ナのバ ッ ク ア ッ プは こ のフ ォルダに保存されます。 スキ ャ ナ

バ ッ ク ア ッ プを開始する と すぐ にバ ッ ク ア ッ プ フ ォルダが自動的に作成され
ます。 バ ッ ク ア ッ プ (109 ページ） を参照し て く だ さ い。

Logfile - スキ ャ ナか ら ロ グフ ァ イルをエ ク スポー ト する と、 ロ グフ ァ イルは

こ のフ ォルダに保存されます。 こ のフ ォルダはスキ ャ ナに よ り 自動的に作成

されます。 ロ グフ ァ イル (109 ページ） を参照し て く だ さ い。

Preview - キ ャ プチ ャ されたスキ ャ ンのプレ ビ ュ ー ピ クチ ャ ーは こ のフ ォル

ダに保存されます。 こ のフ ォルダは、 スキ ャ ン を開始する と すぐ に自動的に

作成されます。 スキ ャ ンの開始 (53 ページ） を参照し て く だ さ い。

Projects - スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト 情報は こ のフ ォルダに保存されます。 こ の

フ ォルダはスキ ャ ナに よ り 自動的に作成されます。 スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト お

よびク ラスタ  (73 ページ） を参照し て く だ さ い。

Scans - キ ャ プチ ャ されたスキ ャ ンは こ のフ ォルダに保存されます。 スキ ャ

ン フ ォルダは、 スキ ャ ン を開始する と すぐ に自動的に作成されます。 スキ ャ

ンの開始 (53 ページ） を参照し て く だ さ い。

Updates - フ ァ ーム ウ ェ ア更新を こ のフ ォルダに コ ピ ー し ます。 こ のフ ォル

ダは手動で作成し て く だ さ い。 フ ァ ーム ウ ェ アの更新 (112 ページ） を参照し

て く だ さ い。

FARO-LS - SD カ ー ド を FARO Laser Scanner カ ー ド と し て識別するために

使用する署名フ ァ イル。 こ のフ ァ イルは、 スキ ャ ン を開始する と すぐ に自動

的に作成されます。

6.5.3 SD カードの挿入

図 6-8: SD カードの挿入

1. バッテリー収納部のカバーを開くと、右下に SD カードスロットがありま

す。

2. フ ォ ーマ ッ ト し た SD カ ー ド の切欠きがある方の端部を 「カチ ッ」 と音が

する まで、 図示の方向に挿入し ます。

3. メ モ リ カ ー ド の方向を確認し ます。 メ モ リ カ ー ド の挿入方向を間違えて強

く 挿入する と、 SD カ ー ド 、 カ ー ド ス ロ ッ ト 、 またはカ ー ド のデー タが損

傷する こ とがあ り ます。

4. カバーを閉じ ます。



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

39
第 6 章 : 始めに

SD カードの取り出し

スキ ャ ナか ら  SD カ ー ド を取 り 出すには、 SD カ ー ド ス ロ ッ ト のカバーを開

き、 メ モ リ カ ー ド を軽 く 押し ます。

• ビジー状態のメモリカードはイジェクトしないでください。

• メモリカードが飛び出したり、落下しないように注意してください。

6.6  FARO Laser Scanner の電源投入

スキ ャ ナの ON/OFF ボタ ン を押し てブー ト プ ロ セスを開始し ます。 これに よ

り 、 スキ ャ ナの LED が青で点滅し ます。 バ ッ テ リ ーか ら電力を供給し ている

と き に、 スキ ャ ナを起動する には充電状態が低すぎる場合、 スキ ャ ナの LED 
はオレ ン ジ色で点滅し ます。

FARO Laser Scanner の準備が整う と、 LED は点滅を停止し、 青色のま ま点

灯し ます。 内蔵タ ッ チ画面にスキ ャ ナの コ ン ト ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ アのホーム
画面が表示されます。

図 6-9: コントローラソフトウェアのホーム画面

FARO Laser Scanner の機能はすべて、 画面上の要素に指でタ ッ プ し て操作

する こ とができ ます。 ユーザー イ ン タ ー フ ェ イ スは、 タ ッ チペンでナ ビゲー

ト でき ます。
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6.7  初期スキャナ設定

こ の章では、 スキ ャ ナの コ ン ト ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ アか ら内蔵タ ッ チ画面で初
期スキ ャ ナ設定をセ ッ ト ア ッ プする方法について簡単に説明し ます。 詳細に

ついては、 コ ン ト ロ ー ラ ー ソ フ ト ウ ェ ア を参照し て く だ さ い。

6.7.1 インターフェイス言語の設定

ホーム画面か ら ホーム > 管理 > 全般設定 > ［言語］ に進んで、 コ ン ト ロ ー ラ ソ

フ ト ウ ェ アの言語を変更し ます。

図 6-10: 言語選択画面

対応するボタ ン を タ ッ プ し て言語を選択し ます。 選択し た言語は強調表示さ

れます。 

利用可能な言語の リ ス ト が画面サイズを超えた場合、 リ ス ト を上下にス ク
ロ ールし ます。



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

41
第 6 章 : 始めに

6.7.2 日時の設定
日時の設定を変更するには、ホーム > 管理 > 全般設定 >［日時］の順に進みます。

図 6-11: 日時の設定

［自動日時］ - ボタ ン を タ ッ プ し てスラ イ ド さ せ、 自動日時設定を有効に し ま

す。 

［自動タ イ ムゾー ン］ - ボタ ン を タ ッ プ し てスラ イ ド さ せ、 自動自動タ イ ム

ゾー ン設定を有効に し ます。

［24 時間制］ - タ ッ プ し て時間の表示形式を設定し ます。 スキ ャ ナーは 24 時
間または 12 時間の時計形式で時間を表示でき ます。 ボタ ン を ON にスラ イ ド

さ せる と、 24 時間制が選択されます。 ボタ ン を OFF にスラ イ ド さ せる と、

12 時間制が選択されます。

［日付形式の選択］ – タ ッ プ し て日付の表示形式を設定し ます。 現在選択され

ている日付の表示形式がオプシ ョ ン と共に表示されます。

［タイムゾーンの選択］ – タ ッ プ し て日付の表示形式を設定し ます。 現在選択

されている日付の表示形式がオプシ ョ ン と共に表示されます。

［日時を変更］ – タ ッ プ し て、 FARO Laser Scanner の内部ク ロ ッ ク を設定し

ます。
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6.7.3 日付形式の設定

図 6-12: 日付形式の変更

対応するボタ ン に タ ッ チ し て、 日付形式を選択し ます。 選択でき る日付形式

は、 "DD.MM.YYY"、 "MM/DD/YYYY"、 または "YYYY-MM-DD" です。 こ こ

で、 YYYY は年、 DD は日、 MM は月です。 選択し た形式は強調表示されま

す。

6.7.4 日時の変更

図 6-13: 日付と時刻の変更

時刻を変更する には、 リ ス ト で ［時間フ ィールド］ を選択し、 左側のボタ ン
で時間、 右側のボタ ンで分を設定し ます。

年を変更する には、 リ ス ト の ［年フ ィールド］ を選択し、 左側または右側の
ボタ ン を使用し て日付を設定し ます。 

同様に、 ［月フ ィールド］ と ［日フ ィールド］ .. で操作し ます。 

［変更の破棄］ - 変更を破棄する には、 こ のボタ ン を押し ます。 
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6.7.5 長さの単位と温度スケールの設定

単位スケールはホーム > 管理 > 全般設定 > ［単位］ .. で変更でき ます。

図 6-14: 長さの単位の変更

長さ は、 コ ン ト ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ アでメ ー ト ル単位またフ ィ ー ト 単位で表示
されます。 対応するボタ ン に タ ッ プ し て、 必要な長さ の単位を選択し ます。

温度は、 摂氏または華氏で表示されます。 対応するボタ ン に タ ッ プ し て、 必

要な温度尺度を選択し ます。

GPS 座標の表示は、 度単位の 10 進数表記 （例、 +34.9823450 °E） または、

度 - 分 - 秒表記 （例、 34º 58' 56.44'' E） です。
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6.7.6 スキャナ情報の入力

スキ ャ ナ名と   の所有者を指定でき ます。 FARO Laser Scanner. ホーム 画面

か ら  ホーム > 管理 > 全般設定  > ［スキャナの詳細］ に進みます。

図 6-15: スキャナの詳細

［スキャナ名］ - タ ッ プ し てスキ ャ ナの名前を変更し ます。

［所有者］ - タ ッ プ し て、 スキ ャ ナを所有し ている会社または担当者の名前を

入力し ます。

 詳細については、 「スキ ャ ナの詳細」 （103 ページ） を参照し て く だ さ い。

6.8  スキャン

こ の章では、 最初のスキ ャ ン をキ ャ プチ ャ するためにスキ ャ ンパラ メ ー タ を
設定する方法について簡単に説明し ます。 通常は、 スキ ャ ン  プ ロ ジ ェ ク

ト を開始する前にプ ロ ジ ェ ク ト 情報を入力し ます。 これについては後ほ

ど説明し ます。  詳細については、 「スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト およびク ラスタ」

（73 ページ） を参照し て く だ さ い。

6.8.1 スキャンパラメータの設定

( ホーム > パラ メ ー タ）

分解能、 品質、 またはスキ ャ ン角度などのスキ ャ ンパラ メ ー タは、 スキ ャ ナ
でスキ ャ ンデー タ を記録する と き に使用するパラ メ ー タです。スキ ャ ンパラ
メ ー タの設定方法には次の 2 通 り があ り ます。 手動で変更する方法と、 定義

済みのスキ ャ ンパラ メ ー タのセ ッ ト である、 スキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを選択す
る方法 
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スキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを選択する と、 その設定でスキ ャ ンパラ メ ー タは上書
き されます。

定義済みのスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの選択や、 スキ ャ ンパラ メ ー タの変更に
は、 ［パラメータ］ ボタ ン を タ ッ プ し ます。

図 6-16: スキャンパラメータの変更

［選択したプロフ ァイル］ －選択し たスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの名前が表示さ
れます。 タ ッ プ し てスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを選択し ます。 スキ ャ ンパラ メ ー

タが選択し たプ ロ フ ァ イルと は異なる場合、 その名前に ［変更済み］ が追加

されます。

また、 次の設定を変更する と、 スキ ャ ンパラ メ ー タ を個別に編集する こ と も
でき ます。

［分解能／品質］ －選択し た分解能 （メガポイ ン ト 単位） と選択し た品質レベ
ルが表示されます。 これら の値を変更するには、 このボタ ンをタ ッ プ し ます。

［水平 / 垂直］ －水平と垂直の開始角度と終了角度のスキ ャ ン範囲を度数で表

示し ます。 これら の値は、 タ ッ プ し て調整し ます。

［センサーの選択］ － SCENE におけるスキ ャ ン登録に内蔵のセンサーのデー

タを自動的に使用する機能を有効と無効で切 り 替える画面を表示し ます。

［カラースキャン］ － カ ラ ースキ ャ ン記録のオン と オフ を切 り 替えます｡ オン

の場合、 スキ ャ ナはスキ ャ ン対象環境のカ ラ ー写真も内蔵カ ラ ー カ メ ラで撮

影し ます。 これら の写真は、 レ ーザー スキ ャ ンの直後に撮影され、 記録され

注記 : 定義済みのスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを選択する と、 現在のス
キ ャ ンパラ メ ー タは、 選択し たスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの設定で上
書き されます。



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

46
第 6 章 : 始めに

たスキ ャ ン  デー タ を点群処理ソ フ ト ウ ェ ア  SCENE で自動的に着色するのに

使用されます。

［色設定］ － カ ラ ー写真の撮影に使用される現在の露出測定モー ド を表示し
ます。 タ ッ プ し て露出測定モー ド を変更し ます。

［詳細設定］ －輪郭の ク リ ア フ ィ ルタ と空の ク リ ア フ ィ ルタの有効と無効を
切 り 替えます。 遠距離を有効または無効に し ます。 

［スキャンサイズ [Pt]］ - スキ ャ ンのサイズを横 x 縦のポイ ン ト で示し ます。 
縦のサイズは、 新し い分解能の設定かスキ ャ ン領域角度の変更方法でのみ変
更でき ます。

［スキャン期間］、 ［スキャンフ ァイルサイズ］ - 前処理と後処理、 分解能、 選

択し た露出測定、 スキ ャ ン領域、 品質値、 およびスキ ャ ン範囲を含めた、 選
択し た設定に従っ た予想されるスキ ャ ン時間と メ ガバイ ト 単位のフ ァ イルサ
イズ。 こ こ に表示される値は概略値である こ と に注意し て く だ さ い。

スキャンプロファイルの選択

( ホーム > パラ メ ー タ  > 選択し たプ ロ フ ァ イル）

スキ ャ ン をキ ャ プチ ャ する前に、 シーンのニーズ と必要なスキ ャ ン品質に
合っ たスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを選択でき ます。

図 6-17: プロファイルの選択

こ の ビ ュ ーには、 使用可能なすべてのスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの リ ス ト が表示
されます。 こ の リ ス ト には、 読み取 り 専用の出荷時の工場設定プ ロ フ ァ イル

と、 ［管理］ > ［プ ロ フ ァ イル］ で作成し て操作でき る カ スタムプ ロ フ ァ イル

があ り ます。 

利用でき る出荷時の工場設定スキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの概要については、 工場
出荷時の設定 (113 ページ )  を参照し て く だ さ い。  詳細については、 「選択し

たプ ロ フ ァ イル」 （65 ページ） を参照し て く だ さ い。
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対応するボタ ン を タ ッ プ し て、 プ ロ フ ァ イルを選択し ます。 選択し たプ ロ

フ ァ イルは強調表示されます。

分解能と品質の設定

( ホーム > パラ メ ー タ  > 分解能 / 品質）

図 6-18: 分解能と品質の変更

［分解能］ 結果のスキ ャ ン分解能。 分解能は、 1/1、 1/2、 
1/4、 1/5、 1/8、 1/10、 1/16、 1/20、 1/32 か ら選択でき ます。

［品質］ スキ ャ ン分解能が一定の場合、 スキ ャ ンの品質と スキ ャ ン時間に影響

を与えます。 これに よ っ て、 品質と速度のバラ ンスを取る こ とができ ます。 
速度がよ り 重要な場合、 小さ い値を選びます。 スキ ャ ンデー タの品質がよ り

重要な場合、 大き い値を選びます。

結果と し て得られるスキ ャ ン期間、 垂直および水平スキ ャ ンポイ ン ト （ス
キ ャ ンサイズ ［Pt］）、 およびメ ガポイ ン ト 単位の結果のスキ ャ ンサイズ

（MPts） は、 ビ ュ ーの中央に表示されます。 ［ポイ ン ト 距離 [mm/10 m] / 
[in/30 ft]］ は、 スキ ャ ン距離 10 m （30 ft） においてキ ャ プチ ャ されたスキ ャ

ンポイ ン ト 間の距離です。

分解能 / 品質
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異なる分解能で同じ位置か ら複数のスキ ャ ン をキ ャ プチ ャ する計画を立てて
いる場合、 およびこれら のスキ ャ ンが同じ水平開始角度を持つ こ とが重要な
場合は、 スキ ャ ナをオフ にする必要がないばか り でな く 、 これら のスキ ャ ン
の記録間の品質を変更する必要も あ り ません。

スキャン範囲の設定

( ホーム > パラ メ ー タ  > 水平 / 垂直）

図 6-19: スキャン範囲の設定

［垂直領域］ - 垂直領域のサイズ （度単位）。 フ ィ ール ド を タ ッ プ し て、 垂直開

始角度と垂直終了角度の値を入力し ます。 

注記 : 明瞭さ の間隔は、 選択し た設定でスキ ャ ナが点を正確に測
定でき る最長距離を指定し ます。 技術的な理由に よ り 、 こ の距離

よ り 離れたオブジ ェ ク ト に対し て作成された点は、 オブジ ェ ク ト
の実際の距離よ り も スキ ャ ナにかな り 近 く 見えます。 

これが発生した場合、SCENE ソフトウェアを使って、後で点を削

除することができますが、これには時間がかかる場合がありま
す。 スキャンを計画している最も遠いオブジェクトよりも大きい

明瞭さの間隔がある分解能と品質の組み合わせを選ぶことをお勧
めします。
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［水平領域］ - 水平領域のサイズ （度単位）。 フ ィ ール ド を タ ッ プ し て、 水平開

始角度と水平終了角度の値を入力し ます。 

［デフォルト領域］ ボタ ン  - タ ッ プ し てデフ ォル ト のスキ ャ ン領域 （垂直 ： -
60° ～ 90°、 水平 ： 0° ～ 360°） に リ セ ッ ト し ます。

現在の ビ ュ ーの長方形は全スキ ャ ン領域を表し ています。 挿入し た SD カ ー

ド にスキ ャ ンがある場合、 前回記録し たスキ ャ ンのプレ ビ ュ ーが表示されま
す。 プレ ビ ュ ー ピ クチ ャ ーがない場合は、 水平線と垂直線が 30° 間隔のグ

リ ッ ド が表示されます。 強調表示された長方形は、 選択し たスキ ャ ン領域を

表し ます。

センサーの選択

( ホーム > パラ メ ー タ  > センサーを選択）

図 6-20: センサーの選択

［傾斜計を使用］ - SCENE におけるスキ ャ ン登録に内蔵の 2 軸補正器 （傾斜

計） の傾斜測定値を自動的に使用する機能を有効と無効で切 り 替えます。 た
だ し、 ユーザーの設定と は関係な く 、 傾斜センサーのデー タの測定と各ス
キ ャ ンへの添付は常時行われています。 傾斜計デー タの使用機能をオン にす

る と、 傾斜計デー タは SCENE におけるスキ ャ ンの登録に自動的に使用さ

れ、 オフ にする とデー タは無視されます。 SCENE では こ の動作を後か ら で

も変更でき ます。 詳細情報については、 SCENE ユーザーマニ ュ アルを参照

し て く だ さ い。 画面上部にある ク イ ッ ク ア ク セスア イ コ ンをタップして、

［傾斜計を使用］ に直接ジ ャ ンプする こ とができ ます。

［コンパスを使用］ - SCENE におけるスキ ャ ン登録に内蔵の コ ンパスのデー

タ を自動的に使用する機能を有効と無効で切 り 替えます。 コ ンパスのデー タ

は常時測定されてお り 、 スキ ャ ン時には各スキ ャ ン に添付されます。 こ のボ
タ ン をオン にすれば、 スキ ャ ンの登録で自動的に適用されます。  詳細につい

ては、 「コ ンパス」 （87 ページ） を参照し て く だ さ い。

注記 : 軸補正器で、 でき るだけ信頼性の高いデー タ を得る には、
スキ ャ ナの傾き を 2° 未満に抑えて く だ さ い。  詳細については、

「傾斜計 （2 軸補正器） :」 （85 ページ） を参照し て く だ さ い。
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［高度計を使用］ – SCENE におけるスキ ャ ン登録に高度計のデー タ を自動的

に使用する機能を有効と無効で切 り 替えます。 傾斜計の場合と同じ く 、 高度

計のデー タ も常時測定し て、 スキ ャ ンの間に各スキ ャ ン に添付されてお り 、
ボタ ン をオン にすれば、 スキ ャ ンの登録に自動的に適用されます。 スキ ャ ン

プ ロ ジ ェ ク ト を開始する前に、 基準高さ を入力でき ます。 基準高さ は、 高度

計に よ るすべての測定値の基準値にな り ます。 高度計の設定値を表示する に

は、 ［管理］ > ［センサー］ > ［高度計］ を選択し ます。  詳細については、

「高度計」 （89 ページ） を参照し て く だ さ い。

［GPS を使用］ - GPS センサーをオン、 オフ に し ます。 他のセンサー と違っ

て、 GPS デー タはスキ ャ ニングの間だけ記録されるため、 こ のボタ ンがオン

の場合、 SCENE モー ド のスキ ャ ン登録に し か利用でき ません。  詳細につい

ては、 「GPS」 （88 ページ） を参照し て く だ さ い。

すべてのセンサーの使用を有効にする には、 ［推奨設定］ ボタ ン を ク リ ッ ク
し ます。

［色の設定］

( ホーム > パラ メ ー タ  > 色の設定）

図 6-21: ［色の設定］

［露出測定モー ドを設定します］ －内蔵カ ラ ー カ メ ラ に よ る カ ラ ー写真撮影

の露出を決定する方法を設定し ます （カ ラ ースキ ャ ン記録がオン にな っ てい
る場合）。 

［均等加重測定］ – 露出設定は、 カ メ ラはシーン全体か ら得られる光の情報を

使用し、 特定の領域に加重を与える こ と な く 平均値を算出し て決定し ます。

[ 水平加重測定 ] - 水平加重測定モー ド では、 カ メ ラは水平方向の光の情報を

基に露出設定を決定し ます。 こ のモー ド は、 直接明るい光が上か ら射し て く

る状況で一般的に使用し ます （例、 明るい天井照明のある屋内や、 明るい日
光下の屋外）。 

スピードモード
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[ 天頂加重測定 ] - 天頂加重測定では、 カ メ ラはスキ ャ ナの上方向か ら入る光

の情報を基に露出設定を決定し ます。 こ のモー ド は、 た と えば窓か ら明るい

光が射し込む建物内で、 天井にあるオブジ ェ ク ト に対し て光と露出の最適な
バラ ンスを取 り たい と きなど に使用し ます。

HDR モード ハイダイナ ミ ッ ク レ ン ジ (HDR) 画像化方式では、 さ まざまな露出設定値で

キ ャ プチ ャ ー し た画像を、 広範囲なダイナ ミ ッ ク レ ン ジの明度で 1 つの画像

にマージ し ます。

HDR キャプチャによるスキャニング

HDR キ ャ プチ ャ は、 + ボタ ン または - ボタ ン を タ ッ プ し て 2x か ら  5x に設定

し ます。 こ の設定は、 露出レベルに対応し ます。 オプシ ョ ンが選択されてい

ない場合、 OFF の選択が表示されます。

夜間モード 夜間モー ド を選択する と、 比較的暗い照明状態でのカ ラ ー写真の品質が向上
し ます。 微光状況での画像ノ イズは減少し ます。 ただ し、 夜間モー ド を有効

にする と スキ ャ ン時間が大幅に長 く な り ます。 

スピードモード ス ピ ー ド モー ド を選択し て、 カ ラ ー画像の品質を低下さ せる こ とでスキ ャ ン
時間を短縮し ます。 これは HDR または夜間モー ド 機能と組み合わせる こ と

はでき ません。

詳細設定

図 6-22: 詳細スキャン設定

注記 : HDR が有効な場合、 キ ャ プチ ャ ー し た画像の数が多いほ

ど、 キ ャ プチ ャ ー時間は長 く な り ます。 処理時間は SCENE よ り

も長 く な り ます。

注記 : 夜間モー ド を水平加重測定または天頂加重測定 .. と共に有効

に し た場合に、 最高のスキ ャ ン結果が得られます。 ただ し、 夜間

モー ド が有効であ っ ても、 非常に暗い照明状態では画像の品質は
悪 く なる場合があ り ます。 これは粒子が粗い画像や、 その他の

アーチフ ァ ク ト につながる場合があ り ます。
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［Clear Contour］ - 動的輪郭フ ィ ルタ を有効に し ます。 こ のハー ド ウ ェ ア フ ィ

ルタは、 2 つのオブジ ェ ク ト に レ ーザースポ ッ ト が当たる こ とで発生するス

キ ャ ンポイ ン ト を削除し ます。 これら のスキ ャ ンポイ ン ト は主にオブジ ェ ク
ト の端部で発生し ます。

［Clear Sky］ - 動的ス カ イ フ ィ ルタ を有効に し ます。 スキ ャ ン中に、 こ のハー

ド ウ ェ ア フ ィ ルタは、 空中の何もない空間のスキ ャ ンか ら スキ ャ ンポイ ン ト
を削除し ます。 

［距離範囲］ - ［距離範囲］ 設定では、 指定された距離でキ ャ プチ ャ し た点の

品質を上げる よ う にスキ ャ ナを設定し ます。 

• 標準 - ほとんどのオブジェクトをスキャンするには、このオプションを

選択します。

• 近距離 - 近接したオブジェクトをスキャンするには、このオプションを

選択します。

• 遠距離 - スキャナの位置から、スキャンする面までの距離が 20 メート

ルを越えている屋外の領域をスキャンする場合にこのオプションを選
択します。 この設定は、屋内のスキャニングにはおすすめできません。

［推奨設定］ – 輪郭の ク リ ア フ ィ ルタ と空の ク リ ア フ ィ ルタの有効と無効を切

り 替えます。 遠距離最適化を無効に し ます。

6.8.2 スキャンパラメータの概要

以下の表には、 利用でき るすべての分解能設定と品質設定のスキ ャ ンパラ
メ ー タおよび正味スキ ャ ン時間です。

注記 : 一部のスキ ャ ナモデルでは、 ［遠距離］ オプシ ョ ン を利用
でき ません。 スキ ャ ナ間の違い (13 ページ） を参照し て く だ さ い。

解像度 品質

Mio. ﾎﾟｲﾝﾄ
（フルス
キャン）

正味ス
キャン時

間a
ポイント距離 pt/360°

1/1 ½x 699.1 0:07:22 1.5mm/10m 40,960

1/1 1x 699.1 0:14:38 1.5mm/10m 40,960

1/1 2x 699.1 0:29:07 1.5mm/10m 40,960

1/1 3x 699.1  0:58:19 1.5mm/10m 40,960

1/1 4x 699.1 1:57:18 1.5mm/10m 40,960

1/2 ½x 174.8 0:02:02 3.1mm/10m 20,480

1/2 1x 174.8 0:03:49 3.1mm/10m 20,480

1/2 2x 174.8 0:07:23 3.1mm/10m 20,480

1/2 3x 174.8 0:14:36 3.1mm/10m 20,480

1/2 4x 174.8 0:29:07 3.1mm/10m 20,480

1/2 6x 174.8 1:57:18 3.1mm/10m 20,480
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6.8.3 スキャンの開始

スキ ャ ナは回転し てお り 、 ミ ラ ー装置は高速回転し ているので注意し て く だ
さ い。 スキ ャ ナが自由に移動でき、 ミ ラ ー装置に物体が接触し ない こ と を確

認し て く だ さ い。

コ ン ト ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ アの ホーム画面で ［スキャンを開始］ ボタ ン を タ ッ

プ し て開始でき ます。

1/4 1x 43.7 0:01:15 6.1mm/10m 10,240

1/4 2x 43.7 0:02:01 6.1mm/10m 10,240

1/4 3x 43.7 0:03:45 6.1mm/10m 10,240

1/4 4x 43.7 0:07:21 6.1mm/10m 10,240

1/4 6x 43.7 0:29:06 6.1mm/10m 10,240

1/4 8x 43.7 1:57:18 6.1mm/10m 10,240

1/5 2x 28.0 0:01:24 7.7mm/10m 8,192

1/5 3x 28.0 0:02:29 7.7mm/10m 8,192

1/5 4x 28.0 0:04:46 7.7mm/10m 8,192

1/5 6x 28.0 0:18:40 7.7mm/10m 8,192

1/8 2x 10.9 0:00:48 12.3mm/10m 5,120

1/8 3x 10.9 0:01:06 12.3mm/10m 5,120

1/8 4x 10.9  0:01:57 12.3mm/10m 5,120

1/8 6x 10.9 0:07:22 12.3mm/10m 5,120

1/8 8x 10.9 0:29:07 12.3mm/10m 5,120

1/10 3x 7.0 0:00:49 15.3mm/10m 4,096

1/10 4x 7.0 0:01:19 15.3mm/10m 4,096

1/10 6x 7.0 0:04:46 15.3mm/10m 4,096

1/10 8x 7.0 0:18:40 15.3mm/10m 4,096

1/16 3x 2.7 0:00:34 24.5mm/10m 2,560

1/16 4x 2.7 0:00:40 24.5mm/10m 2,560

1/16 6x 2.7 0:01:57 24.5mm/10m 2,560

1/16 8x 2.7 0:07:22 24.5mm/10m 2,560

1/20 4x 1.7 0:00:32 30.7mm/10m 2,048

1/20 6x 1.7 0:01:19 30.7mm/10m 2,048

1/20 8x 1.7 0:04:46 30.7mm/10m 2,048

1/32 4x 0.7 0:00:28 49.1mm/10m 1,280

1/32 6x 0.7 0:00:40 49.1mm/10m 1,280

1/32 8x 0.7 0:01:57 49.1mm/10m 1,280

a. 正味スキャン時間は、レーザースキャンのみの正味時間で
す。 これには、センサーまたはカラー画像取得の処理時間は含

まれません。

解像度 品質

Mio. ﾎﾟｲﾝﾄ
（フルス
キャン）

正味ス
キャン時

間a
ポイント距離 pt/360°
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SD カ ー ド に十分な空き領域がない場合、 警告が表示され、 スキ ャ ナはス

キ ャ ン を実行し ません。 こ の場合は、 メ モ リ カ ー ド か ら スキ ャ ンデー タ を削

除するか、 新し い カ ー ド を挿入し ても う一度試し て く だ さ い。

スキ ャ ンプ ロ セスが開始する と、 スキ ャ ナのレ ーザーが ON に切 り 替わ り 、

スキ ャ ン ビ ュ ーが表示されます。 スキ ャ ナのレ ーザーが ON にな っ ている間、

スキ ャ ナの LED は赤 く 点滅し ます。 スキ ャ ン中、 スキ ャ ナは 180° 時計回 り

に回転し ます。 カ ラ ースキ ャ ン を実行し ている場合、 スキ ャ ナは 360° まで回

転を続けて ピ クチ ャ ーを撮影し ます。 

実行し た処理ステ ッ プが、 スキ ャ ン画面のステー タエ リ ア に表示され、 残 り
時間がタ イ マーで表示されます。 ド ロ ッ プダウ ン タブを タ ッ プ し て、 スキ ャ

ン に関する詳細情報を表示し ます。 図 6-23 は展開されたタブを示し ます。

図 6-23: スキャンビュー

スキ ャ ンプ ロ セスのほ と んどの間、 スキ ャ ン一時停止ボタ ン を使っ てスキ ャ
ン を一時停止する こ とができ ます。 車や機械など、 動いているオブジ ェ ク ト

のスキ ャ ン を避けるために一時停止する必要がある場合があ り ます。 ［ス

キ ャ ンの再開］ ボタ ン を タ ッ プ し て、 スキ ャ ン を再開し ます。 スキ ャ ナが

タ ーゲ ッ ト をスキ ャ ン し ている間は、 スキ ャ ン を一時停止し ないで く だ さ
い。 タ ーゲ ッ ト 上で直接スキ ャ ン を一時停止または再開する と、 自動タ ー

ゲ ッ ト 検出に よ り そのタ ーゲ ッ ト が失敗する場合があ り ます。 また、 一時停

止し た時は、 スキ ャ ナが完全に静止し たままである こ とが重要であ り 、 ス

注記 : レ ーザーがスキ ャ ン し なか っ たオブジ ェ ク ト が含まれる ピ
クチ ャ ーが撮影された場合 （例えば、 人または車両がカ メ ラの視
野に不適切な時に入 り 込んだ場合）、 ピ クチ ャ ーを撮影し直す こ
とができ ます （スキ ャ ン前に こ の機能が有効化されていた場合）。  
詳細については、 「ピ クチ ャ ーの再撮影」 （132 ページ） を参照し

て く だ さ い。
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キ ャ ナの画面を タ ッ プする よ り も、 接続されたブラ ウザを通し て一時停止す
る こ と をお勧め し ます。

スキ ャ ン を停止する には、 スキ ャ ン ビ ュ ーの ［スキャンを中止］ ボタ ン に
タ ッ チ し ます。 未終了のスキ ャ ン を維持するか、 削除するかを尋ねる メ ッ

セージが表示されます。

スキ ャ ンプ ロ セスがすべて終了する と、 （設定をオフ に し ていない場合） す
ぐ にスキ ャ ナの通知音が鳴 り 、 キ ャ プチ ャ し たスキ ャ ンの ピ クチ ャ ー と と も
に新し い画面が表示されます。 これで、 スキ ャ ナを次のスキ ャ ン位置に移動

し て、 新し いスキ ャ ン を開始でき ます。

図 6-24: スキャンのプレビュー

スキ ャ ンプレ ビ ュ ーには、 キ ャ プチ ャ し たスキ ャ ンのグレ イ スケールピ ク
チ ャ ーが表示され、 スキ ャ ン自体の検証と、 すべてのオブジ ェ ク ト （タ ー
ゲ ッ ト など） がは っ き り と視野にあるか確認でき ます。 こ のプレ ビ ュ ーはカ

ラ ーでは表示されません。 プレ ビ ュ ーには、 同じ スキ ャ ングループに属する

詳細スキ ャ ン も含まれている場合があ り ます。 （詳細情報は、 スキ ャ ング

ループ (130 ページ） を参照し て く だ さ い。

注記 : スキ ャ ン と ピ クチ ャ ーのキ ャ プチ ャ を完了し ても、 環境条
件に よ っ ては、 傾斜デー タ をキ ャ プチ ャ するためスキ ャ ナがさ ら
に  1 回転する こ とがあ り ます。 傾斜デー タのキ ャ プチ ャ中はス

キ ャ ナを動か さ ない こ とが重要です。 動か し た場合、 スキ ャ ンの
傾斜デー タが不正確にな り 、 スキ ャ ン登録に使用できな く なる場
合があ り ます。
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［パラメータ］ ボタ ン  – タ ッ プ し て、 次回のスキ ャ ン用にスキ ャ ンパラ メ ー

タ を変更し ます。

［スキャンの開始］ ボタ ン  – スキ ャ ン を開始し ます。

選択し た詳細スキ ャ ンのポ ッ プア ッ プダイ ア ロ グ内の ［情報］ ボタ ン を

タ ッ プ し て、 スキ ャ ンのプ ロ パテ ィ を表示し ます。 

［削除］ ボタ ン  - 表示されたスキ ャ ン を削除し ます。 スキ ャ ングループの

場合、 プラ イ マ リ スキ ャ ン （タ イ ト ルに名前が付け られた） のみが削除され
ます。 埋め込まれた詳細スキ ャ ンは影響を受けません。

詳細スキ ャ ンのポ ッ プア ッ プ内の ［削除］ ボタ ン  - 選択し た詳細スキ ャ ン を

削除し ます。

[ スキャンをグループに追加］ ボタ ン （ ) スキ ャ ングループ (130 ページ）

を参照し て く だ さ い。

マ ウ スホイ ール （または ピ ンチジ ェ スチ ャ ー） を使用し て、 プレ ビ ュ ー画像
を拡大し ます

［拡大縮小のリセッ ト］ ボタ ン はスキ ャ ン ピ クチ ャ を拡大し ている場合の
み表示されます。 こ のボタ ン を使用し て、 スキ ャ ン ピ クチ ャ ーを元のサイズ

に戻す こ とができ ます。

拡大し た場合、 拡大し た ピ クチ ャ ーを指で ド ラ ッ グ し て任意の方向に ド ラ ッ
グする こ とができ ます。

［傾斜］ （度単位） がヘ ッ ダーバーに表示されます 

スキ ャ ナの現在の傾斜が 5° を超える場合、 以下の傾斜に関する警告メ ッ

セージが表示されます。

スキャナの大きい傾斜

スキ ャ ナの傾斜が + ／ - 5° 以内ではあ り ません。 わずかに不正確になる こ と

があ り ます。

スキ ャ ナの傾斜が +/-5° の範囲内になる よ う にスキ ャ ナを位置決め し て く だ

さ い。 内蔵の 2 軸補正器で信頼性の高い測定値を得る には、 次のスキ ャ ン開

始前に、 スキ ャ ナの傾き を 5° 未満に抑えて く だ さ い。 これは、 三脚か、 傾斜

計の画面で気泡傾斜計を使用し て確認でき ます。 傾斜計画面を表示する には、

こ のボタ ン を タ ッ プ し ます。 
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6.9  LED の動作

6.10  データセキュ リティ

スキ ャ ンはハッシュ値を持ち、 暗号法により署名され、 記録されたスキ ャ ン
デー タが変更されたかど う かを検出でき ます。 スキ ャ ンのハ ッ シ ュ値は、 ス

キ ャ ナ GUI の ［スキ ャ ンのプ ロ パテ ィ ］ ページで、 手動で確認でき ます。 ま
た、 スキ ャ ンのハ ッ シ ュ と署名は、 FARO のナ レ ッ ジベース

（knowledge.faro.com/Hardware/3D_Scanners/Focus/
Scan_Verification_Tool_Download_and_Manual). で入手可能な外部ツールを使っ

て検証でき ます。

スキャナのステータス 電源 ON/OFF ボタンの LED

ｽｷｬﾅ OFF、 外部電源が未接続 OFF

通常の起動プ ロ セス 青色が高速で点滅

バ ッ テ リ ー操作 青色で点灯 

電源 On/Off 青色で点滅 

スキャナのステータス バッテリー横の LED

ｽｷｬﾅ OFF、 外部電源が未接続 OFF

通常の起動プ ロ セス 青色が高速で点滅

バ ッ テ リ ー操作 青色で点灯 

バ ッ テ リ ー残量が 10% 未満の と きの

低残量バ ッ テ リ ー駆動 
青色で点滅 

バ ッ テ リ ー残量が 5% 未満の と きの

低残量バ ッ テ リ ー駆動 
バイオレ ッ ト 色で点滅 

AC アダプタ電源駆動のみ （バ ッ テ

リ ーな し） 
緑

バ ッ テ リ ー充電中、 充電レベルは 
90% を超過 （充電完了） 

青緑

バ ッ テ リ ー充電中 オレ ン ジ

バ ッ テ リ ー充電中、 充電レベルは 
10% 未満 

オレ ン ジ色で点滅

バ ッ テ リ ー充電中、 かな り の低電圧
まで放電 

赤色で点滅

未知の電源。 バ ッ テ リ ー と  AC アダプ

タは検出されず

赤色で点灯

https://knowledge.faro.com/Hardware/3D_Scanners/Focus/Scan_Verification_Tool_Download_and_Manual
https://knowledge.faro.com/Hardware/3D_Scanners/Focus/Scan_Verification_Tool_Download_and_Manual
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6.11  FARO Laser Scanner のシャ ッ トダウン

FARO Laser Scanner をシ ャ ッ ト ダウ ンする には、 その電源 On/Off ボタ ン を 
2、 3 秒押すか、 ［電源］ の下のイ ン タ ー フ ェ イ ス ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト の

ホームボタ ン を タ ッ プ し ます。 上部 LED が青色で点滅を開始し ます。 
FARO Laser Scanner がシ ャ ッ ト ダウ ンプ ロ セスを完了する と、 LED は点滅

を停止し、 バ ッ テ リ ー と電源装置を安全に取 り 外す こ とができ ます。

ボタ ン を押し て、 そのま ま 10 秒以上押し続ける と、 FARO Laser Scanner は
シ ャ ッ ト ダウ ンな しでオフ に切 り 替わ り ます。 こ のオプシ ョ ンは、 故障のた

めに  FARO Laser Scanner が通常どお り にシ ャ ッ ト ダウ ン し ない場合のみ使

用し て く だ さ い。 

6.12  FARO Laser Scanner の電源オフ

FARO Laser Scanner が完全にシ ャ ッ ト ダウ ン し た ら、 バ ッ テ リ ーを取 り 外

し、 機器を保護ケースに保管し て く だ さ い。 

1. バッテリー収納部のカバーを開きます。

2. 充電器のイ ン タ ー ロ ッ ク機構を リ リ ース し て、 バ ッ テ リ ーを開放し ます。

3. バ ッ テ リ ーを取 り 外し ます。

4. バ ッ テ リ ー収納部のカバーを閉じ ます。

注意

スキャナの内蔵 PC の損傷とデータ損失のおそれ。

シャットダウンサイクルが終了するまで、FARO Laser 
Scanner の電源を切らないでください。 
FARO Laser Scanner は、ハードドライブを内蔵した PC を
装備しています。 電源を切る前に、この内部 PC を停止する

必要があります。 先に FARO Laser Scanner をシャットダウ

ンせずに電源を切断したり、スイッチを切ると、内部 PC が
損傷し、データが損失するおそれがあります。

FARO Laser Scanner が正常にシャットダウンしなかった場

合は、FARO Laser Scanner による内蔵ハードディスクのエ

ラー有無の確認のために、スキャナの次回のブート時間が
通常よりも長くなる可能性があります。
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 第 7 章: コントローラーソフトウェア

7.1  全般要素

7.1.1 ステータスバー

図 7-1: ステータスバー

 傾斜計シ ョ ー ト カッ ト

クロック - スキ ャ ナの現在の時刻を表示し ます。 スキ ャ ナの日時の変更方

法については、 日時の設定 (41 ページ ) を参照し て く だ さ い。

 WLAN の電源が入っ ていて、 信号強度が表示されています。

 SD カー ドのステータス

 GPS 信号

 バッテリ ー - 内蔵バ ッ テ リ ーのステー タス と充電状態を表示し ます。

 

SD カ ー ド はビ ジー状態です。 
カ ー ド 上のデー タが壊れるおそれがあるので、 ビ ジー状態の間
は、 SD カ ー ド をスキ ャ ナか ら取 り 出さ ないで く だ さ い。

SD カ ー ド が挿入されていません。

SD カ ー ド は書き込み保護が設定されています。 こ のカ ー ド でス

キ ャ ン を実行する には、 書き込み保護を解除し て く だ さ い。

不明な SD カ ー ド が挿入されま し た。 こ のカ ー ド は読み取れませ

ん。 サポー ト 対象外のフ ァ イルシステムで SD カ ー ド がフ ォ ー

マ ッ ト されている こ とが原因である と考え られます。 スキ ャ ナ

のフ ォ ーマ ッ ト 機能で SD カ ー ド を初期化し て く だ さ い。 SD 
カ ー ド  (108 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

 
GPS 信号を受信でき ます。

GPS 信号を受信できないか、 位置が不明です。
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バ ッ テ リ ーの正確な充電状態は、 ホーム > 管理 > 全般設定 > 電源管理 で表示

でき ます （電源管理 (93 ページ ) を参照）。

バ ッ テ リ ーの充電状態が 25% 未満の場合、 警告が表示されます。 スペアバ ッ

テ リ ーに至急交換し て く だ さ い。

バ ッ テ リ ーの充電状態が 10% に達する と、 FARO® Laser Scanner はスキ ャ

ン を停止し、 自動的にシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

 正確なバ ッ テ リ ー残量を示し ます。

7.1.2 ナビゲーションバー

図 7-2: ナビゲーションバー

 ［戻る］ – 前の画面に戻 り ます。 

 現在表示されている画面の名前です。

 ［警告とエラー］ – こ のボタ ンは警告またはエラ ーが発生し た場合のみ表

示されます。 こ のボタ ン を タ ッ プする と と、 現在の警告またはエラ ーの内

容を示す画面が開き ます。 エラ ー と警告 (107 ページ） を参照し て く だ さ

い。

 ［ヘルプ］ - 現在ア クテ ィ ブにな っ ている画面のオン ラ イ ンヘルプが開き、

ユーザーマニ ュ アルに ア ク セスでき ます。 オン ラ イ ンヘルプ と通知 (115 
ページ） を参照し て く だ さ い。

 ［ホーム］ – ［ホーム］ 画面に戻 り ます。 ホーム画面 (62 ページ） を参照し

て く だ さ い。

 
バ ッ テ リ ーは完全に充電されています。

充電状態 ： >< 100%.

充電状態 ： >< 75%.

 
充電状態 ： >< 50%.

 
充電状態 ： > 10 ～ < 25%。 バ ッ テ リ ーを至急交換し て く だ さ

い。

バ ッ テ リ ーはほ と んど空です。 FARO® Laser Scanner は数分以

内に自動的にシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

バ ッ テ リ ーは充電中です。

 にバ ッ テ リ ーがあ り ません。 FARO® Laser Scanner.
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7.1.3 よく使用するボタン

7.2  ホーム画面

図 7-3: ［ホーム］画面

 
［追加］ ボタ ン。 新規スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル、 プ ロ ジ ェ ク

ト 、 またはオペレ ー タ を追加し ます。

［複製］ ボタ ン。 選択し た リ ス ト 要素を複製し て、 新規ス

キ ャ ンプ ロ フ ァ イル、 プ ロ ジ ェ ク ト 、 またはオペレ ー タ
を追加し ます。

［削除］ ボタ ン。 プ ロ ジ ェ ク ト 、 スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル、

オペレ ー タなど、 選択し た リ ス ト 要素を削除し ます。 選
択し た リ ス ト 要素を削除できない場合、 こ のボタ ンはグ
レ イ表示にな り ます。

上にス ク ロ ールおよび下にス ク ロ ールボタ ン。 画面の コ

ンテンツが画面の高さ方向のスペースを越えた場合に、
画面の下部に表示されます。 ボタ ン を タ ッ プ し て画面を

上下にス ク ロ ールし ます。

 

矢印があるボタ ンは、 そのボタ ンでさ ら に追加の詳細や
設定が表示される新し い画面が開 く こ と を示し ます。 

 

On/Off スラ イダ。 機能のオン と オフ を切 り 換えるために

使用し ます。 こ こでは、 機能がオン にな っ ています。 















スキャンを表示
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 ［スキャンの開始］ ボタ ン  －  スキ ャ ン を開始し ます。 スキ ャ ンの開始 (53 
ページ） を参照し て く だ さ い。 .

 ［パラメータ］ ボタ ン  – 別のスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを選択し て現在のス

キ ャ ンパラ メ ー タ を編集するためのダイ ア ロ グが表示されます。 詳細につ

いては、 スキ ャ ンパラ メ ー タの設定 (44 ページ） を参照し て く だ さ い。

 ［情報ボックス］ – ［ホーム］ の下の矢印ボタ ン を タ ッ プ し て、 情報ボ ッ ク

スの表示と非表示を切 り 替えます。 情報ボ ッ ク スには、 現在選択し ている

オペレ ー タ ー、 プ ロ ジ ェ ク ト 、 スキ ャ ンプ ロ フ ァ イルに関する情報が表
示されます。 さ ら に情報ボ ッ ク スには、 メ ガポイ ン ト 単位の現在のスキ ャ

ニングパラ メ ー タの分解能、 品質、 スキ ャ ン時間、 そ し て色に関する情
報が表示されます。

図 7-4: ［ホーム］画面と情報ボックス

 ［クラスタを追加］ ボタ ン  －  現在選択されているプ ロ ジ ェ ク ト に ク ラスタ

を追加する と き に タ ッ プ し ます。

 ［スキャンを表示］ ボタ ン － SD カ ー ド に保存されているスキ ャ ン をプレ

ビ ュ ー し ます。 スキ ャ ンの表示 (114 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

 ［管理］ ボタ ン  - スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル、 プ ロ ジ ェ ク ト 、 オペレ ー タ、 お

よびスキ ャ ナを管理し ます。 管理 (72 ページ） を参照し て く だ さ い。 .
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 ［スキャンモー ド］ ボタ ン  - タ ッ プまたはス ワ イプ し て、 オンサイ ト 登録ス

キ ャ ンモー ド にア ク セス し ます。

図 7-5: オンサイト登録のホーム画面

7.3  スキャンパラメータ

分解能、 品質、 またはスキ ャ ン角度などのスキ ャ ンパラ メ ー タは、 スキ ャ ナ
でスキ ャ ンデー タ を記録する と き に使用するパラ メ ー タです。 

スキ ャ ンパラ メ ー タの設定方法には、 次の 2 通 り があ り ます。 

• 手動でパラメータを変更する方法

• 定義済みのスキャンパラメータのセットである、スキャンプロファイルを
選択する方法 

スキャンを表示
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定義済みのスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの選択や、 手動に よ るスキ ャ ンパラ メ ー タ
の変更を行う には、 ホーム画面の ［パラ メ ー タ］ ボタ ン を タ ッ プ し ます。

図 7-6: スキャンパラメータの変更

7.3.1 選択したプロファイル

選択し たスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの名前が表示されます。 タ ッ プ し てスキ ャ ン

プ ロ フ ァ イルを選択し ます。 スキ ャ ンパラ メ ー タが選択し たプ ロ フ ァ イルと

は異なる場合、 その名前に ［変更済み］ が追加されます。

注記: 定義済みのスキャンプロファイルを選択すると、現在のス
キャンパラメータは、選択したスキャンプロファイルの設定で上
書きされます。
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7.3.2 解像度と品質

図 7-7: スキャンパラメータ、分解能、品質

選択し た分解能 （メ ガポイ ン ト 単位） と選択し た品質が表示されます。 これ

ら の値を変更する には、 こ のボタ ン を タ ッ プ し ます。
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7.3.3 水平と垂直のスキャンレンジ

図 7-8: スキャンパラメータ – スキャン領域

水平と垂直の開始角度と終了角度でスキ ャ ン範囲を表示し ます。 これら の値

は、 タ ッ プ し て調整し ます。

7.3.4 センサーを選択

図 7-9: スキャンパラメータ – センサーを選択
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SCENE におけるスキ ャ ン登録に内蔵センサーおよび外部 Scan Localizer の
デー タ を自動使用する機能の有効と無効を切 り 替える画面を表示し ます。

7.3.5 カラースキャン

カ ラ ースキ ャ ン記録のオン / オフ を切 り 替えます。 オンの場合、 スキ ャ ナは

スキ ャ ン対象環境のカ ラ ー写真も内蔵カ ラ ー カ メ ラで撮影し ます。 これら の

写真は、 レ ーザースキ ャ ンの直後に撮影され、 記録されたスキ ャ ン  デー タ を

点群処理ソ フ ト ウ ェ ア  SCENE で自動的に着色するために使用されます。

7.3.6 色の設定

図 7-10: スキャンパラメータ、色の設定

［露出測定モー ドを設定］ －内蔵カ ラ ー カ メ ラ に よ る カ ラ ー写真撮影の露出

を決定する方法を設定し ます （カ ラ ースキ ャ ン記録がオン にな っ ている場
合）。 現在の照明条件を満た し、 関心領域で最善の結果を取得でき る よ う、 3 
つの露出測定モー ド か ら選択でき ます。

注記: Scan Localizer オプションが有効なときには、GPS オプショ

ンは無効でなければならず、その逆も同様です。
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[ 均等加重測定 ] - 露出設定を決定するために、 カ メ ラはシーン全体の光の情

報を使用し、 特定の領域に特別な加重を与える こ と な く 平均値を算出し ま
す。 こ の設定は、 均一的な照明条件で使用し ます。

図 7-11: 均等加重測定

[ 水平加重測定 ] - 水平加重測定モー ド では、 カ メ ラは水平方向の光の情報を

基に露出設定を決定し ます。 こ のモー ド は通常、 上方向か ら直接明るい光が

入る状況 （明るい天井灯のある室内や真上か ら明るい日光が射す屋外など）
で使用され、 水平線上のオブジ ェ ク ト に対する光と露出の最適なバラ ンスを
達成し たい場合に使用されます。 こ のモー ド はデフ ォル ト 設定です。 均等加

重測定に比べ、 こ のモー ド ではスキ ャ ン期間が約 14 秒長 く な り ます。

図 7-12: 水平加重測定

垂直スキ ャ ン領域に制限がある場合、 露出の決定に使用される領域 （すなわ
ち、 露出測定領域） が水平線か ら ずれる可能性があ り ます。 これは、 垂直開

始角度の値が > -30° に設定されている場合、 または垂直終了角度が < 30°. 
30° に設定されている場合に起こ り ます。 こ の場合、 露出測定領域は上下に
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移動し、 残 り の垂直スキ ャ ン領域の中央に設定されます。 下図はその状況を

説明し ています。

図 7-13: 垂直スキャン領域全体の露出測定領域（黄色で強調表示）

図 7-14: 限定された垂直スキャン領域（例：10°～90°）の露出測定領域

[ 天頂加重測定 ] - 天頂加重測定では、 カ メ ラはスキ ャ ナの上方向か ら入る光

の情報を基に露出設定を決定し ます。 こ のモー ド は、 窓やその他の光源か ら

明るい光が射し込む建物内の天井にあるオブジ ェ ク ト （歴史的建造物の天井
画など） に対し光と露出の適切なバラ ンスを達成し たい場合など に使用し ま
す。 均等加重測定に比べ、 こ のモー ド ではスキ ャ ン期間が約 14 秒長 く な り ま

す。

図 7-15: 天頂加重測定

［照射］
測定
領域

［照射］
測定
領域

垂直
スキャン
領域
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HDR モード

ハイダイナ ミ ッ ク レ ン ジ (HDR) 画像化方式では、 さ まざまな露出設定値で

キ ャ プチ ャ ー し た画像を、 広範囲なダイナ ミ ッ ク レ ン ジの明度で 1 つの画像

にマージ し ます。

HDR キャプチャによ

るスキャニング

HDR キ ャ プチ ャ は、 + ボタ ン または - ボタ ン を タ ッ プ し て 2x か ら  5x に設定

し ます。 こ の設定は、 露出レベルに対応し ます。 通常、 ほ と んどの用途には、

設定値の 2x、 3x、 5x で十分に対応でき ます。 OFF を選択し て HDR を無効化

し ます。

夜間モード

夜間モー ド を選択する と、 比較的暗い照明状態でのカ ラ ー写真の品質が向上
し ます。 微光状況での画像ノ イズは減少し ます。 ただ し、 ［カラースキャン］ オ

プシ ョ ンがオンである場合、 夜間モー ド を有効にする と スキ ャ ン時間が大幅
に長 く な り ます。

注記: HDR が有効な場合、キャプチャーした画像の数が多いほど、

キャプチャー時間は長くなります。 処理時間は SCENE よりも長く

なります。

注記: HDR モードおよび夜間モードは共に相互排他的です。 HDR 
モードを有効にすると夜間モードがオフになり、夜間モードを有
効にすると HDR モードがオフになります。

注記: 夜間モードを水平加重測定または天頂加重測定.と共に有効に

した場合に、最高のスキャン結果が得られます。 ただし、夜間

モードが有効であっても、非常に暗い照明状態では画像の品質は
悪くなる場合があります。 これは粒子が粗い画像や、その他の

アーチファクトにつながる場合があります。
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7.4  管理

図 7-16: 管理

プロジェクト／クラ
スタ

現在のスキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト の選択、 新規プ ロ ジ ェ ク ト の追加、 または既存
のプ ロ ジ ェ ク ト の編集を行います。 タ ッ プ し て、 使用可能なすべてのプ ロ

ジ ェ ク ト の リ ス ト を表示し ます。 

その他の情報については、 スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト およびク ラスタ (73 ページ ) 
を参照し て く だ さ い。 

プロファイル 現在のスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの選択、 新規プ ロ フ ァ イルの追加、 または既存
のプ ロ フ ァ イルの編集を行います。

スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル (78 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

オペレータ 現在のオペレ ー タの選択、 新規オペレ ー タの追加、 または既存のオペレ ー タ
の編集を行います。 

オペレ ー タ  (82 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

センサー センサー (84 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

全般設定 全般スキ ャ ナ設定の メニ ュ ーを開き ます。

全般設定 (90 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

オンサイト登録 オンサイ ト 登録 (104 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

サービス フ ァ ーム ウ ェ ア更新、 バ ッ ク ア ッ プ、 エラ ーや警告の表示など、 スキ ャ ナ
サー ビ スの メニ ュ ーを開き ます。

オンサイ ト 登録 (104 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

オンサイト登録
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7.4.1 スキャンプロジェクトおよびクラスタ 

 ［プ ロ ジ ェ ク ト ／ク ラスタ］ ページ には、 実際のスキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト の構

造が表示されます。 スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト は、 複数のサブプ ロ ジ ェ ク ト （ク

ラスタ と呼ばれる） がある メ イ ンプ ロ ジ ェ ク ト で構成する こ とができ ます。 
た と えば、 複数階の ビルをプ ロ ジ ェ ク ト と し てスキ ャ ンする場合、 その ビル
の各フ ロ アが 1 つの ク ラスタ を表し、 それら のフ ロ ア、 すなわち ク ラスタ

が、 さ ら に部屋などの ク ラスタ に分かれている と い っ た具合です。

スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト には、 以下のよ う な構造が考え られます。

- オフ ィ ス ビル

- フ ロ ア  1

- 部屋 1

- 部屋 2

- 部屋 3

- フ ロ ア  2

- 部屋 1

- 部屋 2

スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト を開始する前に、 こ の構造を こ こ に入力する こ とがで
き ます。 スキ ャ ナ ソ フ ト ウ ェ ア内で、 または SCENE ソ フ ト ウ ェ ア を使っ て、

スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト の完全な構造を複製し、 SD カ ー ド を使っ てプ ロ ジ ェ

ク ト をスキ ャ ナに転送する こ とができ ます。 詳細については、 SCENE ソ フ

ト ウ ェ アのマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。 

プ ロ ジ ェ ク ト 構造ができた ら スキ ャ ン を 1 つずつ対応する ク ラスタ に割 り 当

てます。 これを行う には、 スキ ャ ンの開始前にスキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト と ク ラ

スタ を選択し ます。 こ のプ ロ ジ ェ ク ト は、 現在のスキ ャ ナの位置に対応し て

います。 た と えば、 オフ ィ ス ビルのスキ ャ ン を フ ロ ア  2、 部屋 2 で実行する

と き、 プ ロ ジ ェ ク ト リ ス ト か ら  “ 部屋 2” を選択し てか ら その部屋のスキ ャ ン

を開始し ます。 次のスキ ャ ンは、 別の ク ラスタ を選択する まで、 選択し たプ

ロ ジ ェ ク ト またはサブプ ロ ジ ェ ク ト  “ 部屋 2” に割 り 当て られます。 こ の情報

は、 各スキ ャ ン に ア タ ッ チ され、 SCENE がスキ ャ ン をスキ ャ ン ク ラスタ に

自動的に結合し て、 スキ ャ ン を自動的に登録する と き に利用されます。 ス
キ ャ ンの登録と、 スキ ャ ン を ク ラスタ に結合する方法の詳細については、
SCENE ユーザーマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト は、 スキ ャ ナの コ ン ト ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ アで、 あるい
はも っ と便利に  SCENE で入力し て、 SD カ ー ド でプ ロ ジ ェ ク ト をスキ ャ ナ
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に転送する こ とができ ます。 詳細については、 SCENE ユーザーマニ ュ アル

を参照し て く だ さ い。

図 7-17: プロジェクトリスト

こ の ビ ュ ーには、 作成し たすべてのスキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト ／ク ラスタの リ ス
ト が表示されます。

デフ ォル ト プ ロ ジ ェ ク ト は、 特定のスキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト な しで作業する と
き に選択でき る標準プ ロ ジ ェ ク ト です。 デフ ォル ト プ ロ ジ ェ ク ト は削除でき

ません。 また、 その名前や親プ ロ ジ ェ ク ト は変更でき ません。 

注記: 各プロジェクトやクラスタには、すべてその作成時に一意
の内部識別番号が割り当てられます。 SCENE によるスキャンとス

キャンクラスタとの結合はこの識別番号を基に行われ、プロジェ
クト名は使用しません。 このことは、同じスキャンプロジェクト

を複数のスキャナで扱うときに意味があります。 このとき、プロ

ジェクト構造は 1 回はマスターとして作成し、すべてのスキャナ

に転送してください。 したがって、同じスキャンプロジェクトの

プロジェクトをスキャナごとに別々に作成したり、編集すること
はお勧めできません。 この場合、たとえ別々に作成してもプロ

ジェクトやクラスタは同じ名前になりますが、識別番号は異なる
ため、SCENE による扱いが異なるプロジェクトになります。
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スキャンプロジェクトまたはクラスタを追加する

プ ロ ジ ェ ク ト を追加する には、 プ ロ ジ ェ ク ト リ ス ト の下部にある  + ボタ ン を

タ ッ プ し ます。 選択されたプ ロ ジ ェ ク ト に新し いサブプ ロ ジ ェ ク ト  
Default_Project.1 が追加されます。 そのパラ メ ー タ を開 く には、 こ のフ ィ ー

ル ド を タ ッ プ し ます。

図 7-18: プロジェクトの表示

こ こ では、 新し いプ ロ ジ ェ ク ト の名前の変更や、 その詳細情報の入力を実行
でき ます。 新し いプ ロ ジ ェ ク ト を、 親プ ロ ジ ェ ク ト がない メ イ ンプ ロ ジ ェ ク

ト にする には、 その親プ ロ ジ ェ ク ト を 「親プ ロ ジ ェ ク ト な し」 に変更する
か、 その新し いプ ロ ジ ェ ク ト を追加する前に  Default_Project を選択し ます。 
Default_Project では、 選択し た新し いプ ロ ジ ェ ク ト は親プ ロ ジ ェ ク ト を持た

ない メ イ ンプ ロ ジ ェ ク ト と し て追加されます。

プロジェクト名 ア イテムの名前。 名前はタ ッ プ し て変更し ます。 名前の先頭は文字である必

要があ り 、 文字、 数字およびア ンダー ラ イ ン を含める こ とができ ます。

親プロジェクト 表示されている ア イテムの親プ ロ ジ ェ ク ト 。 ［親プ ロ ジ ェ ク ト な し］ と は、

現在のア イテムがプ ロ ジ ェ ク ト であ り 、 ク ラスタではない こ と を意味し ま
す。 親プ ロ ジ ェ ク ト または親ク ラスタ を変更する には、 こ のボタ ン を タ ッ プ

し ます。 使用でき るすべての親プ ロ ジ ェ ク ト または親ク ラスタが リ ス ト され

た新し い画面が表示されます。 こ の リ ス ト か ら現在の親プ ロ ジ ェ ク ト ／ク ラ
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スタ を選択し ます。 編集し たばか り のア イテムは、 こ のプ ロ ジ ェ ク ト ／ク ラ

スタ に ク ラスタ と し て割 り 当て られます。

図 7-19: 親プロジェクト／クラスタの選択

こ の ビ ュ ーには、 親プ ロ ジ ェ ク ト ／ク ラスタの資格があるすべてのプ ロ ジ ェ
ク ト と ク ラスタが表示されます。 ボタ ン を タ ッ プ し て親プ ロ ジ ェ ク ト ／ク ラ

スタ を選択し ます。 選択された親プ ロ ジ ェ ク ト ／ク ラスタが強調表示されま

す。

親プロジェクトなし プ ロ ジ ェ ク ト が親プ ロ ジ ェ ク ト を持たないプ ロ ジ ェ ク ト である場合は、 こ の
ボタ ン を タ ッ プ し ます。

プロジェクト情報

カスタマー カ スタ マー用にスキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト を実行し ている場合は、 その名前を こ
こ に入力し ます。

ファイルベース名 スキ ャ ンは、 こ のベース名と それに続 く 現在のスキ ャ ン番号で構成される
フ ァ イル名で保存されます。

初回スキャン番号 スキ ャ ンが連続し て実行されるご と に自動的に増加し ます。 リ セ ッ ト が可能

で、 スキ ャ ンセ ッ シ ョ ン別の番号を示す場合に使用でき ます。

その他の情報 その他のプ ロ ジ ェ ク ト 情報。

緯度 [°] スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト のおおよその緯度位置 （+/- 10° で十分） を こ こ に入力

し ます。 こ の情報に よ っ て傾斜センサーの精度が高ま り 、 スキ ャ ン登録の結

果が向上し ます。 10 進表記の度単位で緯度値を入力し ます。
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スキャンプロジェクトを複製

ま っ た く 新し いプ ロ ジ ェ ク ト やク ラスタ を追加する代わ り に、 既存のプ ロ
ジ ェ ク ト やク ラスタ を複製し て新規プ ロ ジ ェ ク ト を作成する こ と もでき ま
す。 その場合は、 複製するプ ロ ジ ェ ク ト を選択し、 リ ス ト の下部にある ［複

製］ ボタンを タ ッ プ し ます。 新し く 作成し たプ ロ ジ ェ ク ト には、 元のプ ロ

ジ ェ ク ト と同じ設定と プ ロ パテ ィ が含まれます。 

スキャン点群を削除

プ ロ ジ ェ ク ト またはク ラスタ を削除する には、 リ ス ト か ら選択し て ［削除］

ボタ ン を タ ッ プ し ます。 プ ロ ジ ェ ク ト またはク ラスタ に下位ク ラスタがある

場合は、 その下位ク ラスタ も削除されます。

スキャンプロジェクトの保存方法

スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト は SD カ ー ド に保存されます。 SD カ ー ド をスキ ャ ナか

ら取 り 外し た場合、 現在選択されたプ ロ ジ ェ ク ト と ク ラスタの全体構造、 お
よび Default_Project がスキ ャ ナに留ま り ます。 他のプ ロ ジ ェ ク ト はすべて リ

ス ト か ら削除されますが、 も ち ろん取 り 外し た SD カ ー ド には残 り ます。 新
し い SD カ ー ド を挿入する と、 プ ロ ジ ェ ク ト に変更を加えるか、 スキ ャ ン を

開始する と すぐ に、 選択し たプ ロ ジ ェ ク ト は新し い SD カ ー ド に保存されま

す。 新し い SD カ ー ド に既存のプ ロ ジ ェ ク ト が含まれる場合、 そのプ ロ ジ ェ

ク ト はプ ロ ジ ェ ク ト リ ス ト に追加されます。

スキャンプロジェクトの編集

スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト を編集する には、 リ ス ト か ら選択し、 タ ッ プ し て詳細
ビ ュ ーを表示し ます。 

スキャンプロジェクトの選択

図 7-20: プロジェクトリスト
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プ ロ ジ ェ ク ト リ ス ト には、 現在選択されているプ ロ ジ ェ ク ト 、 および SD 
カ ー ド に保存されている他のすべてのプ ロ ジ ェ ク ト が含まれています。

プ ロ ジ ェ ク ト を選択する には、 リ ス ト でそのボタ ン を タ ッ プ し ます。 選択さ

れたプ ロ ジ ェ ク ト が強調表示されます。 選択し たプ ロ ジ ェ ク ト の詳細を表示

する には、 も う一度ボタ ン を タ ッ プ し ます。

プ ロ ジ ェ ク ト の使用可能なク ラスタ を表示する には、 ク ラスタ を選択し て リ
ス ト を展開し ます。 さ ら に ク ラスタ に進むこ とができ ます。

プ ロ ジ ェ ク ト の リ ス ト が画面のサイズを越えた場合は、 下にあるボタ ン を使
用し て上下にス ク ロ ールし て く だ さ い。

プロジェク トボタンのアイコンの説明 ：

7.4.2 スキャンプロファイル

次回のスキ ャ ンでそのパラ メ ー タ を使用するためにスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを
選択する方法は スキ ャ ンパラ メ ー タの設定 (44 ページ） を参照し て く だ さ

い。 で説明し ま し た。 こ の章では、 新し いスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの追加方法

と既存のスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの編集方法を紹介し ます。

［プロフ ァイル］ ページ には、 プ ロ フ ァ イルを追加、 複製、 削除、 または変
更するための、 コ ンテキス ト 依存のツールバーが下部に表示されます。

図 7-21:  プロファイル 

 
プ ロ ジ ェ ク ト

ク ラスタ

プ ロ ジ ェ ク ト には、 現在表示されている ク ラスタがあ り ます
（ リ ス ト はそれに応じ て展開済みです）。
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先に説明し たよ う に、 FARO Laser Scanner には出荷時にあ ら か じ め定義さ

れたスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルが添付されています （利用でき る出荷時に定義済
みのスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの概要については、 工場出荷時の設定 (113 ペー

ジ ) を参照）。 これら のスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルは読み取 り 専用であ り 、 変更ま

たは削除する こ と はでき ません。 ただ し、 ユーザー独自のカ スタムスキ ャ ン

プ ロ フ ァ イルの追加や管理は可能です。

こ の ビ ュ ーには、 スキ ャ ナで使用でき るすべてのスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルが表
示されます。

新規プ ロ フ ァ イルを追加する には、 ［追加］ ボタ ン を タ ッ プ し ます。 既存のプ

ロ フ ァ イルを複製し て、 新規プ ロ フ ァ イルを追加する こ と もでき ます。 これ

を実行する には、 複製するプ ロ フ ァ イルを選択し、 ［複製］ ボタ ン を タ ッ プ し
ます。 プ ロ フ ァ イルを再度タ ッ プ し ます。 プ ロ フ ァ イル名を入力し た り 、 ス

キ ャ ンパラ メ ー タ を調整でき る新し い画面が表示されます。

カ スタムスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを削除する には、 プ ロ フ ァ イルを選択し て
［削除］ ボタ ン を タ ッ プ し ます。 出荷時の工場設定プ ロ フ ァ イルを削除する こ

と はでき ません。

図 7-22: スキャンプロファイルの詳細

プロフ ァイル名 ： スキ ャ ンプ ロ フ ァ イルの名前。 タ ッ プ し て変更し ます。

こ こ に表示されるその他の設定は、 スキ ャ ンパラ メ ー タの設定と同様です。 
詳細については、 スキ ャ ンパラ メ ー タ  (64 ページ） を参照し て く だ さ い。

スキャンプロファイルの編集

スキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを編集する には、 リ ス ト か ら選択し、 も う  1 度タ ッ プ

し てその詳細情報を表示し ます。 定義済みのプ ロ フ ァ イルを編集する こ と は

でき ません。
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選択し たプ ロ フ ァ イルの詳細を表示する には、 も う一度タ ッ プ し ます。

工場出荷時に定義済みのスキャンプロファイルの概要

屋内...10 m 屋内 10 m...  屋外...
20 m

屋外
20 m... プレビュー オブジェクト HD

説明

スキャナから主
対象オブジェク
トまでの距離が 
10 m 未満の

場合の屋内
スキャン

スキャナから主
対象オブジェク
トまでの距離が 
10 m 以上の

場合の屋内
スキャン

スキャナから
主対象オブ
ジェクトまで
の距離が 20 m 
未満の場合
の屋外ス
キャン

スキャナから主
対象オブジェク
トまでの距離が 
20 m 以上の

場合の屋外
スキャン

低解像度で環境
の大まかなプレ
ビュー スキャ

ンを高速にキャ
プチャします。

超高解像度で一定
のオブジェクトま
たは領域をスキャ
ンします。 スキャ

ンには長時間を要
するため、スキャ
ン領域をオブジェ
クトまたは関心領
域のみに制限する
ことが推奨されま
す。

品質 3x 4x 4x 4x 4x 6x

垂直領域 -60° - 90° -60° - 90° -60° - 90° -60° - 90° -60° - 90° -60° - 90°

水平 面積 0° - 360° 0° - 360° 0° - 360° 0° - 360° 0° - 360° 0° - 360°

傾斜計 オン オン オン オン オン オン

コンパス オン オン オン オン オン オン

高度計 オン オン オン オン オン オン

GPS を使用 オフ オフ オン オン オン オン

色 オン オン オン オン オフ オン

Clear 
Contour 

オン オン オン オン オン オン

Clear Sky オン オン オン オン オン オン

距離の範囲
近い 近い 法線 遠い 

距離

法線 近い

次の値は、全領域スキャン (水平方向 360°/垂直方向 300°) の値を参照しています。

分解能
（MPts） 11 28.2 28.2 44 2.8 176.0

正味スキャン
時間

（hh:mm:ss）

00:05:11 00:08:52 00:08:52 00:09:12 00:01:27 01:58:49

スキャンファ
イルサイズ

（mb）

190.70 243.88 243.88 171.18 8.53 2338.20

スキャンサイ
ズ（Pt）

5156 x 2134 8248 x 3414 8248 x 3414 10310 x 4268 2578 x 1068 20622 x 17066
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工場出荷時に定義済みのスキャンプロファイルの概要

屋内HDR 屋外HDR  屋外： 遠距離

説明

HDR 品質で、スキャナ

から主対象オブジェク
トまでの距離が 20 m 
未満の場合の屋内ス
キャン 
。

HDR 品質で、スキャナか

ら主対象オブジェクトま
での距離が 20m を超える

場合の屋内スキャン。

スキャナから主対象オ
ブジェクトまでの距離
が遠距離の場合の屋外
スキャン。

品質 4x 4x 4x

垂直領域 -60° - 90° -60°...- 90° -60° - 90°

水平領域 0° - 360° 0° - 360° 0° - 360°

傾斜計 オン オン オン

コンパス オン オン オン

高度計 オン オン オン

GPS を使用 オフ オン オン

色 オン オン オン

Clear 
Contour 

オン オン オン

Clear Sky オン オン オン

距離の範囲 法線 法線 法線

次の値は、全領域スキャン (水平方向 360°/垂直方向 300°) の値を参照しています。

分解能
（MPts）

28.2 44 44

正味スキャン
時間

（hh:mm:ss）

00:07.42 00:10:16 00:11:27

スキャンファ
イルサイズ

（mb）

243.88 292.95 292.95

スキャンサイ
ズ（Pt）

8248 x 3414 10310 x 4267 10310 x 4267

注記: カラースキャンを行う場合は、夜間モードでは露出時間が非
常に長くなり、全体のスキャン時間が長くなることがあります。

注記: 屋外： 一部のスキャナモデルでは、遠距離を利用できません。  
を参照してください。スキャナ間の違い (13 ページ）を参照して

ください。.
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7.4.3 オペレータ

特に、 同一のスキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト で複数のスキ ャ ナオペレ ー タが作業し て
いる場合、 どのスキ ャ ナオペレ ー タがどのスキ ャ ン を記録し たか と い う情報
がスキ ャ ンの後処理を担当し ている担当者に役立つ こ とがあ り ます。

キ ャ プチ ャ し たスキ ャ ン にスキ ャ ナオペレ ー タ を割 り 当てる こ とができ ま
す。 こ の操作を実行する には、 オペレ ー タ リ ス ト でオペレ ー タ を選択し ます。 
まだ存在し ていない場合は、 オペレ ー タプ ロ フ ァ イルを作成し ます。 選択し

たオペレ ー タの情報は次回のスキ ャ ンのデー タ に保存され、 スキ ャ ンの後処
理中に  SCENE でア ク セスする こ とができ ます。

オペレータプロファイルの作成

図 7-23: スキャンプロファイルリスト

新規オペレ ー タプ ロ フ ァ イルを追加する には、 ［追加］ ボタ ン を タ ッ プ し ま
す。 既存のオペレ ー タプ ロ フ ァ イルを複製し て、 新規オペレ ー タプ ロ フ ァ イ

ルを追加する こ と もでき ます。 こ の操作を実行する には、 複製するオペレ ー

タプ ロ フ ァ イルを選択し、 ［複製］ ボタ ン を タ ッ プ し ます。 再度タ ッ プする

と、 オペレ ー タプ ロ フ ァ イルの詳細を入力する画面が表示されます。
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オペレ ー タプ ロ フ ァ イルを削除する には、 プ ロ フ ァ イルを選択し て ［削除］

ボタ ン を タ ッ プ し ます。

図 7-24: オペレータプロファイルの詳細

［名前］ - スキ ャ ナオペレ ー タの名前が表示されます。

［会社］ - スキ ャ ンサー ビ スを提供し ている会社の名前。

［部門］ - スキ ャ ナオペレ ー タが所属する部門。

［電話番号］ - オペレ ー タの電話番号。

［電子メール］ - オペレ ー タの電子メ ールア ド レ ス。

［情報］ - サー ビ ス提供者、 シ フ ト リ ーダー、 プ ロ ジ ェ ク ト マネージ ャ など に

よ っ て要求される追加情報。

オペレータプロファイルの編集

オペレ ー タプ ロ フ ァ イルを編集する には、 リ ス ト か ら選択し、 も う  1 度タ ッ

プ し て詳細情報を表示し ます。 

オペレータプロファイルの選択

対応するボタ ン を タ ッ プ し て、 リ ス ト か ら オペレ ー タプ ロ フ ァ イルを選択し
ます。 選択し たオペレ ー タプ ロ フ ァ イルが強調表示され、 別のオペレ ー タプ

ロ フ ァ イルを選択する まで、 次回キ ャ プチ ャ するスキ ャ ン に割 り 当て られま
す。 選択し たオペレ ー タプ ロ フ ァ イルの詳細の表示や編集を行う には、 も う

一度ボタ ン を タ ッ プ し ます。



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

84
第 7 章 : コ ン ト ロ ー ラ ー ソ フ ト ウ ェ ア

7.4.4 センサー

図 7-25: センサー

［温度］ - タ ッ プ し て現在のスキ ャ ナ温度を表示し た り 、 スキ ャ ナのフ ァ ンの

オン と オフ を切 り 替えます。 温度センサー (84 ページ） を参照し て く だ さ い。

［傾斜計］ - タ ッ プ し てスキ ャ ナを水平に調整し ます。 傾斜計 （2 軸補正器） : 
(85 ページ） を参照し て く だ さ い。

［コンパス］ - タ ッ プ し てスキ ャ ナの方向を表示し ます。 コ ンパス (87 ページ）

を参照し て く だ さ い。 .

GPS - タ ッ プする と現在の GPS 位置と精度の詳細情報が表示されます。 
GPS (88 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［高度計］ - 現在のスキ ャ ナ位置の測定高度を取得し、 高度計を基準高さ に同

期さ せます。 高度計 (89 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

Scan Localizer - タ ッ プ し て、 現在のスキ ャ ナ位置および精度に関する詳細

を Scan Localizer か ら表示し ます。 Scan Localizer (90 ページ） を参照し て く

だ さ い。 .

温度センサー

図 7-26: 温度センサー

スキ ャ ナには、 複数の一体型温度センサーが搭載されています。 これら のセ
ンサーはスキ ャ ナ内の種々の位置の温度を測定し ます。 こ の画面には、 現在

最も限界値に近いセンサーの温度が表示されます。
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センサーが推奨される動作温度範囲外にあ っ ても、 まだ限界値に達し ていな
い場合には、 温度表示は黄色で強調表示されます。 スキ ャ ンはまだ実行可能

ですが、 温度表示が再び緑色で強調表示される まで、 スキ ャ ナを温めるかま
たは冷ます こ とが推奨されます。 

温度が高すぎるか低すぎる場合、 温度表示は赤色で強調表示されます。 こ の

場合は、 スキ ャ ン を さ ら に実行する こ と はでき ません。 スキ ャ ナは数分以内
にシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。 

［フ ァン冷却］ － スキ ャ ナの内蔵フ ァ ンのオン と オフ を切 り 替えます。

温度が限界値を超えた場合は、 フ ァ ンがオン にな っ ているかど う かを確認し
ます。 オフの場合は、 オン に切 り 替えます。 これに よ り 、 温度が短時間で低

下するはずです。

傾斜計（2 軸補正器）:

図 7-27: 傾斜計

通知

ファンのスイッチをオフにするのは、例外的な場合のみで
す! 
ファンを長時間オフにすると、スキャナが過熱してスキャ
ンが停止するか、スキャナが損傷する可能性があります。

減少
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傾斜計を使用してスキャナを水平に設定する

スキ ャ ナの上部に取 り 付け られている場合、 こ の ビ ュ ーには要点バブルレベ
ル傾斜計が表示されます。 背景色がグレ ーである場合、 傾斜計の傾斜レベル

は 2 度以内です。 傾斜計の背景色が黄色にな っ た場合、 スキ ャ ナの傾斜レベ

ルは 2° を超えています。 こ の場合、 傾斜測定の精度が下が り ます。

傾斜が 5° を超える場合、 レベルの背景色が赤にな り ます。 こ の場合、 2 つの

結果がも た ら されます。 傾斜計の精度がさ ら に下が り 、 スキ ャ ン品質に影響

を与える場合があ り ます。

2 つの リ ニア レベルは傾斜の方向を示し ています : 上側レベルのバブルが左

側にある場合、 スキ ャ ナは右に傾いています （デ ィ スプレ イの前面に立っ て
いる場合）。 オペレ ー タ側にスキ ャ ナが傾斜し ている場合、 左側レベルのバブ

ルは上半分の位置にあ り ます。

傾斜計の警告

スキ ャ ナの現在の傾斜が 2° を超える と （ア イ コ ンが黄色にな り ます）、 ヘ ッ

ダーバーに ［傾斜計の警告］ ア イ コ ンが表示され、 スキ ャ ナの傾斜が 5° を

超える と、 ア イ コ ンが赤にな り ます  

内蔵の 2 軸補正器で信頼性の高い測定値を得る には、 次のスキ ャ ン開始前

に、 スキ ャ ナの傾き を 5° 未満に抑えて く だ さ い。 低い精度で 2° を超える傾

きが測定された場合、 スキ ャ ンの登録に影響を与える場合があ り ます。 ス
キ ャ ナを調整する には、 三脚または傾斜計の画面で気泡傾斜計を使用し て確
認し ます。

表示される警告は以下のよ う に設定でき ます。

すべて

スキ ャ ナの傾きが 2° を超える場合、 傾斜計の警告が表示されます。 これは推

奨設定です。

減少

スキ ャ ナの傾きが 5° を超える場合、 傾斜計の警告が表示されます。

オフ

傾斜計の警告はヘ ッ ダーバーに表示されません。 

注記: 傾斜計は、スキャナの緯度を把握している必要があります。
これによって、地球の重力場の自然変動を補正することができま
す。 この情報がないと、プロジェクト内のスキャンの傾斜が不正

確になり、登録エラーの増加につながる場合があります。

傾斜計を使用する場合、 プロジェク トの緯度を必ず設定してくだ
さい。 緯度 [°] (76 ページ） を参照してください。
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コンパス

図 7-28: コンパス

内蔵電子 コ ンパスに よ っ て、 地表におけるスキ ャ ナの向きが測定されます。
こ の情報は、 登録プ ロ セスにおいて有用です。 

こ の情報は各スキ ャ ン に添付され、 SCENE におけるスキ ャ ン登録に利用で

き ます （詳細については、 SCENE ユーザーマニ ュ アルを参照）。 

スキ ャ ン登録時に  SCENE で コ ンパスデー タ を使用する には、 ［コンパスを

使用］ ボタ ン を ON に し ます。 それ以外は OFF に し ておいて く だ さ い。 こ の

設定は、 現在のスキ ャ ンパラ メ ー タ に反映され、 パラ メ ー タ設定の同等のボ
タ ン と同じ機能を備えています。 スキ ャ ンパラ メ ー タの設定 (44 ページ） を

参照し て く だ さ い。 .

こ の画面で現在のスキ ャ ナの方向を監視でき ます。 初期状態では、 こ の画面

に方向は表示されません。 スキ ャ ナの現在の方向を表示する には、 下の

［コンパスを更新］ ボタ ン を タ ッ プ し ます。 測定時に、 スキ ャ ナは 360 度水

平に回転する必要があ り ます。 スキ ャ ナを自由に移動でき る こ と を確認し、

測定時にスキ ャ ナを移動し ないで く だ さ い。

スキ ャ ナの回転が完了し て、 その方向が定ま る と、 スキ ャ ナの頂部に搭載し
ていた場合、 コ ンパスが表示されます。 コ ンパスは、 現在のスキ ャ ナの向き

を表し ます。 さ ら に、 測定し た向きの値は度数で表示されます。 

スキ ャ ナを移動さ せた場合など に、 向きの更新デー タ を取得する には、
［コンパスを更新］ ボタ ン を再度タ ッ プする必要があ り ます。

こ の手動コ ンパス測定が反映されるのは現在の画面の出力だけであ り 、 ス
キ ャ ン時に測定する向きのデー タ には必ずし も必要ではあ り ません。 スキ ャ

ンの間、 向きの測定は自動的に実行されます。

水平電界強度 [G]
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磁気やその他の環境干渉が、 コ ンパスの測定精度に影響を与える こ とがあ り
ます。 表示された磁場の ［水平電界強度］ は、 環境干渉の強度、 つま り 現在

の コ ンパスの測定精度の指標です。 地球の磁場の典型的な強度は地理的位置

に依存し、 0.3 ～ 0.6 ガ ウ ス （G） の範囲で異なる値を取 り ます。 表示される

水平電界強度は、 場の傾斜のため、 絶対電界強度よ り も小さ く な り ます。 た
と えば、 欧州における一般的な水平電界強度は約 0.2 ガ ウ スです。

測定された電界強度が予想される電界強度と大き く 異なる場合、 スキ ャ ナの
近 く に強い人工的な磁場があ り 、 測定に影響を与える可能性があ り ます。 ス
キ ャ ン登録で信頼性の高い方向デー タ を得る には、 強力な磁場の近 く にス
キ ャ ナを配置し ないで く だ さ い。 測定された水平電界強度が引き続き予想と

大き く 異なる場合、 コ ンパスデー タの使用をオフ に切 り 替える こ とができ ま
す。

GPS

図 7-29: ［GPS］

内蔵 GPS センサーで得られるスキ ャ ナの位置の位置情報は各スキ ャ ン に添

付されます。 こ の情報は、 GPS センサーの使用機能が ON にな っ ていれば、

SCENE におけるスキ ャ ン登録に自動的に適用されます。

GPS を使用 - GPS センサーをオン、 オフ に し ます。 GPS デー タは他のセン

サー と異な り 、 こ のセンサーを ON に し ない と、 記録や各スキ ャ ンへの添付

が行われません。 こ の機能は、 スキ ャ ンパラ メ ー タか ら も使用可能です。 

詳細については、 スキ ャ ンパラ メ ー タの設定 (44 ページ） を参照し て く だ さ

い。 GPS センサーを ON にする と、 GPS センサーは、 GPS 衛星の捕捉を自

動的に開始し ます。 ちなみに、 利用でき る衛星をすべて捕捉し て、 正確な位

置情報が決ま る まで数分かか り ます。 GPS センサーが不要な場合や、 GPS 
信号が得られない場合 （屋内でスキ ャ ンする場合など） は、 GPS センサーを 
OFF に し てお く こ と をお勧め し ます。

［GPS 情報］ - GPS の現在の測定座標の緯度、 経度、 高度、 そ し て前回の衛

星捕捉時の UTC 時間と現在捕捉し ている衛星数に関する情報です。 GPS レ
シーバで 2 次元の位置 （緯度と経度） を計算する には、 3 箇所以上の衛星の

信号が必要です。 4 箇所以上の衛星を捕捉する と、 スキ ャ ナの 3 次元位置

（緯度、 経度、 高度） がレ シーバーで得られます。

各衛星の GPS 情報の下には信号強度バーが表示され、 さ ら にその下には適

切な衛星数が表示されます。 これら の情報は、 衛星ご と の信号強度を表し ま

す。

［GPS 精度］ - 現在の座標測定精度に関する情報を メ ー ト ルまたはフ ィ ー ト 単

位で知ら せます。 DOP （精度低下率） の値は、 現在の衛星配置形状の品質の
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指標です。 一般には、 衛星同士の配置が広角度にな っ ている と良好な位置測

定ができ ます。 その場合、 DOP 値も低 く な り ます。 DOP 値が高い と、 衛星配

置が望ま し く ないため、 位置精度に悪影響が生じ ます。

現在の GPS ステー タス と信号品質は、 オペレ ーテ ィ ングソ フ ト ウ ェ アのス

テー タスバーの さ まざまな GPS ア イ コ ンで区別でき ます。

スキ ャ ン開始前は、 表示されている  GPS ア イ コ ンで必ず品質を確認し て く

だ さ い。 GPS デー タ を利用できない場合、 あるいは位置の誤差が大き い場

合、 よ り 良好な品質の信号で位置出し を行っ て く だ さ い。

一定量以上の GPS 信号が得られない原因は さ まざまです。 携帯用のナ ビゲー

シ ョ ン装置の場合と同様に、 常にスキ ャ ナの天空視野が遮られない こ と を確
認し て く だ さ い。 妨害がある と信号受信の妨げと な り 、 位置精度が低下し、

あるいは位置デー タがま っ た く 得られない こ とがあ り ます。 GPS 信号は、 物

体 （建物や山など） でも反射されて、 測定位置が定ま ら ない こ とがあ り ま
す。 センサーで捕捉する衛星が多いほど、 良好な位置固定ができ ます。

高度計

（［管理］ > ［センサー］ > ［高度計］）

図 7-30: 高度計

気圧高度センサー （高度計） で、 スキ ャ ナの現在の位置の高度が得られま
す。 高度は、 大気圧の測定値を基に決定し ます。 測定高度は、 各スキ ャ ン に

添付され、 SCENE におけるスキ ャ ン登録に利用でき ます （詳細については、

SCENE ユーザーマニ ュ アルを参照）。 スキ ャ ン登録時に  SCENE で自動的に

測定高度を使用する には、 ［高度計を使用］ ボタ ン を ON に し ます。 それ以

外は OFF に し ておいて く だ さ い。 こ の設定は、 現在のスキ ャ ンパラ メ ー タ に

反映され、 パラ メ ー タ設定の同等のボタ ン と同じ機能を備えています。 

詳細については、 スキ ャ ンパラ メ ー タの設定 (44 ページ） を参照し て く だ さ

い。

現在の測定高度を現在の画面で確認する には、 高度計の使用機能を ON に し

ます。

基準高さの同期
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スキ ャ ン登録では、 各スキ ャ ナの位置の高度差がわかれば十分です。 スキ ャ

ンプ ロ ジ ェ ク ト を開始する前に、 高度測定の基準に使用するスキ ャ ンサイ ト
の位置を選択し なければな り ません。 こ の基準位置にスキ ャ ナを移動し、 そ

の位置で使用する高度を入力し、 ［基準高さの同期］ ボタ ン を ク リ ッ ク し て、
高度計を こ の高度に リ セ ッ ト し ます。 高度計に よ る さ ら なる測定は、 すべて

こ の基準高度で行われます。

異なるプ ロ ジ ェ ク ト 間で、 高度測定を比較し たい と きは、 高度計を実際の高
度に同期さ せる方法があ り ます。 こ の場合、 おおよその海抜高度が判明し て

いるスキ ャ ンサイ ト の基準位置を選択し て く だ さ い。 こ の値は GPS、 地図、

あるいはグーグルアースで得られます。

大気圧の測定値に基づいて高度計で高度が決ま る と、 変化する気象条件に よ
る大気圧の変化は高度に も反映されます。 正確な高度測定を行う には、 と き

ど き基準高度をチ ェ ッ ク する必要があ り ます。 少な く と も、 それぞれのプ ロ
ジ ェ ク ト の実施日の最初、 または天候が変化し た と き にチ ェ ッ ク し て く だ さ
い。 こ のチ ェ ッ クでは、 スキ ャ ナを基準位置まで戻し、 基準高度と高度読み

取 り 値を比較し ます。 差がある場合は、 高度計を基準高度に同期し直し て く

だ さ い。

Scan Localizer

対応する設定は、 パラメーター > センサー > Scan Localizer からでも利用で

きます。

7.4.5 全般設定

図 7-31: 全般設定

注記: Scan Localizer オプションが有効なときには、GPS オプショ

ンは無効でなければならず、その逆も同様です。
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［音］ - スキ ャ ナサ ウ ン ド のボ リ ュ ームの変更、 スキ ャ ナサ ウ ン ド の有効化ま

たは無効化を行う こ とができ ます。 

サ ウ ン ド  (92 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［電源管理］ - バ ッ テ リ ーの充電状態、 ［電源接続時に起動する］ が有効または

無効のいずれであるか、 消費電力を最適化するためのデ ィ スプレ イ設定の変
更など、 電源の管理に関する詳細な設定を表示し ます。

電源管理 (93 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［ディスプレイ］ – 画面の輝度を設定し た り 、 ［ホーム］ 画面のテーマを

［暗い］ または ［明るい］ へ変更し た り し ます。 

表示 (93 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［日時］ - 表示される時刻と日付の表示形式の変更、 スキ ャ ナの日時の変更を

行います。

日時の設定 (41 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［言語］ – コ ン ト ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ アの言語を変更し ます。

イ ン タ ー フ ェ イ ス言語の設定 (40 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［単位］ - 長さ の表示単位を変更し ます。 

長さ の単位と温度スケールの設定 (43 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［スキャナの詳細］ - スキ ャ ナの詳細を表示および変更し ます。

 スキ ャ ナの詳細 (103 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［ピクチャーの再撮影を有効にする］ - スキ ャ ンが完了し た直後に、 ピ ク

チ ャ ーの再撮影を可能にする機能を有効に し ます。 こ のオプシ ョ ン を有効化

し た場合、 スキ ャ ン を終了するために追加のステ ッ プが必要になる こ と に注
意し て く だ さ い。

 ピ クチ ャ ーの再撮影 (132 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

［スキャンフ ァイルへのリモー ト アクセス］ WLAN またはイ ーサネ ッ ト でス

キ ャ ナに接続されている リ モー ト 装置か ら、 SD カ ー ド 上のスキ ャ ン フ ァ イ

ルに ア ク セスでき る よ う にする機能です。 

詳細については、 WLAN (95 ページ） を参照し て く だ さ い。

通知

データが失われるおそれがあります!

• ネットワークを介してスキャンファイルにアクセスする
場合にのみ使用してください。 リモートアクセスが再び

無効になるまで、絶対に SD カードを取り出さないでく

ださい。

• この機能が有効な間、SD カードのステータスは、ビジー

に設定されます。 スキャナの SD カードは、この機能を無

効にしてから取り外してください。 リモートアクセス機

能はスキャナのシャットダウン時に無効化されるため、
再起動後に毎回手動で有効化する必要があります。



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

92
第 7 章 : コ ン ト ロ ー ラ ー ソ フ ト ウ ェ ア

サウンド スキ ャ ナにはス ピ ー カ ーが内蔵されています。 スキ ャ ナで特定のイベン ト が

発生する と、 種々のサ ウ ン ド に よ り 通知されます。 こ こ では、 ス ピ ー カ ーボ

リ ュ ームの変更およびサ ウ ン ド 効果のオン と オフ を切 り 替える こ とができ ま
す。

図 7-32: 全般設定、サウンド

［ボリ ューム］ - スキ ャ ナサ ウ ン ド のボ リ ュ ームを増減し ます。 

［スキャン中の音］ - オン にする と、 スキ ャ ナはレ ーザーがオン に切 り 替わ っ

た と き、 およびスキ ャ ン開始時に警告信号を発し ます。

［スキャンが完了したときの音］ - オン にする と、 スキ ャ ンの完了を音で知ら

せます。

［警告が発生したときの音］ – オン にする と、 スキ ャ ナは警告が発生し た と き

に警告音を発し ます。 

［エラーが発生したときの音］ - オン にする と、 スキ ャ ナはエラ ーが発生し た

と き に音を発し ます。 

サウンド
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電源管理

図 7-33: 全般設定、電源管理

［スク リ ーンセーバー］ - 一定時間画面に タ ッ チ し ない と、 画面にス ク リ ー ン

セーバーが表示されます。 ス ク リ ー ンセーバーが表示される までの時間は、

プラスボタ ンやマ イナスボタ ン を タ ッ プ し て変更でき ます。 ス ク リ ー ンセー

バーを無効にする には、 時間を 「オフ に し ない」 に設定し ます。 ス ク リ ー ン

セーバーが表示された ら、 画面を タ ッ プ し て操作モー ド に戻 り ます。

［スキャン中にディスプレイを暗くする］ - オン に し た場合、 スキ ャ ン中に画

面の輝度を下げてバ ッ テ リ ー電力を節約し ます。 こ のオプシ ョ ン を ON にす

る と、 長時間のスキ ャ ン に有効です。

［電源接続時に起動する］ - 外部電源に接続し た と き にスキ ャ ナの電源をオン

にする こ とができ ます （電源が入っ ていない場合）。 こ のオプシ ョ ンはた と え

ば、 自動化アプ リ ケーシ ョ ンなど に有用です。 

［電源装置情報］ - 現在の電源装置に関する情報およびバ ッ テ リ ーの充電状態

について通知し ます。 

表示

図 7-34: 全般設定、ディスプレイ
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［輝度］ - 画面の輝度を設定し ます。

［テーマの選択］ – ［ホーム］ 画面のテーマを変更し ます。 画面の背景テーマ

オプシ ョ ンは、 タ ッ プ し て ［暗い］ または ［明るい］ を選択し ます。

［ディスプレイの校正］ - タ ッ チス ク リ ー ンの位置決めにずれが生じ た場合は、

再校正する こ とができ ます。 こ のボタ ン を タ ッ プ し て、 画面の指示に従っ て

く だ さ い。 デ ィ スプレ イの校正には、 スタ イ ラスを使用する こ と をお勧め し

ます。 タ ッ チス ク リ ー ンの校正内容が壊れた場合は、 デ ィ スプレ イの校正を

出荷時の値に再設定し て く だ さ い。 

• ［電源］ボタンを使ってスキャナをシャットダウンします。 

• スキャナが停止するまで待ち、電源ボタンを押して、5 秒以上そのまま押

さえて、スキャナのセンサー側の LED が黄色に点灯したらボタンを離し

ます。 スキャナが立ち上がり、タッチスクリーンの校正が出荷時の値にリ

セットされます。

［自動回転］ - スキ ャ ナの向き に合わせてデ ィ スプレ イ を回転さ せる場合にオ

ン に し ます。 こ のオプシ ョ ンは、 スキ ャ ナが上下逆に取 り 付け られている場

合に有用です。

日付と時刻 日時の設定 (41 ページ） を参照し て く だ さ い。 .

言語 イ ン タ ー フ ェ イ ス言語の設定 (40 ページ） を参照し て く だ さ い。

単位 長さ の単位と温度スケールの設定 (43 ページ） を参照し て く だ さ い。 .
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WLAN スキ ャ ナに自動イ ン タ ー フ ェ イ ス接続機能がない場合など に、 WLAN イ ン

タ ー フ ェ イ スを リ モー ト 接続に使用でき ます。

図 7-35: WLAN 設定

スキ ャ ナには統合 WLAN モジ ュ ールがあ り 、 ノ ー ト ブ ッ ク、 PDA、 タブ

レ ッ ト コ ン ピ ュ ー タなどのポー タブルデバイ スでスキ ャ ナに リ モー ト 接続で
き ます。 WLAN で リ モー ト 装置をスキ ャ ナに接続する と、 標準的な Web ブ
ラ ウザでスキ ャ ナのユーザー イ ン タ ー フ ェ イ スに リ モー ト ア ク セスでき ま
す。 WLAN オプシ ョ ン に よ り 、 スキ ャ ナの SD メ モ リ カ ー ド 上のスキ ャ ン

フ ァ イルの リ モー ト ア ク セス もでき ます。
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リ モー ト イ ン タ ー フ ェ イ スか ら  WLAN をオフ にする こ と はでき ません。 これ

に よ り 、 リ モー ト イ ン タ ー フ ェ イ ス と の接続が無効になる こ とがあるので、
警告が表示されます。

ステータス

こ のボタ ン を タ ッ プ し て、 オン、 オフ を切 り 替えます。 WLAN が利用でき る

こ と を示し ます。 WLAN が不要な場合は、 オフ に し ておいて く だ さ い。 

注意 : WLAN 設定は、 WLAN がオフでない と変更でき ません。 

2 種類の WLAN 動作モー ド があ り ます :

• WLAN: この設定はインフラストラクチャモードとも呼びます。 ネットワー

クはスキャナが外部アクセスポイントに接続できるような構成になりま
す。  データ転送速度はネットワークによって異なり、150 Mbit/s に達する

ことができます。

• アクセスポイント： スキャナのネットワークは、アクセスポイントとして

構成されます。 データ転送速度は 54 Mbit/s までに制限されます。

WLAN モードスキャ

ナ設定

図 7-36: WLAN モード

注記: スキャナのユーザーインターフェイスは、以下のデスク
トップブラウザからアクセスできます。 Chrome、Mozilla、Firefox、

Safari、Opera、Internet Explorer（バージョン 11）。 WLAN オプ

ションも、［全般設定］ページで「スキャンへのリモートアクセ
ス」が有効になっている場合に、挿入された SD カード上のス

キャンファイルへのリモートアクセスを提供しています。

モバイルブラウザ: Android Chrome、Android Browser、IOS Safari。
WLAN 設定を変更できるのは、スキャナユーザーインターフェイ

スのみであり、リモートインターフェイスでは変更できません。

WLAN 設定は、WLAN がオフでないと変更できません。

暗号化キー
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ネットワーク名 

ワ イヤレ スネ ッ ト ワ ー ク の名前。 タ ッ プする と、 使用可能なネ ッ ト ワ ー クが

表示され、 ネ ッ ト ワ ー ク を選択でき る画面に移動し ます。

IP 設定

静的 IP ア ド レ スを設定するか、 DHCP か ら自動的に ア ド レ スを取得し ます。

IP 設定は、 DHCP で IP ア ド レ スを割 り 当てるか、 あるいは手動 （“ 静的 ”）
で設定するかを決定し ます :

• DHCP: このモードはデフォルト/推奨設定です。

• 静的: IP アドレスは手動で設定されます。 以下の設定があります。

IP アドレス

スキ ャ ナの IP ア ド レ ス。 WLAN ネ ッ ト ワ ー ク には、 一意の IP ア ド レ スが必

要です。 スキ ャ ナに リ モー ト デバイ スを接続する場合、 Web ブラ ウザのア ド

レ ス フ ィ ール ド に こ のア ド レ スを入力し て （例 ： http://172.17.16.23） コ ン

ト ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ ア に ア ク セス し ます。 スキ ャ ナの IP ア ド レ スを変更する

にはタ ッ プ し ます。

図 7-37: Web ブラウザによるスキャナインターフェイスとの接続

スキ ャ ナ GUI と、 セキ ュ アで暗号化された通信が必要な場合、 セキ ュ ア接続 
https://172.17.16.23 を Web ブラ ウザのア ド レ ス フ ィ ール ド で有効に し ます。 
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GUI と の接続前にセキ ュ リ テ ィ 警告が表示されるので、 先に進むかど う かを

選択し て く だ さ い。

図 7-38: スキャナのセキュア接続: 警告

IP ア ド レ スを手動設定する と、 同じ ワ イヤレ スネ ッ ト ワ ー ク上の 2 つのデバ

イ スが同じ  IP ア ド レ スを主張する場合に競合が発生する こ とがあ り ます。

以下の説明は、 静的 IP の接続時に検討し て く だ さ い。 

ゲー ト ウェイ ゲー ト ウ ェ イは、 WLAN ネ ッ ト ワ ー ク にア ク セスするために使

用されます。

ネッ ト ワークプレフ ィ ックス長 WLAN ネ ッ ト ワ ー クで使用するサブネ ッ ト マ

ス ク。

DNS 1 WLAN ネ ッ ト ワ ー クで使用する最初の動的ネームサーバー。

DNS 2 WLAN ネ ッ ト ワ ー クで使用する第 2 の動的ネームサーバー。

セキュ リティ  スキ ャ ナが接続する ア ク セスポイ ン ト で使用するセキ ュ リ テ ィ

プ ロ ト コ ルを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ン ：

• 開く: パスワードなしで誰でもアクセス可能なオープンネットワークに接

続します。 情報交換は保護されません。

• WEP: WEP でセキュア保護されたネットワークとの接続。 このオプション

には、8 文字から 63 文字の暗号化キーが必要です。 このセキュリティレ

ベルは、セキュアではありません。

• WPA: WLAN 保護アクセスの初期のバージョンです。 推奨しません。

• WPA2 PSK: WPA2 でセキュア保護されたネットワークとの接続。 このオプ

ションには、8 文字から 63 文字の暗号化キーが必要です。 このモードは

デフォルト/推奨オプションです。

暗号化キー

スキ ャ ナのネ ッ ト ワ ー ク を、 WPA2 キーで暗号化し ます。 スキ ャ ナ と の接続

を求めるプ ロ ンプ ト が表示された ら、 こ のキーを リ モー ト 装置に入力し て く
だ さ い。 暗号キーを変更する には、 こ のボタ ン を タ ッ プ し て、 任意のキーを

入力し ます。 キーは 10 桁か ら  63 桁の任意の数字です。
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プロキシ設定

プ ロ キシ経由での接続に関連する設定。

• プロキシなし: プロキシを使用しないでください。 スキャナを接続するネッ

トワークがインターネットに直接接続されている場合、このオプションを
選択します。

• マニュアル: 手動構成したプロキシを使用します。 構成内容は以下のとおり

です。

• ホスト： プロキシサーバーのホスト名（または IP アドレス）。

• ポート： プロキシサーバーへの接続に使用されるポート。

• 除外リスト: プロキシを使用しないホストのコンマ区切りのリストで

す。

• ユーザー名： プロキシサーバーにログインするために使用されるユー

ザー名（必要な場合）。

• パスワード： プロキシサーバーにログインするために使用されるパス

ワード（必要な場合）。

リフレッシュ

こ の画面に表示される  WLAN 設定を リ フ レ ッ シ ュ する と きは、 こ のボタ ン を

タ ッ プ し ます。

リセット

WLAN 設定をデフ ォル ト に リ セ ッ ト する には、 こ のボタ ン を タ ッ プ し ます。

接続を成立できない場合、 メ ッ セージ “ 有効化 ” の表示直後にオフ にな り ま

す。 WLAN モー ド での接続確立時には、 特にネ ッ ト ワ ー ク名と暗号化キーを

よ く 確認し て く だ さ い。
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アクセスポイント
モード設定

図 7-39: アクセスポイントモード設定

以下のセ ク シ ョ ンでは、 ア ク セスポイ ン ト モー ド の追加設定と特別設定につ
いて解説し ます。 

ネットワーク名

スキ ャ ナが作成するネ ッ ト ワ ー ク の名前。 スキ ャ ナのシ リ アルナンバーが

ネ ッ ト ワ ー ク名と し て使用されます。 リ モー ト デバイ スでは、 ワ イヤレ ス接

続の リ ス ト に こ の名前でスキ ャ ナが表示されます。 リ ス ト にスキ ャ ナが表示

されない場合、 ネ ッ ト ワ ー ク リ ス ト を更新し ます。 数秒後に リ モー ト デバイ

スに よ っ てスキ ャ ナが検出され、 リ ス ト に表示されます。

スキャナ IP アドレス

スキ ャ ナの IP ア ド レ スを設定し ます。 こ の IP を使用し て リ モー ト ユーザー

イ ン タ ー フ ェ イ スに ア ク セス し ます。

リフレッシュ

表示された設定を更新する には、 こ のボタ ン を タ ッ プ し ます。 範囲外などの

理由でスキ ャ ナの接続が失われる と、 こ の操作が必要にな り ます。

Microsoft Windows を搭載したノートブックにおける構成例

スキャナの接続 1. タスクバーの右下のワイヤレスネットワークボタンをクリックします。 使
用できるワイヤレスネットワーク接続のリストが表示されます。 

2. リストからスキャナのネットワークを選択します（スキャナは前述のネッ
トワーク名でリストに表示されています）。

暗号化キー
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3. ［接続］ボタンをクリックします。

4. プロンプトが表示されたら、WLAN 暗号化キーを入力します。

臨時モードのノート
ブック

臨時モー ド での WLAN 実行時には、 ノ ー ト ブ ッ ク に静的 IP ア ド レ スを割 り

当てて く だ さ い。

• ［コントロールパネル］>［ネットワークとインターネット］>［ネット

ワークと共有センター］を開きます。

• ［インターネットプロトコル］ダイアログで、［次の IP アドレスを使う］

オプションを設定し、有効な IP アドレスとサブネットマスクを指定しま

す。 ノートブックの IP アドレスとサブネットマスクはスキャナに合わせま

す。 スキャナの IP アドレスは残して、最後の番号を変更します。 たとえ

ば、スキャナの WLAN IP アドレスが 172.17.16.23 の場合は、172.17.16.100 
と入力できます。 サブネットマスクは、スキャナのどれかに合わせてくだ

さい。 接続を機能させるには、いったん接続を切り、接続しなおします。

Web ブラウザでユー

ザーインターフェイ
スを開きます。

• ノートブックをスキャナに接続したら、Web ブラウザを開きます。

• Web ブラウザのアドレスフィールドに、スキャナの WLAN IP アドレス

 (例：http://172.17.16.23、セキュア接続の場合は https://172.17.16.23）を

入力して、操作ソフトウェアにアクセスします。 
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• コントローラソフトウェアの［ホーム］画面が Web ブラウザに表示され、

通常どおりにスキャナを制御できます。

図 7-40: リモートデバイスの Web ブラウザのコントローラソフトウェア

SD カード上のスキャ

ンファイルにリモー
トアクセス

スキ ャ ナに接続されている リ モー ト デバイ スか ら、 リ ムーバブル SD カ ー ド

に保存されているスキ ャ ン フ ァ イルに ア ク セスする には、 スキ ャ ナの コ ン ト
ロ ー ラ ソ フ ト ウ ェ アで リ モー ト ア ク セス機能を有効に し て く だ さ い。

1. ホーム > 管理 > 全般設定 をタップします。 

2. 機能を有効化したら、リモート装置でファイルエクスプローラ（Windows 
Explorer など）を開き、アドレスバーに次のアドレスを入力します： 
ftp://WLAN_IP_ADDRESS_OF_SCANNER/Scans（例えば、

ftp://172.17.16.23/Scans）。 この時点までに、スキャンのアクセス情報を

用意しておいてください。

3. 簡単なファイル操作で、リモートデバイスにスキャンをダウンロードでき
ます。 接続速度や信号強度によっては、WLAN 経由でスキャナからファイ

ルをコピーするのに少し時間がかかる場合があります。
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スキャナの詳細

図 7-41: スキャナの詳細

［スキャナ名］ – スキ ャ ナの名前を指定し ます。

［所有者］ - スキ ャ ナの所有者を入力し ます。 

［LAN IP ア ド レス］ - スキ ャ ナのイ ーサネ ッ ト  IP ア ド レ ス。

［サブネッ トマスク］ - スキ ャ ナのイ ーサネ ッ ト サブネ ッ ト マス ク。 

［シ リ アル番号］ - スキ ャ ナのシ リ アル番号。 こ の番号はスキ ャ ナに固有です。

［モデル］ - スキ ャ ナのタ イプ。

［スキャン合計点数］ - こ のスキ ャ ナでキ ャ プチ ャ されたスキ ャ ンの合計点数。

［フ ァ ームウェア リ ビジ ョ ン／システム リ ビジ ョ ン］ - 現在イ ンス ト ールされ

ている フ ァ ーム ウ ェ アおよびシステム ソ フ ト ウ ェ アの リ ビ ジ ョ ン。
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7.4.6 オンサイト登録

図 7-42: オンサイト登録の設定 

こ のページ には、 接続された SCENE イ ンスタ ンスでスキ ャ ン を ア ッ プ ロ ー

ド 、 処理、 および登録するために利用でき る設定が表示されます。

ア ッ プ ロ ー ド されたすべてのスキ ャ ンは、 以下の設定に従っ て連続的に処理
され、 登録されます。 

処理および登録に関連する設定の詳細については、 SCENE マニ ュ アルの

「処理」 と 「登録」 の章を参照し て く だ さ い。

処理 ［処理］ セ ク シ ョ ン には、 重要な処理オプシ ョ ン を定義する設定が含まれて
います。 これら はスキ ャ ンのア ッ プ ロ ー ド 後に  SCENE で リ モー ト で実行す

る こ とができ ます。

球を検索

こ のオプシ ョ ン を ON にスラ イ ド さ せる と、 ア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ン内

の球が自動的に検出されます。 タ ーゲ ッ ト ベースの登録で、 外部タ ーゲ ッ ト

と し て球を使用する場合に こ の設定を選択し ます。

着色の有効化

オンサイト登録

登録なし



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

105
第 7 章 : コ ン ト ロ ー ラ ー ソ フ ト ウ ェ ア

チェッカーボードを検索

こ のオプシ ョ ン を ON にする と、 ア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ン内のチ ェ ッ

カ ーボー ド が自動的に検出されます。 タ ーゲ ッ ト ベースの登録で、 外部タ ー

ゲ ッ ト と し てチ ェ ッ カ ーボー ド を使用する場合に こ の設定を選択し ます。

マーカーを検索

こ のオプシ ョ ン を ON にする と、 ア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ン内のチ ェ ッ

カ ーボー ド が自動的に検出されます。 タ ーゲ ッ ト ベースの登録で、 外部タ ー

ゲ ッ ト と し てチ ェ ッ カ ーボー ド を使用する場合に こ の設定を選択し ます。

平面を検索

これを ON にする と、 ア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ン内の平面が自動的に検出

されます。 こ の設定に よ り 、 タ ーゲ ッ ト ベースの登録が強化されます。

着色の有効化

これを ON にする と、 ア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ンの着色が有効にな り ま

す。

スキャン点群を構築

これを ON にする と、 ア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ンか ら点群が構築されま

す。 スキ ャ ン点群に よ っ て、 スキ ャ ン点の視覚化が容易にな り ます。 

登録 ［登録］ 設定は、 SCENE でア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ン をお互い に調整およ

び結合するのに使用する方法を決定し ます。 

登録なし

これを選択し て登録ステ ッ プをスキ ッ プ し ます。

ターゲットベース

こ のオプシ ョ ン を選択し て、 ア ッ プ ロ ー ド されたスキ ャ ンのタ ーゲ ッ ト ベー
スの登録を実行し ます。 タ ーゲ ッ ト ベースの登録は、 タ ーゲ ッ ト を使っ てス

キ ャ ン を配置し ます。 一般に、 これは人工的タ ーゲ ッ ト （た と えば、 球、

チ ェ ッ カ ーボー ド ） または自然タ ーゲ ッ ト にな り ます。 こ のタ イプの登録に

対し て、 ［処理］ セ ク シ ョ ンで対応する設定を有効に し て く だ さ い。

平面図ベース

これを選択し て、 平面図ベースの登録を実行し ます。 こ の方法はほ と んどの

場合に適切であ り 、 追加のタ ーゲ ッ ト は必要あ り ません。

群から群

こ のオプシ ョ ン を選択し て、 群か ら群の登録を実行し ます。 こ の方法を使っ

て、 スキ ャ ンの登録を精緻化する こ とができ ます。 こ の操作には、 長時間か

かる場合があ り ます。

平面図ベース + 群から群

こ のオプシ ョ ン を選択し て、 平面図ベースの登録後、 群か ら群の登録を実行
し ます。
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ネットワーク設定 以下の設定は、 SCENE を実行し ている コ ン ピ ュ ー タのネ ッ ト ワ ー ク ア ド レ

スを定義し ます。

IP アドレス

SCENE を実行し ている コ ン ピ ュ ー タの IP ア ド レ スが自動的に更新されま

す。

ポート

SCENE を実行し ている コ ン ピ ュ ー タのポー ト 番号が自動的に更新されます。

7.4.7 サービス

図 7-43: サービス

［エラーと警告］ - ナ ビゲーシ ョ ンバーの ［通知］ ボタ ン を タ ッ プする と、 警

告や、 その他のステー タス メ ッ セージを受領でき ます。 警告またはエラ ーが

ない場合、 こ のボタ ンは無効です。 エラ ー と警告 (107 ページ） を参照し て く

だ さ い。. 

［SD カー ド］ - 現在挿入されている  SD カ ー ド に関する詳細を表示し た り 、

SD カ ー ド を フ ォ ーマ ッ ト し ます。 SD カ ー ド  (108 ページ） を参照し て く だ

さ い。 . 

［ログフ ァイル］ - ロ グフ ァ イルを SD カ ー ド にエ ク スポー ト し ます。 ロ グ

フ ァ イル (109 ページ） を参照し て く だ さ い。 . 

［バックアップ］ - スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル、 オペレ ー タ、 色テーマ、 およびス

キ ャ ナパラ メ ー タ を、 スキ ャ ナスナ ッ プシ ョ ッ ト と し て SD カ ー ド にバ ッ ク

ア ッ プ し ます。 バ ッ ク ア ッ プ (109 ページ） を参照し て く だ さ い。.

［ リス ト ア］ - スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル、 オペレ ー タ、 色テーマ、 およびスキ ャ

ナパラ メ ー タ を、 スキ ャ ナスナ ッ プシ ョ ッ ト か ら リ ス ト ア し ます。 また、
SCENE で作成し たスキ ャ ナスナ ッ プシ ョ ッ ト を リ ス ト ア し ます。 リ ス ト ア  
(110 ページ） を参照し て く だ さ い。. 

［フ ァ ームウェアの更新］ - 新し い フ ァ ーム ウ ェ アバージ ョ ンでスキ ャ ナを更

新し ます。 フ ァ ーム ウ ェ アの更新 (112 ページ） を参照し て く だ さ い。
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［工場出荷時の設定］ - 工場出荷時の設定にスキ ャ ナを リ セ ッ ト し ます。 工場

出荷時の設定 (113 ページ） を参照し て く だ さ い。

［FARO カスタマーサポー ト］ - FARO カ スタ マーサポー ト の連絡先デー タ を

表示し ます。

［コマン ドプロンプト］ - コ マン ド をスキ ャ ナに送信する よ う促す コ マン ド プ

ロ ンプ ト 。 こ の機能は、 FARO サー ビ ス専用です。 

［前回のサービス日付］ - スキ ャ ナの前回の メ ンテナンスおよび認証サー ビ ス

の日付。

エラーと警告 こ の ビ ュ ーには、 現在の警告と エラ ーの リ ス ト が表示されます。 リ ス ト ア イ

テムを タ ッ プ し て、 対応する警告またはエラ ーの詳細を表示し ます。

警告やエラ ーを解決する と、 リ ス ト に表示されな く な り ます。

こ の画面には、 警告またはエラ ーの説明が表示され、 問題の考え られる解決
策も表示されます。

［警告 ID］ / ［エラー ID］ - 警告またはエラ ーの識別番号。

［説明］ - 警告またはエラ ーの詳細な説明。

［考えられる解決策］ - こ の通知は、 ID、 警告またはエラ ーの詳細内容、 およ

び問題に対し て考え られる解決策で構成されています。

注記: 空の SD カード、またはいっぱいの SD カードが挿入された

場合、LED が赤に変わり、恒久的な通知が表示されます。 ただし、 
SD カードを抜いた場合、両方の警告はスキャナをシャットダウ

ンするまでアクティブなままになります。
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SD カード

図 7-44: サービス、SD カード

こ の ビ ュ ーには、 現在挿入されている  SD カ ー ド と その コ ンテンツに関する

情報が表示されます。

カー ドのフォーマッ ト  - 挿入し た SD を初期化し ます。 

通知

挿入した SD カー ドを初期化します。 
こ の初期化に よ り 、 SD カ ー ド に保存されているすべてのス

キ ャ ン と その他のデー タが削除されるので注意し て く だ さ
い。 64 GB 以上の SDXC カ ー ド を Windows でフ ォ ーマ ッ ト

する と、 スキ ャ ナでサポー ト されていない形式に初期化さ
れるため、 必ずスキ ャ ナのフ ォ ーマ ッ ト 機能を利用し て く
だ さ い。
詳細については、 SD メ モ リ カ ー ド の準備 (36 ページ） を参

照し て く だ さ い。
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ログファイル 重要なスキ ャ ナ操作、 センサーデー タ、 警告と エラ ーは ロ グフ ァ イルに記録
されるので、 問題や、 エラ ーの原因を カ スタ マーサー ビ スで特定する と き に
便利です。

図 7-45: サービス、ログファイル

［エクスポー ト］ - スキ ャ ナ ロ グフ ァ イルを SD カ ー ド に書き込みます。 これ

ら のデー タは 「Logfile」 と い う フ ォルダに保存されます。

バックアップ 自動バックアップ

こ のスキ ャ ナは、 スキ ャ ナ設定を自動的にバ ッ ク ア ッ プ し、 挿入されている  
SD カ ー ド に保存し ます。 こ のバ ッ ク ア ッ プは、 スキ ャ ン を開始するたびに現

在のスキ ャ ナ設定に よ り 自動的に更新されます。 バ ッ ク ア ッ プには、 現在の

スキ ャ ンプ ロ フ ァ イル、 スキ ャ ンパラ メ ー タ、 オペレ ー タ、 および全般設定
が含まれています。 

手動バックアップ

また、 特定のスキ ャ ナ設定のバ ッ ク ア ッ プを手動で作成する こ と もでき ま
す。 こ の手動バ ッ ク ア ッ プオプシ ョ ンは、 スキ ャ ナパラ メ ー タ、 オペレ ー タ、

およびスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを SD カ ー ド に保存し ます。

また、 手動バ ッ ク ア ッ プオプシ ョ ンでは、 こ のスキ ャ ナデー タのスナ ッ プ
シ ョ ッ ト も作成でき ます。 これに よ り 、 スキ ャ ナのハー ド ウ ェ アやス ト レ ー
ジ メデ ィ アのエラ ーが発生し た と き に誤っ てデー タ を失わないよ う にする こ
とができ ます。 また、 SD カ ー ド にデー タの複製を作成する こ とができ ます。

次に、 別のス ト レ ージデバイ スにデー タ を アー カ イブ し た り 、 SCENE を使

用し て変更し、 変更し たデー タ をスキ ャ ナに転送し て戻す こ と もでき ます。 
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複数のスキ ャ ナを所有し ている場合は、 デー タ を個別に入力し ないで、 ある
スキ ャ ナか ら別のスキ ャ ナにオペレ ー タ またはスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを転送
する こ と もでき ます。

図 7-46: サービス、バックアップ

［バックアップ名］ - タ ッ プ し て、 バ ッ ク ア ッ プパ ッ ケージの名前を入力し ま

す。 デー タは、 SD カ ー ド の以下のデ ィ レ ク ト リ に保存されます : 
/Backup/Your_backup_name/。

バ ッ ク ア ッ プ フ ォルダの名前を指定し た後、 バ ッ ク ア ッ プするデー タ を選択
し、 ［バックアップ］ ボタ ン を タ ッ プ し て操作を開始し ます。

リストア こ の機能では、 次の操作を行う こ とができ ます。
• アーカイブされているバックアップまたはスキャナスナップショット

からオペレータ、スキャンプロファイル、スキャナパラメータ、およ
び壁紙をリストアする。

• 新規に作成されたオペレータ、プロファイル、および壁紙を SCENE で
インポートする。

• SCENE で変更された、以前バックアップされていたオペレータ、プロ

ファイル、および壁紙をインポートする。

• 他のスキャナからオペレータ、プロファイル、壁紙、およびスキャナ
パラメータをインポートする。

注記: ［オペレータ］と［プロファイル］の後の数字は、スキャ
ナのオペレータ、スキャンプロファイル、および壁紙の数を示し
ています。
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デー タ を リ ス ト アする には、 SD カ ー ド に保存する必要があ り ます。 これを実

行する には、 SD カ ー ド に  "Backup" と い う名前のデ ィ レ ク ト リ を作成し、 リ

ス ト アするデー タ を含むフ ォルダを コ ピ ー し ます。 SCENE でバ ッ ク ア ッ プ

デー タ を新規作成または変更する場合、 こ の操作は SCENE に よ り 自動的に

完了し ます。

完了し た ら、 リ ス ト アするデー タ を含む SD カ ー ド を挿入し ます。

図 7-47: サービス、リストア - バックアップファイルの選択

こ の画面には、 挿入されている  SD カ ー ド のすべてのバ ッ ク ア ッ プパ ッ ケー

ジの リ ス ト が表示されます。 _AUTO_BACKUP は、 自動的に生成されたス

キ ャ ナのスナ ッ プシ ョ ッ ト です （バ ッ ク ア ッ プ (109 ページ ) を参照）。 
_SCENE_BACKUP は、 SCENE で作成または変更し たスキ ャ ナスナ ッ プ

シ ョ ッ ト です。 リ ス ト アするバ ッ ク ア ッ プパ ッ ケージを タ ッ プ し ます。 新し

い画面が表示されます。

リ ス ト アするバ ッ ク ア ッ プパ ッ ケージか らデー タ を選択し、 ［ リス ト ア］ ボタ
ン を タ ッ プ し て リ ス ト ア操作を開始し ます。

通知

リスト アしたデータによ り、 スキャナの既存のデータはオー
バーライ ド されます。 

た と えば、 スキ ャ ンプ ロ フ ァ イルを リ ス ト ア またはイ ンポー
ト する と、 スキ ャ ナの既存のスキ ャ ンプ ロ フ ァ イルは新し い
プ ロ フ ァ イルに よ っ てオーバー ラ イ ド されます。 スキ ャ ナの

デフ ォル ト プ ロ フ ァ イルは こ の操作に よ っ て影響を受けませ
ん。 FARO では、 リスト ア前にデータをバックアップするこ

とを推奨しています .
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ファームウェアの更
新

図 7-48: サービス、ファームウェア更新

FARO Laser Scanner のフ ァ ーム ウ ェ ア更新には、 2 種類の方法があ り ます。

• スキャナがオンラインであり、サーバーからファームウェアをフェッチで
きる

• SD カードを使ってファームウェアを転送する

更新プ ロ セスは、 更新の範囲に も よ り ますが、 30 分か ら  40 分かか り ます。 
フ ァ ーム ウ ェ ア を更新する にには、 スキ ャ ナを電源に接続し、 バ ッ テ リ ーが
十分に充電されている必要があ り ます。

オンライン更新

オン ラ イ ン更新を有効化し ます。 こ のボタ ン をスラ イ ド し て、 オン / オフ を

切 り 替えます。

［更新サーバー URL の設定］ を選択し て、 オン ラ イ ン フ ァ ーム ウ ェ ア更新を提

供するサーバーの URL リ ン ク を設定し ます。

［今すぐ更新を検索］ ボタ ン を タ ッ プ し て、 オン ラ イ ン フ ァ ーム ウ ェ ア更新を
検索し ます。

［SD カードから更新］

コ ン ピ ュ ー タ に フ ァ ーム ウ ェ ア更新フ ァ イルがある場合、 SD カ ー ド を使っ

てそのフ ァ イルをスキ ャ ナに転送でき ます。 まず、 SD カ ー ド の 「Updates」

フ ォルダに更新フ ァ イルを コ ピ ー し ます。 こ のフ ォルダが存在し ない場合は、

手動で作成する必要があ り ます。 フ ォルダ名を入力する と きは、 大文字と小



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

113
第 7 章 : コ ン ト ロ ー ラ ー ソ フ ト ウ ェ ア

文字に注意し て く だ さ い。 それか ら  SD カ ー ド をスキ ャ ナに挿入し、 ［SD カー

ドから更新］ ボタ ン を タ ッ プ し ます。

更新が完了する と、 スキ ャ ナが自動的に再起動する場合があ り ます （更新の
性質に よ っ て異な り ます）。

工場出荷時の設定

図 7-49: サービス、工場出荷時の設定にリセット

こ の機能は、 工場出荷時のデフ ォル ト の設定にスキ ャ ナの設定を リ セ ッ ト し
ます。 例外的なケースの場合のみ、 こ のオプシ ョ ン を使用し て く だ さ い。 

こ の操作を実行し ても、 スキ ャ ナに保存されているスキ ャ ン、 スキ ャ ンプ ロ
フ ァ イル、 スキ ャ ンプ ロ ジ ェ ク ト 、 およびオペレ ー タは影響を受けません。

通知

データが失われるおそれがあります!
更新処理中は、スキャナを手動でシャットダウンしたり、
電源をオフにしないでください。 
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7.5  スキャンの表示
挿入した SD カードに保存されているスキャンのプレビューピクチャーを検証するこ

とができます。 使用可能なすべてのスキャンのリストが表示されます。

図 7-50: スキャンリスト

こ の リ ス ト は、 SD カ ー ド にあるすべてのスキ ャ ン を含んでお り 、 スキ ャ ン

の名前が表示されます。 こ の リ ス ト はスキ ャ ンの作成日に従っ てソ ー ト され

ています。

リ ス ト のスキ ャ ン を タ ッ プ し て、 そのプレ ビ ュ ー ピ クチ ャ ーを表示し ます。

図 7-51: スキャングループのプレビュー
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 ［削除］ ボタ ン  - 現在表示されているスキ ャ ン を SD カ ー ド か ら削除し ま

す。

 ［情報］ - タ ッ プする と、 スキ ャ ンプ ロ パテ ィ が表示されます。

 ［スキャンの開始］ ボタ ン  – スキ ャ ン を開始するか、 前のスキ ャ ン を再開

し ます。

 ［スキャンをグループに追加］ ボタン - 新規詳細スキ ャ ン をグループに追

加し ます。

スキ ャ ングループについては、 プラ イ マ リ スキ ャ ン と共に詳細スキ ャ ンが表
示されます - ジ ェ スチ ャ ー （マ ウ スホイ ール） を使っ てズーム イ ン し て、 詳

細スキ ャ ンのプレ ビ ュ ーを拡大し ます。 詳細スキ ャ ン を タ ッ プ （ク リ ッ ク）

する と、 詳細スキ ャ ンの名前、 関連する ［スキ ャ ンのプ ロ パテ ィ ］ ページへ
の リ ン ク、 および詳細スキ ャ ンの削除機能が含まれるポ ッ プア ッ プ ウ ィ ン ド
ウが表示されます。

7.6  オンラインヘルプと通知

7.6.1 通知

ナ ビゲーシ ョ ンバーの ［通知］ ボタ ン   を タ ッ プする と、 警告や、 その他

のステー タス メ ッ セージが表示されます。 警告またはエラ ーがない場合、 こ

のボタ ンは無効です。

7.6.2 ヘルプ

ナ ビゲーシ ョ ンバーの ［ヘルプ］ ボタ ン   を タ ッ プする と、 現在表示され

ている ビ ュ ーの説明が表示されます。

オン ラ イ ンヘルプでは、 現在ア クテ ィ ブなビ ュ ーの情報が得られます。 
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 第 8 章: 特殊スキャンモード

外部コンピュータと組み合わせて、一部の特殊スキャンモードを利用できま
す。
• オンサイト登録

• オンサイト補正

外部コンピュータは SCENE を実行し、WLAN 経由で FARO Laser Scanner に
接続する必要があります。

デフォルトで、SCENE はワークフローバーでこれらのモードを提供するよう

に構成されていません。 これらのモードを使用する場合、［設定］> ［全般］> 
［ユーザーインターフェイス］>［スキャンカテゴリを表示］ の下の設定でスキャン

カテゴリをアクティブ化します。

オンサイト登録とオンサイト補正に加えて、スキャンカテゴリは SCENE 内
からのスキャナ制御も提供します。 

図 8-1: ［スキャニング］ツールバー

8.1  スキャナ制御

スキャナへの接続： 

1. スキ ャ ナの IP ア ド レ スを入力し ます。

 
図 8-2: 接続ページ： IP アドレスを入力
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2. ［接続］をクリックして、スキャナの詳細を読み出します。 ページが更新さ

れます。

 

図 8-3: スキャナへの接続

3. IP アドレスがアクティブなレーザースキャナと関連していない場合、エ

ラーメッセージが表示されます。

4. サポートされている FARO Focus Laser Scanner への接続が完了すると、

［コントロール］ボタンがアクティブ（緑）になります。 クリックして、

HTML ユーザーインターフェイスでスキャナを制御します。

 

図 8-4: クリックしてスキャナを制御
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5. SCENE はスキャナ制御タスクを開始し、スキャナユーザーインターフェイ

スを表示します。 HTML インターフェイスを通してスキャナをリモートで

制御できます。

 
図 8-5: タスクの終了またはキャンセル

6. ［完了］または［キャンセル］ボタンをクリックして、スキャナユーザーイ
ンターフェイスとスキャナ制御タスクを閉じ、スキャナの接続を切断しま
す。

8.2  オンサイト登録

オンサイト登録機能によって、オンサイトでスキャンの処理と登録を行うこ
とができます。 スキャンの処理と登録は SCENE で実行されるため、スキャナ

は SCENE を実行しているコンピュータに接続する必要があります。

初回のセットアップを行った後、以下の方法のいずれかでオンサイト登録機
能を操作することができます。

• スキャナ上で直接

• スキャナのユーザーインタフェースが表示されたスマートフォンやタブ
レットなどの接続されたデバイスを通して

• SCENE 内で

8.2.1 オンサイト登録のセットアップ

以下の手順を使ってオンサイト登録をセットアップします。

注記 : 一部のスキ ャ ナモデルでは、 オンサイ ト 登録を利用でき ま
せん。  を参照し て く だ さ い。 スキ ャ ナ間の違い (13 ページ） を参

照し て く だ さ い。
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スキャナ上で スキャナの設定

1. レ ーザースキ ャ ナで WLAN 接続を設定し ます。 （WLAN (95 ページ ) を参

照し て く だ さ い。）

2. プロジェクト／クラスタ、スキャン名、スキャンパラメータを設定しま
す。

コンピュータの準備 SCENE の設定

1. コ ン ピ ュ ー タの WLAN ネ ッ ト ワ ー ク を設定し ます。

2. コンピュータで SCENE を起動します。

3. SCENE の［スキャニング］カテゴリで、［オンサイト登録］タスクを開始し

ます。

4. レーザースキャナの IP アドレスを入力します。 スキャナ ユーザインター

フェイスで、［管理］>［全般設定］>［WLAN］>［IP アドレス］をタップし

て、レーザースキャナの IP アドレスを調べます。 桁数の所定のスキームに

従い、IP アドレスをそのまま入力します。

5. ［オンサイト登録］タスクで IP アドレスを入力した後、FARO レーザース

キャナに接続します。 

6. ホーム画面がオンサイト登録スキャンモードに変わるまで、左矢印または
右矢印をクリック（またはスワイプ）します。 画面の下部で利用可能なボ

タンが変わります。 ［スキャン］ボタンの代わりに、［マップ］ボタンが

表示されます。

7. ［管理］ > ［オンサイト登録］をクリックして、オンサイト登録固有の設定

を変更します。 以下も検討してください：

• 処理: 球、チェッカーボード、マーカー、平面を検索し、カラー化を有

効化し、スキャン点群を構築する処理を有効にします。 オンサイト登録

中にすべてのスキャン処理を無効にして、時間と計算能力を節約する
ことができます。 スキャンは後でオフサイトで処理できます。

• 登録: 登録タイプを選択します。 ［登録］設定は、SCENE でアップロー

ドされたスキャンをお互いに調整するのに使用する方法を決定します。 
様々な登録方法についての詳細情報は、SCENE ユーザーマニュアルを

参照してください。 ターゲットベースの登録を使用する時は、処理と、

関連するマーカー検出が有効であることを確認してください。

• 登録に使用するスキャン: 登録に使用するスキャン回数を設定すること

ができます。 （SCENE は、以前の直近のスキャンを使って新規スキャン

の登録を最初に試みます。 この登録の試みが失敗した場合、SCENE は、

注記 : スキ ャ ナ と コ ン ピ ュ ー タは、 同じ  WLAN ネ ッ ト ワ ー ク に常

時接続されている必要があ り ます。
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その直前に実行されたスキャンを使って登録を試みます。 以前のスキャ

ンと関連のない新規スキャンを行った場合、SCENE は、プロジェクト

内のすべてのスキャンを使って新規スキャンの登録を試みます。 プロ

ジェクトに多数のスキャンがある場合、これには長時間かかる場合が
あります。 この場合、登録に使用するスキャン数を少なく設定すること

をお勧めします。）

• IP アドレスとポート： 実行中の SCENE インスタンスの IP アドレスを手

入力することができます。 これらの設定は SCENE によって自動的に設

定されます。経験のあるユーザーのみが変更を行うようにしてくださ
い。 変更する特定の理由がない場合は、これらの設定を変更しないでく

ださい。

8. スキャナのホームページで、［マップ］ボタンをクリックします。 マップ

は、プロジェクトで利用可能なスキャンと共に表示されます。 

図 8-6: スキャンのリストとステータスが含まれるオンサイト登録の概要
マップ

9. ［スキャンの開始］ボタンをクリックして、スキャナ上または SCENE でリ

モートで新しいスキャンを開始します。 スキャナ上で開いている、現在の

クラスタまたはプロジェクトの記録されたすべてのスキャンが SCENE に
アップロードされます。 スキャンは SCENE によって自動的に処理されま

す。

注記 : 1 つのスキ ャ ン を登録できなか っ た場合、 2 種類のスキ ャ

ンの領域間に配置されたスキ ャ ナで、 接続スキ ャ ン を実行し ま
す。 スキ ャ ンの登録を検証する には、 マ ッ プ内でその点を強調表

示し ます。 詳細については、 「登録」 の章を参照し て く だ さ い。



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

121
第 8 章 : 特殊スキ ャ ンモー ド

8.2.2 マップページ

マップページには、これまでにスキャンされた領域の概要が表示されます。

図 8-7: マップページ 

マップページには以下のコンポーネントがあります。

概観マップ

登録に成功した、現在のクラスタまたはプロジェクトのすべてのスキャンの
トップダウンビューのマップを表示します。 スキャン位置は青のマーカーで

示されます。 マーカーをクリックして、マップ内の 1 つのスキャンの点を強

調表示します。 スキャン名を示す小さいポップアップメニューが開きます。 
マップ上のスキャン点をタップすると、［スキャンの詳細］ページが開きます。 
マップの右下隅にあるボタンをタップしてビューをリセットすると、すべて
のマーカーが表示されます。

ステータスバー

ステータスバーは概観マップの下に表示されます。 

大きい画面では、スキャンのリストが、処理ステータスと共にマップの左側
に表示されます。 これには最も重要な情報が表示されます。 以下のような

メッセージが表示される場合があります。

• 失敗した「スキャン数」: スキャン、処理、スキャンのインポート、また

は登録プロセスの一部が失敗した場合に、このステータスが表示されま
す。 

• 進行中の「スキャン数」:

• 終了した「スキャン数」:

• 不明な「スキャン数」: スキャナでスキャンが開始し、その完了ステータ

スが不明である場合に、このステータスが表示されます。

ステータスバーをクリックしてリストページに切り替えます。 詳細について

は、 リストページ を参照してください。
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スキャン制御

画面下部で、3 つのスキャン制御を利用できます。

• パラメータ: タップすると、［パラメータ］ページが表示されます。

• スキャンの開始: タップしてスキャンを開始します。 

• クラスタ: タップして、［プロジェクト］または［クラスタ］セクションを

切り替えます。 

8.2.3 リストページ

リストページには、現在のクラスタ／プロジェクト内のすべてのスキャンの
リストが表示されます。 大きい画面では、リストはマップの左側に表示され

ます。 小さい画面では、マップの下にあるステータスバーをクリックしてリ

ストにアクセスできます。 各スキャンのオンサイト登録のステータスが、

ページの左側に表示されます。 右矢印をタップすると、特定のスキャンの

［スキャンの詳細］ページが表示されます。

図 8-8: リストページ

スキャンのすべてのリストアイテムには、以下の情報が含まれています。

• ステータスインジケータには、以下のようにスキャン名とスキャンのス
テータスが表示されます。 

• 処理:  スキャンは進行中です。

• 登録成功：  スキャンが完了しました。

• 登録失敗：  

• 処理を待機中 スキャンを処理する必要があります。

• ステータス不明  スキャンが開始しましたが、ステータスは不明で

す。
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特定のスキャンでの追加アクションについては、スキャンの右側の矢印を
タップして、スキャンの詳細ページ に進みます。

 

8.2.4 スキャンの詳細ページ

スキャンの詳細ページには、1 つのスキャンの詳細情報が表示されます。 こ
のページには以下の要素が含まれています。

 

図 8-9: スキャンの詳細ページ

プレビュー画像: スキャンのプレビュー画像。 プレビューページでは、プレ

ビュー画像の左右の矢印をクリックすることで現在のスキャンを切り替える
ことができます。

ステータスバー: スキャンのオンサイト登録に関する情報が表示されます。 

アクションリスト: スキャンのステータスによってスキャンで実行可能なさま

ざまなアクションが、ステータスバーの下にリスト表示されます。 

アクションを実行できない場合、リスト表示されたアイテムはグレーになっ
ています。 可能なアクション：

マップにスキャンを表示

このオプションは、終了したスキャンでのみ利用できます。右矢印をタップ
してマップページを表示します。 選択したスキャンはマップの中央に表示さ

れ、マークが付きます。 

再登録

このオプションは、登録に成功または失敗したスキャンで利用可能です。
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右矢印をタップすると、ダイアログがポップアップ表示されます。 スキャン

をもう一度登録する場合は、［確認］をタップします。 スキャンが再度登録さ

れ、プロセスが完了するまで登録ステータスは［不明］として表示されます。

マップからスキャンを削除

このオプションは、登録が成功した、マップに表示されたスキャンで利用可
能です。 

右矢印をタップすると、ダイアログがポップアップ表示されます。 確認して

スキャンをマップから削除します。 スキャンがマップから削除されます。 た
だし、スキャンは削除されず、スキャンステータスは後に「登録失敗」と表
示されます。

スキャンを削除

このオプションは、進行中以外のすべてのスキャンでのみ利用可能です。

右矢印をタップすると、［スキャンを削除］ダイアログが表示されます。 確認し

てスキャンを削除します。 スキャンは、クラスタまたはプロジェクトから削

除されます。 

8.3  オンサイト補正

オンサイト補正プロセスは、SCENE ソフトウェアでスキャナの角度精度を試

験し、改善する手順です。

8.3.1 補正ステーション

サイトのセットアップ

オンサイト補正プロセスを開始する前に、スキャンサイトに以下の設備が
整っていることを確認してください。

• スキャンサイトでレーザースキャナまでの距離 1.5 m から 3 m の標準距離

にターゲットシートをセットアップします。 

• ウィンドウ、その他の反射面がないこと: スキャンサイトにウィンドウや

反射面があると、ターゲットシートのマーカーに写ります。 これでは、正

しい測定結果が得られません。 

• 照明条件はそれほど重要ではありません。サイト補正はレーザーで実施す
るため、ビデオ画像は使用しません。

8.3.2 レーザースキャナを無線 LAN でコンピュータに接続します。

スキャンしたデータを直接お手元のコンピューターに転送するには、そのコ
ンピューターをレーザースキャナと接続し、WLAN でリモートアクセスして

スキャナを制御してください。

注記 : 一部のスキ ャ ナモデルでは、 オンサイ ト 補正を利用でき ま
せん。  を参照し て く だ さ い。 スキ ャ ナ間の違い (13 ページ） を参

照し て く だ さ い。
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WLAN アクセスポイ

ントとしてのスキャ
ナの利用

スキャナ上 1. スキ ャ ナ上で WLAN を有効化 （WLAN (95 ページ ) を参照 )。 

2. スキャナのユーザーインタフェースで、［管理］>［全般設定］>［WLAN］>
［ネットワーク名］をタップしてスキャナのネットワーク名を調べます。

コンピュータの準備 ネットワーク名 SSID を使用して、コンピュータまたはタブレットとスキャナ

間の WLAN 接続を設定します。

8.3.3 オンサイト補正のステップ

コンピュータの補正 出力フォルダを選択

1. ［スキャニング］ ツールバーを選択し て、 ［スキ ャ ニング］ ツールバーの

［オンサイ ト 補正を開始］ ボタ ン   を ク リ ッ ク し ます。

2. 補正レポートなど、オンサイト補正でキャプチャしたデータはすべて、こ
の出力フォルダに保存されます. 

3. ［参照］ボタン  をクリックしてファイルシステムブラウザを開きま

す。 

4. フォルダを参照します。 ［OK］をクリックします。

注記 : 接続が機能する よ う にプ ロ キシサーバーを無効に し ます。 
何ら かの理由で無効にできない場合は、 両方の機器のア ド レ スを
［例外］ フ ィ ール ド に入力し ます。 WLAN カ ー ド は IEEE802.11n 
をサポー ト し ている製品をご使用 く だ さ い。
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8.3.4 セットアップ

図 8-10: セットアップ: 出力フォルダを選択して IP アドレスを入力

スキャナ IP アドレスを入力

1. レ ーザースキ ャ ナの IP ア ド レ スを入力し ます。 スキ ャ ナ ユーザイ ン タ ー

フ ェ イ スで、 ［管理］ > ［全般設定］ > ［WLAN］ > ［IP ア ド レス］ を タ ッ プ し

て、 レ ーザースキ ャ ナの IP ア ド レ スを調べます。 IP ア ド レ スをそのま ま

入力し た後、 所定の数字と ド ッ ト を組み合わせて続けます。 

2. ［接続］ボタンをクリックします。

3. ダイアログで、［ターゲットを配置］ボタンをクリックして次のステップに
進みます。

図 8-11: ターゲットを配置 
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8.3.5 ターゲットを配置

ターゲットシートを印刷

コンピュータの準備 1. ［ターゲッ トを配置］ ページ に、 補正のためのタ ーゲ ッ ト と スキ ャ ナの配
置方法を示し た図が表示されます。 

2. 6 枚のターゲットシートを利用できない場合、ツールバーの［ターゲット 
PDF を開く］ボタンをクリックします。 

3. DIN/ISO A4 形式や US レター形式から選択します。 標準 PDF ビューアが開

き、ターゲット PDF シートが表示されます。

4. マーカーシートは 6 枚以上印刷してください。

オンサイト ターゲットシートを 6 枚以上、サイトに配置します。

• ターゲットシートは、スキャナに対して -50° から +50° の範囲で、垂直に

配置します。 環境によっては、ターゲットを天井に配置した場合、+50° の
みを達成できます。 

• 指定範囲にターゲットシートを均等に配置します。 少なくとも1枚のボー

ドの傾きは水平（0°）に近づけてください。

• ターゲットシートとスキャナ間は、1.5 m から 3 m 離してください。

• ターゲットシートはすべて垂直になるように設置してください。

レーザースキャナの配置

• 三脚にレーザースキャナを据え付けます。

• 安定した平らな表面に三脚とスキャナを配置します。 スキャニングの途中

で三脚を移動しないでください。

注記 : タ ーゲ ッ ト シー ト を適切な固いプレ ー ト に貼 り 付ける こ と
をお勧め し ます。 特に屋外でオンサイ ト 補正をする場合は注意し
て く だ さ い。
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8.3.6 水平出し

図 8-12: 水平出し

スキャナ三脚の水平出しは以下の手順で行います。 

• ターゲットのほぼ中心を向くようにスキャナの三脚を回します。

• ［スキャンと補正］ボタンをクリックして、スキャニングと補正を開始し

ます。

• 補正プロセスの間、画面に進捗状況が表示されます。 必要に応じて、この

プロセスをキャンセルすることができます。

8.3.7 スキャンと補正 
• 補正データをスキャナに適用するかどうかを選択します。

• ［切断］をクリックして、スキャナから切り離し、オンサイト補正を終了

します。 

• この補正をスキャナに適用する場合は、［はい］を選択し、［終了］.ボタ

ンをクリックします。 この補正を適用しない場合は、［いいえ］を選択し

ます。
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• 補正が完了したら、補正結果と共に「補正レポート」が表示されます。 
［レポートを開く］をクリックして、PDF で補正レポートを開きます。 補
正レポートは、PDF として、ページ左側で指定した場所に保存されます。

図 8-13: 補正レポート

8.3.8 トラブルシューティング

エラー

選択したデータ出力フォルダに対する読み取りや書き込みができませんでし
た。

対策

選択した出力フォルダにおいて読み取りや書き込みの権限があることを確認
してください。 十分なディスクスペースがあるか確認してください。 オンサ

イト補正の実行には約 330MB が必要です。

エラー

このプロセスでは、補正に必要となる十分なターゲットを確認できませんで
した。

対策

出力フォルダには、targetImage.png ファイルが保存されています。 この画像

では、特定できたマーカーが青い円で表示されます。 十分な数のターゲット

を確認できたエリアは背景が緑で表示されます。 特定できたターゲット数が

不足している場合、背景は赤く表示されます。

エラー

決まり切った対策はありません。

対策

補正プロセスの途中で三脚とターゲットが移動しなかったか確認してくださ
い。
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エラー

スキャナの SD カードにアクセスできませんでした。

対策

SD カードが挿入されていて、書き込み保護になっておらず、十分な空きス

ペース（約 330MB）があることを確認してください。

エラー

スキャナと通信できませんでした。

対策

スキャナとの WLAN 接続が安定していることを確認してください。

スキャナとの接続時や、補正パラメータの適用時にこのエラーが表示される
場合は、対応するステップをやり直してください。

8.4  スキャングループ

スキャングループは、スキャングループ機能を使用して取得した 1 つ以上の

詳細スキャンと共にグループ化された 1 つのスキャンです。 スキャナは、グ

ループ内のすべてのスキャン間の固定された空間的関係を記録します。 ス
キャングループ内のスキャンは、SCENE 内のグループとして表示されます。 

スキャングループを
使用してスキャン時
間を短縮する

スキャン時間を最小限に保つために、通常はスキャンプロジェクトで必要と
される物理的詳細をキャプチャする最低の解像度を選択します。 ところが、

この解像度では、登録ターゲットに対して正確な登録に必要とされる詳細を
備えたスキャンを実行できないことがあります。 より高い解像度でスキャン

全体を取得するのではなく、スキャングループを使用して、まず 1 つの完全

な 360° スキャン（ここではプライマリスキャンと呼ぶ）を取得してから、

最初のスキャンで見えるターゲットについて高めの解像度の詳細スキャンを
いくつか取得することができます。 これで、そのエリアのスキャンに必要な

合計時間を短縮しながら、正確な登録を確実にするターゲットの高品質なス
キャンを取得できます。

詳細スキャンについ
て

詳細スキャンは、通常のスキャンとは異なります。 これらには、高精度の傾

斜計やコンパスデータは含まれておらず、通常スキャングループとの関連で
のみ利用できます。
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8.4.1 スキャングループを作成する

1. スキ ャ ン を作成し ます。 詳細については、 「スキ ャ ン」 （44 ページ） を参

照し て く だ さ い。 スキ ャ ンが終わ っ た ら、 画面は ［スキ ャ ンのプレ

ビ ュ ー］ ページ に切 り 替わ り ます。 こ のスキ ャ ンが、 グループのプラ イ マ

リ スキ ャ ンです。

2. 高い解像度でスキャンする登録ターゲット（またはその他のオブジェク
ト）を見つけます。 マウスホイール（またはピンチジェスチャー）を使用

して、プレビュー画像を拡大します。

3. ターゲットをクリックして選択します。 青色の選択矩形が表示されます。 
ドラッグして位置を調節できます。

4. 選択矩形をクリックして、詳細スキャンポップアップウィンドウを開きま
す。

5. 詳細スキャンの分解能、品質、および色タイプを選択します。 また、ス

キャン領域のサイズの変更や、選択の解除もできます。 ウィンドウの右上

角にある「X」をクリックして閉じます。

6. スキャンする各ターゲットについて ステップ2 ～ 5 を繰り返します。

通知

プラ イ マ リ スキ ャ ンおよび詳細スキ ャ ンはすべて同一のス
キ ャ ナ位置で取得し なければな り ません。 スキ ャ ナ三脚また

はその他のマ ウ ン ト が手順の全体にわた っ て移動し ないよ
う に し ます。 可能な場合、 WLAN を使用し、 スキ ャ ナを リ

モー ト ユーザー イ ン タ ー フ ェ イ スか ら操作し ます （を参
照）。 (WLAN (95 ページ ) を参照）。 タ ッ チス ク リ ー ン を使

用する必要がある場合、 スキ ャ ナが不安定になるほど強 く
画面を タ ッ プ し ないで く だ さ い。

図 8-14: 詳細スキャンをグループに追加する

図 8-15: 詳細スキャンポップアップ
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7. 必要なすべてのターゲットが選択されたら、［スキャンをグループに追加］
をクリックします。 スキャナは、詳細スキャンを開始します。 スキャナ画

面に進捗状況が表示されます。

すべての詳細スキャンが完了すると、プライマリスキャンのプレビュー画像
が表示されます。 完了した詳細スキャンの位置が、赤色の正方形で表示され

ます。 さらに詳細スキャンを取得する場合、上記の手順を繰り返します。 ス
キャナを移動したり、新しいプライマリスキャンを取得したりする前に、必
要なすべての詳細スキャンを取得するようにしてください。

スキャナの開始ページに戻って、［スキャン］ボタンをクリックすることで、
SD カード上のスキャングループを見ることができます。 スキャングループに

属するすべてのスキャンは、スキャングループというキャプションおよびス
キャングループ名（これは常にプライマリスキャンの名前）の下に字下げし
て表示されます。

8.5  ピクチャーの再撮影

カラースキャンを作成する場合、写真を使って、レーザーによって記録され
た点を着色します。 ピクチャーの撮影中に、人、車両またはその他のオブ

ジェクトがカメラの視界に入ると、スキャンポイトの色が不正確になる場合
があります。 ピクチャーの再撮影を許可するようにスキャナを設定した場合、

撮影直後にスキャナ上でピクチャーを確認し、レーザースキャンの部分では

図 8-16: 詳細スキャン完了

図 8-17: スキャングループ

注記 : スキ ャ ングループは SCENE 2018 以降でサポー ト されてい

ます。 スキ ャ ングループを古いバージ ョ ンの SCENE に イ ンポー

ト する場合、 詳細スキ ャ ンは通常のスキ ャ ンであるかのよ う に扱
われ、 登録での使用は限定的と なる可能性が高いです。
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ないオブジェクトが含まれるピクチャーを選択して、不適切なオブジェクト
なしでピクチャーを再撮影することができます。

1. スキ ャ ンの開始前に、 ［ピ クチ ャ ーの再撮影］ が有効である こ と を確認し
て く だ さ い。 詳細については、 「全般設定」 （90 ページ） を参照し て く だ

さ い。

2. 通常どおりにスキャンを開始します。
スキャンが完了すると、［カラープレビュー］ページが表示されます。

3. ピクチャーを調べます。 レーザースキャンの部分ではないオブジェクトが

ピクチャーに含まれている場合、またはその他の理由で再撮影が必要な場
合、タップまたはクリックしてピクチャーを選択します。 (再撮影する必

要がない場合、［カラープレビュー］ページから離れてスキャンを終了し
ます。)

4. 再撮影するピクチャーをすべて選択した後、［ピクチャーの再撮影］ボタ

ン  をタップします。 スキャナが再度撮影を行い、ピクチャーを置き換

えます。 

5. 一部のピクチャーを再撮影する必要がある場合は、最後の 2 つのステップ

を繰り返します。 それ以外の場合、［スキャンの終了］ボタンを押してス

キャンを閉じます。 .

通知

データが失われるおそれがあります:
［ピクチャーの再撮影］機能を有効化すると、［カラープレ
ビュー］ページを終了するまでスキャンは完了しません。 
SD カードを抜くか、スキャナをオフにする前に、スキャン

が終了し、ステータスバーの SD カードのシンボルが点滅し

ていないことを確認してください。

注記 : スキ ャ ンの終了を決定する までスキ ャ ンは完了し ないた
め、 ピ クチ ャ ーの再撮影中は、 他のデバイ スで表示する こ と はで
き ません。 これはオンサイ ト 登録に影響を与える場合があ り ます

（スキ ャ ンが終了する までオンサイ ト 登録は開始し ません）。
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 第 9 章: 保守

FARO Laser Scanner は少なくとも 1 か月に一度点検することをお勧めしま

す。 これにより、問題を早期に特定して、効率的な測定システムを維持する

ことができます。

FARO Laser Scanner は多数の敏感なコンポーネントから構成される精密機

器であるため、取り扱いには十分な注意が必要です。 システムの故障を防ぐ

ため、下記の手順に従ってください。

• ケーブルの外側の絶縁体、 コ ネク タ、 ピ ンなど に損傷がない こ と を確認し
ます。

• スキ ャ ナの筐体が破損し ていないか確認し て く だ さ い。

• バ ッ テ リ ーの筐体と コ ネク タが破損し ていないか確認し ます。 

• 使用時以外は、 スキ ャ ナに埃よけのカバーをかけて く だ さ い。

• FARO Laser Scanner には注油し ないで く だ さ い。

スキャナが適切に機能するためには、年に 1 度の保守および認証サービスの

範囲内で定期的に FARO カスタマーサービスによる点検を受ける必要があり

ます。 サービス間隔が、1 年の最長期間を超えることのないよう注意してく

ださい。 詳細については、FARO カスタマーチームにお問い合わせください。
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9.1  光学部品のクリーニング手順

ひどい汚れや光学部品の不適切な清掃処理があると、スキャン品質に影響が
生じる場合があります。 重大な損傷や摩耗が生じると、部品一式の交換が必

要になる場合があります。

9.1.1 必要なもの

この章の手順を始める前に、下記に挙げた用品を揃えてください。

1. 圧縮空気不燃性スプレー（非油性）、下記に示す光学用品取扱店などで入

手できるTechspray DUSTER 1671（FAROにより強く推奨）など。

• https://www.techspray.com/duster-7

• https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=CA4-US
（米国およびカナダの基準に準拠した一体型ノズル付きのダスター）

• https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=CA4-EU
（欧州連合の基準に準拠した一体型ノズル付きのダスター）

2. アセ ト ン非含有不燃性光学系洗浄液、 下記に示す光学用品取扱店などで入
手でき る Dust-Aid Ultra Clean Liquid （FARO に よ り 強 く 推奨）など。

• https://dust-aid.com/dslr-camera-sensor-cleaning-liquid/
(sales@dust-aid.com 経由で発注)

通知

スキャナのミラーやレンズの損傷や摩耗

• 不必要な損傷や磨耗を避けるため、 ノ イズの増加やス
キ ャ ン レ ン ジの低下がある場合など、 ク リ ーニングが必
要なほど汚れている場合以外は光学系を掃除し ないで く
だ さ い。 汚れがひど い と、 スキ ャ ン品質に悪影響が生じ

ます。 その場合、 外部光学系 （回転 ミ ラ ーモジ ュ ールま

たはセンサー カバーガラス） の適切なク リ ーニングをお
勧め し ます。

• 自己責任に よ る損傷は、 お客様の負担で部品一式を交換
し ていただ く 場合があ り ます。 し たが っ て、 いずれの場
合も、 ク リ ーニングは訓練を受けた担当者が行っ て く だ
さ い。 不明な点については、 FARO カ スタ マーサー ビ ス

（テクニカルサポー ト (160 ページ） 参照） にお問い合わ

せ く だ さ い。

• 光学面は、 でき るだけ素手や実験手袋で触ら ないよ う に
し て く だ さ い。

• ゴム手袋の使用をお勧め し ます。 ゴムア レルギーがある

場合は、 お客様に適し た手袋を使用し て く だ さ い。 手袋

を外し た後は、 実験用布で軽 く こ す っ て く だ さ い。 グ
リ ースや汚れはイ ソプ ロ ピルアル コ ールで取 り 除いて く
だ さ い。

• ピ ンセ ッ ト で ミ ラ ーに触れないで く だ さ い。

• アセ ト ン非含有の洗浄液以外は使用し ないで く だ さ い。

https://www.techspray.com/duster-7
https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=CA4-EU
https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=CA4-US
https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=CA4-EU
https://dust-aid.com/dslr-camera-sensor-cleaning-liquid/
https://dust-aid.com/dslr-camera-sensor-cleaning-liquid/
mailto:sales@dust-aid.com
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3. レンズ用ティ ッシュ、 下記に示す光学用品取扱店などで入手でき る も の。

• https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=MC-5

4. 小型の滴瓶および中型の洗浄瓶、 下記に示す光学用品や化学用品の取扱店
などで入手でき る も の。

• https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=B2939 

5. ステンレス鋼鉗子、 下記に示す光学用品や化学用品の取扱店などで入手で
き る も の。

• https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=FCP
（鉗子、硬質ステンレス鋼）

• https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=FCPA 
（アングル鉗子、硬質ステンレス鋼）

6. パウダーフ リ ー実験用手袋 （PVC またはシ リ コ ン）、 光学用品や化学用品

の取扱店で入手でき る も の。

7. 汚れのひど い光学部品用に、 低刺激の中性石鹸、 光学用品や化学用品の取
扱店で入手でき る も の。

9.2  少し汚れた光学部品のクリーニング

警告

手の外傷

• スキャナの電源を誤って入れると、ミラーが起動して
回転することがあります。 クリーニングを開始する前

に以下の操作を行うこと:
• レーザースキャナモジュールをシャットダウンして、

バッテリーパックを取り外しておいてください。

• 外部電源を使用する場合は、電源を切り離してくださ
い。

こうしておけば、クリーニングの際にミラーが回転するの
を防ぐことができます。

https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=MC-5
https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=B2939
https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=FCP
https://www.thorlabs.de/thorproduct.cfm?partnumber=FCPA
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9.2.1 ドライプリクリーニング（非接触クリーニング）

ミラーやセンサーカバーのほこりや液滴汚れを取り除く作業は、必ず圧縮空
気や専用のダスタースプレー（乾燥したクリーニングガス）で開始してくだ
さい。 

図 9-1: 圧縮空気またはダスタークリーニングスプレーによるドライプリク
リーニング

1. 圧縮空気で光学系の表面から粒子をそっと吹き飛ばしてください。 

2. 目視検査を し て く だ さ い。

3. 必要に応じ て ト ラ イ ク リ ーニングを繰 り 返し ます。

4. ステ ッ プ 9.2.2 に進みます。

通知

ダスタースプレーボトルは振らないでください。 

ダスタースプレーの使用時には、ボトルを振ったり、逆さ
まにしたりしないでください。

通知

スキャナのミラーやレンズの損傷

光学系の表面はいかなるときも直接手を触れないでくださ
い!
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9.2.2 ティッシュとイソプロピルアルコール洗浄液によるウェットクリーニング

クリーニングパッド
の準備

図 9-2: クリーニングパッドの作成

1. 光学系クリーニングティッシュを 2、3 枚重ねます。

図 9-3: クリーニングパッドの折り畳み(1)

通知

スキャナのミラーやレンズの損傷

クリーンな（新しい）手袋を両手に付けて以下の作業を行
います。
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図 9-4: クリーニングパッドの折り畳み(2)

2. 上の写真に示されている よ う に、 ク リ ーニングパ ッ ド を繰 り 返し半分に折
り 畳みます。 長い方を 2 回折 っ てか ら  90° 回転し、 さ ら に  2 回折 り 畳ん

で、 長さ  30 mm のソ フ ト パ ッ ド を作 り ます。

図 9-5: クリーニングパッドの固定
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3. 写真のよ う に ピ ンセ ッ ト でク リ ーニングパ ッ ド を固定し ます。 パ ッ ド の端

と ピ ンセ ッ ト の間を 2、 3 mm 以上残し ます。

図 9-6: T 形のクリーニングパッドの作成 (1)

図 9-7: T 形のクリーニングパッドの作成 (2)
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4. ク リ ーニングテ ィ ッ シ ュ の上を少し押さ えて、 T 形の ク リ ーニングパ ッ ド

を作成し ます （上の 2 つの写真）。 

図 9-8: クリーニングパッドを浸す

5. 小さ い液滴瓶で、 ク リ ーニングパ ッ ド を イ ソプ ロ ピルアル コ ールまたは洗
浄液に浸し ます （写真 7）。 
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ミラーモジュールま
たはセンサーカバー
のクリーニング

図 9-9: パッドとイソプロピルアルコールまたは洗浄液によるミラーモジュー
ルのクリーニング

図 9-10: パッドとイソプロピルアルコールまたは洗浄液によるセンサーカ
バーのクリーニング

通知

スキャナのミラーやレンズの損傷

クリーニングティッシュは汚さないでください!
光学系の表面が破損することがあるので、拭うときに押し
付けないでください!
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6. 一方の端か ら他方の端まで 1 回の一定のま っ すぐな動きで、 ミ ラ ーやセン

サー カバーガラスを ク リ ーニングパ ッ ド でそ っ と拭います （写真 8 と  9）。

7. 1 回拭う ご と に、 ク リ ーニングパ ッ ド を捨て、 上の手順に従っ て新し い ク

リ ーニングパ ッ ド を用意し て く だ さ い。

8. ミ ラ ーやセンサーの開口部全体を 1 回拭い終わる までク リ ーニングを繰 り

返し ます。

9. 目視検査でク リ ーニングの状態を確認し ます。

10.ク リ ーニング手順を完了するため、 も う  1 つ、 イ ソプ ロ ピルアル コ ール

または光学系洗浄液に浸し た ク リ ーニングパ ッ ド を用意し ます （[2] 参照、

推奨）。

11.そ っ と押さ えて、 ま っ すぐ に  1 回、 ミ ラ ー表面全体をそ っ と拭います。 

12.目視検査でク リ ーニングの状態を確認し ます。 汚れが残っ ていない こ と を

確認し て く だ さ い。 汚れが残っ ている場合は、 必要に応じ て、 イ ソプ ロ ピ

ルアル コ ールまたは光学系洗浄液に浸し た ク リ ーニングパ ッ ド でク リ ーニ
ングを繰 り 返し ます。

9.3  汚れのひどい光学部品のクリーニング 

警告

手の外傷

スキャナの電源を誤って入れると、ミラーが起動して回転
することがあります。 そのため、光学系のクリーニングをす

るときは、事前に 

• レ ーザースキ ャ ナモジ ュ ールをシ ャ ッ ト ダウ ン し て、
バ ッ テ リ ーパ ッ ク を取 り 外し ておいて く だ さ い。

• 外部電源を使用する場合は、 電源を切 り 離し て く だ さ い。

こうしておけば、クリーニングの際にミラーが回転するの
を防ぐことができます。
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9.3.1 ドライプリクリーニング（非接触クリーニング）

ミラーやセンサーカバーのほこりや液滴汚れを取り除く作業は、必ず圧縮空
気や専用のダスタースプレー（乾燥したクリーニングガス）で開始してくだ
さい。

図 9-11: 圧縮空気またはダスタークリーニングスプレーによるドライプリク
リーニング

1. 光学系の表面からほこりの粒子をそっと吹き飛ばしてください。 

2. 目視検査を し て く だ さ い。

3. 必要に応じ て ト ラ イ ク リ ーニングを繰 り 返し ます。

4. ステ ッ プ 9.3.2 に進みます。

通知

ダスタースプレーボトルは振らないでください。 

ダスタースプレーの使用時には、ボトルを振ったり、逆さ
まにしたりしないでください。

通知

スキャナのミラーやレンズの損傷

光学系の表面はいかなるときも直接手を触れないでくださ
い!
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9.3.2 水または薄めた低刺激の石けん溶液によるウェットクリーニング

以下のクリーニング手順で安全な台として使用できる、固い台（テーブルや
輸送用ボックスの上面など）を用意してください。 

1. レーザースキャナ装置を三脚から取り外します。

図 9-12: ミラーモジュールを外に向けてレーザースキャナを倒して寝かせ
た状態の輸送用ボックス

2. スキ ャ ナは長手方向に倒し て寝かせて く だ さ い。
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3. ミ ラ ーが自由に動き、 ウ ェ ッ ト ク リ ーニングで簡単に ア ク セスでき る よ う
に し て く だ さ い。

図 9-13: 指先でミラーを調整してこの位置に保ってください

4. ミ ラ ーモジ ュ ールを縦位置、 すなわちスキ ャ ナ と は反対側に ミ ラ ーが向 く
位置に回転さ せて く だ さ い。 指先で ミ ラ ーを調整し て こ の位置に保っ て く

だ さ い。

図 9-14: ミラーモジュールまたはセンサーカバーのクリーニング

通知

スキャナのミラーやレンズの損傷

すべての手順では、埃のついていない手袋を使ってくださ
い！



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

147
第 9 章 : 保守

5. 水または薄い中性石けん溶液で ミ ラ ーモジ ュ ール （アナ ロ グ : センサー カ

バー） を規則正し い動きでク リ ーニング し ます。

1. クリーニングの状態を目視検査で確認してください。

2. 汚れが大幅に減るか取 り 除かれる まですすぎステ ッ プを繰 り 返し ます。

3. 光学系が乾燥するのを待ち ます。

4. レ ーザースキ ャ ナを上 （通常） 位置に向け、 安定し ている こ と を確認し ま
す。 た と えば、 スキ ャ ナをテーブルや輸送ボ ッ ク スに置き ます。 あるいは、

三脚に取 り 付けます。

5. テ ィ ッ シ ュ と イ ソプ ロ ピルアル コ ール洗浄液に よ る ウ ェ ッ ト ク リ ーニング
(138 ページ ) に進みます。

通知

スキャナのミラーおよびレンズの損傷

洗浄液が流れ出て乾燥するまで待ってください! このとき、

ティッシュで光学系を拭って乾燥させないでください。
残った汚れで光学系に重大な損傷が生じることがあるから
です。 
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 第 10 章: 技術データ

10.1  全般

10.2  レーザー（光学トランスミッター）

電源電圧: 19 V（外部電源）

14.4 V（内蔵バッテリー）

消費電力: 15 W（装置のアイドリング時）

25 W（スキャニング中） 
80 W（バッテリー充電中）

バッテリー寿命: 4.5 時間 

作動温度: 5 °C ～ 40 °C 

ケーブルコネクタ： スキャナマウント内

重量: 4.2 kg

サイズ: 240 x 200 x 100 mm

メンテナンス/較正: 年に一度

レーザークラス: レーザークラス 1

波長: 1550 nm

ビーム広がり: 標準 0.3 mrad(0.024°)(1/e)

ビーム直径（終了時）: 標準 2.12 mm (1/e)
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10.3  データ処理と制御

10.4  測距装置

FocusS Plus

データストレージ: タイプ SDHC™ および SDXC™ の SD カード、

32 GB カードが同梱されています

スキャナ制御: タッチスクリーンディスプレイと WLAN 接
続 HTML5 によるモバイル装置のアクセス。

距離精度: 1 mm

角度精度: 水平: 19 arcsec
垂直: 19 arcsec

明瞭さの間隔: 614 m（最大 0.5 Mio. pts/s）

307 m（1 Mio. pts/s）

153 m（2 Mio. pts/s）

Range FocusS Plus 150: 屋内または屋外で垂直入射反射率 10% の表

面で 0.6 m ～ 350 m

Range FocusS Plus 350: 屋内または屋外で垂直入射反射率 10% の表

面で 0.6 m ～ 350 m

測定速度（pts/秒）: 最高 200 万

測定誤差1FocusS: ±1 mm

測定雑音率2 @10 m @25 m

@ 90% 反射率 0.1 mm 0.2 mm

@ 10% 反射率 0.3 mm 0.5 mm
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FocusS

FocusM

10.5  カラー装置

距離精度: 1 mm

角度精度: 水平: 19 arcsec
垂直: 19 arcsec

明瞭さの間隔: 614 m（最大 0.5 Mio. pts/s）

307 m（1 Mio. pts/s）

範囲 FocusS 70: 屋内または屋外で垂直入射反射率 10% の表

面で 0.6 m ～ 70 m

範囲 FocusS 150: 屋内または屋外で垂直入射反射率 10% の表

面で 0.6 m ～ 150 m

範囲 FocusS 350: 屋内または屋外で垂直入射反射率 10% の表

面で 0.6 m ～ 350 m

測定速度（pts/秒）: 最高 100 万

測定誤差1FocusS: ±1 mm

測定雑音率2 @10 m @25 m

@ 90% 反射率 0.3 mm 0.3 mm

@ 10% 反射率 0.4 mm 0.5 mm

明瞭さの間隔: 614 m（最大 0.5 Mio. pts/s）

範囲 FocusM 70: 屋内または屋外で垂直入射反射率 10% の表

面で 0.6 m～70 m

測定誤差1 FocusM 70: ±3 mm

測定速度（pts/秒）: 最高 50 万

分解能: 最大 165 メガピクセルカラー

HDR: 2x、3x、5x

視差: 同軸設計
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10.6  マルチセンサー

10.7  インターフェイス接続

WLAN: 802.11n（150Mbit/s）

臨時モードとインフラストラクチャモード 

10.8  偏向装置

デュアル軸補正器: 毎回のスキャンをレベリング: 精度 0.019°、 
レンジ ± 2°

高度センサー: 固定点からの相対高さを電子バロメーター
で検出し、スキャンに追加可能

コンパス3: 電子コンパスによりスキャンに方位を追加。

GPS： GPS レシーバーを統合

視野: （垂直/水平）: 300°4 / 360°

ステップサイズ: （垂直/水平）:0.009°（360°で 40.960 3D ピ
クセル）/ 0.009° 
（360°で 40.960 3D ピクセル） 

最大垂直スキャン速度: 5,820 rpm または 97 Hz
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10.9  周囲条件

10.10  注記
1測距誤差は、約 10 m と 25  m 地点のシステム測距誤差、1 シグマとして定

義します。 
2測距雑音は、最良適合平面、測定速度 122,000 点/sec 時の値の標準偏差と

して定義します。
3 強磁性オブジェクトおよび電磁場によって地磁気が妨害される場合があり

ます。 これに加え、地磁気内の局所変化（磁気偏角/変動）によって、測

定が不正確になる場合があります。
4 2x150°– 相同の点間隔は保証しません。

周囲温度: 5 °C ～ 40 °C

拡張作動 
温度:

-20～55 ℃

低温動作: 内部温度が 15 ℃ 以上の間、ス

キャナは電源をオンにする必要があります。

高温動作: 追加の付属品が必要です。詳細情

報が必要な場合はご依頼ください。

湿度: 結露なきこと

海抜高さ： <2,000 m
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10.11  スキャナ寸法

図 10-1: スキャナ寸法

すべての寸法単位は mm です。
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10.12  スキャナマウントの寸法

図 10-2: スキャナマウント

3/8 インチの中央ネジ込みには、スキャナ下部の固定装置を取り付けます。 

スキャナには、ヘリカル操作用のインターフェイスとして M5 タップ穴が 4 
つあります。

すべての寸法単位は mm です。
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 第 11 章: エラーメッセージ

エラーメッセージ 説明 アクション

内部エラー： パラメータが無効

です

スキャナパラメータに一貫性が
ありません

スキャナを再起動してください。 
再起動後も引き続きエラーが発
生する場合は、FARO カスタ

マーサービスにお問い合わせく
ださい。

距離の測定許容差を超えました スキャナのベースの白い参照領
域に矛盾した測定値が示されま
した。

この参照領域、ミラー、レンズ
に汚れがないか点検してくださ
い。

エラー 装置が見つかりませんでした。 スキャナを再起動してください。 
再起動後も引き続きエラーが発
生する場合は、FARO カスタ

マーサービスにお問い合わせく
ださい。

色の取得失敗 色の取得が予定外で中断しまし
た。 色の取得は完了していない

と思われます。

ログファイルを保存し、FARO 
カスタマーサービスにお問い合
わせください。

時間切れによる失敗 これは内部スキャナエラーを示
しています。

スキャナを再起動してください。 
再起動後も引き続きエラーが発
生する場合は、FARO カスタ

マーサービスにお問い合わせく
ださい。

モジュールステータスエラー モジュールステータスエラー: 
データバージョンの不一致。

スキャナの内部通信に問題があ
ります。 ファームウェアのアッ

プデートについて、FARO カス

タマサービスに問い合わせてく
ださい。

スキャナ操作の失敗 内部スキャナエラー。 スキャナを再起動してください。 
再起動後も引き続きエラーが発
生する場合は、FARO カスタ

マーサービスにお問い合わせく
ださい。

コマンドは実行されませんでし
た

実行されていたスキャン操作の
ために、コマンドを実行できま
せんでした。 スキャンがまだア

クティブです。現時点で次の操
作を開始することはできません。

スキャンが完了するまでお待ち
ください。

スキャナの温度が低すぎます スキャナの温度が低すぎます。 
スキャンを行うことはできませ
ん。

続けて使用する前に、スキャナ
を暖機してください。
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温度が高すぎます スキャナの温度が高すぎます。 
スキャンを行うことはできませ
ん。

スキャナをシャットダウンして
温度を下げるか、ファンが回転
しているか確認してください。 
回転していない場合、［管理］-
［センサー］-［温度］でファン

冷却を有効にします。

内蔵メモリがいっぱいです 内蔵スキャナハードドライブが
いっぱいです。

壁紙、オペレーター、プロジェ
クトまたはプロファイルを削除
してスペースを解放してくださ
い。 これらの操作で問題が解決

しない場合は、FARO カスタマ

サービスに問い合わせてくださ
い。

ファイルシステムの破損と思わ
れるエラーを SD カードで検出

しました。 スキャナを使用して 
SD カードのファイルシステムを

修理しますか?

スキャナが挿入した SD カード

にファイルシステム破損を検出
しました。 Microsoft Windows の
［ハードウェアを安全に取り外し
てメディアを取り出す］オプ
ションを使用せずに SD カード

をコンピュータから取り出そう
として、ファイルシステムが破
損しました。

スキャナによる SD カードの修

復をお勧めします。 修復によっ

て、SD カードからエラーファイ

ルが取り除かれる可能性があり
ます。 このエラーメッセージが

再び表示される場合は、SD カー

ドの交換を検討してください。 
SD カードをコンピュータから取

り出すときにファイルシステム
が破損するのを避けるため、
Microsoft Windows の［ハード

ウェアを安全に取り外してメ
ディアを取り出す］オプション
をご使用ください。

警告 恒久的な警告エラー。

空の SD カード、またはいっぱ

いの SD カードが挿入された場

合、LED が赤に変わり、恒久的

な通知が表示されます。 ただし、

SD カードを抜いた場合、両方の

警告はスキャナーをシャットダ
ウンするまでアクティブなまま
になります。

スキャナを再起動してください。 
再起動後も引き続きエラーが発
生する場合は、FARO カスタ

マーサービスにお問い合わせく
ださい。

未知のエラー 未知のエラーが発生しました。 スキャナを再起動してください。 
再起動後も引き続きエラーが発
生する場合は、FARO カスタ

マーサービスにお問い合わせく
ださい。

エラーメッセージ 説明 アクション
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 第 12 章 :  廃棄

製品ラ イ フサイ クルを終了し た際、 本製品は一般ごみ
と し て廃棄せず、 電気 / 電子機器の リ サイ クル施設に

処理を依頼する必要があ り ます。

地方自治体または地域の廃棄物処理業者に連絡し て、
現地法を確実に順守し て く だ さ い。

図 12-1: 記号 



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

159
第 12 章 : 廃棄



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

160
第 13 章 : テクニカルサポー ト

 第 13 章: テクニカルサポート

フ ァ ロ ージ ャパン株式会社は、 お客様に最良のテクニカルサポー ト をご提供
でき る よ う努めてお り ます。 当社のサー ビ ス規約に関する詳細は、 本書の工

業用サー ビ ス規約 (170 ページ ) に記載されています。 万一当社の製品に問題が

発生し た場合には、 以下の処置を取っ てか ら、 当社のテクニカルサポー ト ま
でご連絡 く だ さ い。

• 本書の関連項目をよ く お読みにな り 、 必要な事項を確認し て指示に従っ て
く だ さ い。

• 当社ウ ェ ブサイ ト （www.faro.com） の FARO Customer Care （カ スタ マー

ケア） エ リ ア にア ク セス し、 当社のテクニカルサポー ト デー タベースをご
活用 く だ さ い。 デー タベース （英語） は、 毎日 24 時間、 いつでも ご利用

になれます。 

• 発生し ている問題を記録し て く だ さ い。 なるべ く 具体的に説明し ます。 情
報量が多ければ多いほど、 問題を解決し やす く な り ます。 

• それでも問題が解決し ない場合は、 測定器のシ リ アル番号をお手元にご用

意の上お電話 く だ さ い。

• 通常の営業時間外に電子メ ールまたは FAX を受け取っ た場合は、 翌営業

日の正午までに対応さ せていただき ます。 担当者が不在の場合は、 メ ッ

セージをお残し く だ さ い。 24 時間以内に こ ち ら か ら折 り 返し お電話をお

かけ し ます。 メ ッ セージ には、 ご質問の内容を詳し く 説明の上、 お客様の

シ リ アル番号を必ずお伝え く だ さ い。 また、 お名前、 FAX 番号、 電話番号

および内線番号も忘れないで く だ さ い。 迅速な対応が可能にな り ます。

北米 サポートの受け付け時間（月曜日～金曜日）

午前 8 時～午後 7 時、東部標準時（EST）。

Eメール: support@faro.com

電話番号: +1 800 736 2771、+1 407 333 3182
（米国外）

メキシコ： 866-874-1154

ファックス: +1 407-562-5294

ヨーロッパ サポートの受け付け時間（月曜日～金曜日）

午前 8 時～午後 5 時、中央ヨーロッパ標準時

（CET）。

Eメール: support.emea@faro.com

電話番号: +800 3276 7378、+49 7150 9797-400
（ヨーロッパ外）

ファックス: +800 3276 1737、+49 7150 9797-
9400（ヨーロッパ外）

http://www.faro.com
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アジア サポートの受け付け時間（月曜日～金曜日）

午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分、シンガポール標

準時（SST）。

Eメール: supportap@faro.com

電話番号: +1 800 511 1360、+65 6511 1350
（ヨーロッパ外）

ファックス: +65 6543 0111

日本 サポートの受け付け時間（月曜日～金曜日）

午前 9 時～午後 5 時、日本標準時（JST）。

Eメール: supportjapan@faro.com

電話番号: +81 561 63 1411 (日本外)

ファックス: +81 561 63 1412

中国 サポートの受け付け時間（月曜日～金曜日）

午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分、中国標準時

（CST）。

Eメール: supportchina@faro.com

電話番号: +400.677.6826

ファックス: +86 21 6494 8670

インド サポートの受け付け時間（月曜日～金曜日）

午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分、インド標準時

（IST）。

Eメール: supportindia@faro.com

電話番号: 1800.1028456

ファックス: +91 11.4646.5660



FARO® Laser Scanner マニ ュ アル

162
 

付録 A: ソフトウェアライセンス契約

本ソ フ ト ウ ェ ア ラ イ センス契約書は、 FARO TECHNOLOGIES, INC. （以下、 「弊社」） よ り ご購入いた

だき ま し た本製品と ソ フ ト ウ ェ アシステムの操作マニ ュ アルの一部です。 本ソ フ ト ウ ェ ア をお使い に
なる こ と に よ り 、 お客様は本ラ イ センス契約書の条件に同意いただいた こ と とな り ます。 本ラ イ センス

契約書において、 「お客様」 と は、 本システムの所有者を指し ます。

I. 弊社は、 本操作マニ ュ アルに記述された コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア （以下、 「ソ フ ト ウ ェ ア」） を

使用する非独占的な権利をお客様に許諾し ます。 お客様は、 弊社の書面に よ る事前の同意がない限 り 、

本ソ フ ト ウ ェ アの販売、 譲渡、 サブラ イ センス契約、 賃貸、 または リ ースを行な う こ と は一切許可さ
れていません。

II. お客様は、 本ソ フ ト ウ ェ アの媒体をバ ッ ク ア ッ プの目的で一部複製する こ とができ ます。 お客様

は、 本項で許可された場合を除いて、 逆コ ンパイル、 逆アセンブル、 リ バースエン ジニア リ ング、 複
製、 譲渡、 または使用を一切行なわない こ と に同意し ます。 さ ら にお客様は、 本ソ フ ト ウ ェ ア に付属の

印刷されたマニ ュ アルを コ ピ ーする こ と はでき ません。

III. お客様は、 本操作マニ ュ アルに記述された方法でのみソ フ ト ウ ェ ア を使用する こ とが許諾されて

います。 それ以外の方法で本ソ フ ト ウ ェ ア を使用する こ と、 逆コ ンパイルや再コ ンパイルする こ とが目

的の、 弊社の も のでない製品と一緒に本ソ フ ト ウ ェ ア を使用する こ と、 あるいはソ フ ト ウ ェ ア コ ー ド
の構造、 順序、 または機能を修正する こ と は、 一切認め られていません。 そ う い っ た こ と を行っ た場
合、 以下に記されたお客様の権利は無効と な り ます。

IV. 本ソ フ ト ウ ェ アおよび付属のマニ ュ アルに関する唯一の保証は、 弊社か ら購入されたソ フ ト ウ ェ

アの見積も り 、 購入注文書、 および 付録 B: “ 購入条件 “ に記述された保証のみと な り ます。

V. 本保証は、 本ソ フ ト ウ ェ アおよびマニ ュ アルに関し て、 黙示または明示された保証、 また、 商品

性および特定の目的に対する適合性について明示された保証、 およびこれに限定されず、 その他一切
の保証に代わる も のです。 弊社は、 どのよ う な場合においても、 本ソ フ ト ウ ェ アの使用、 使用不能か ら

生ずる事業利益の損失、 あるいはその他の偶発的または結果的な損害を含む損害に対し ていかなる責
任も負いません。 た と え、 弊社がかかる損害の可能性について知ら されていた場合でも、 他者に よ る
そのよ う な申し立てに対し て一切責任を負いません。

VI. お客様が本ラ イ センス契約の条項に違反し た場合は、 ただち に契約は解除され、 お客様は、 ソ フ

ト ウ ェ アの媒体と その複製、 およびすべてのマニ ュ アルと その コ ピ ーを返却する も の と し ます。 お客
様は、 そのよ う な複製または コ ピ ーを所持し ない も の と し ます。

VII. 本ラ イ センス契約は以下の法律に準拠する も の と し ます。

A. 本契約は米国フ ロ リ ダ州の実体法にの っ と っ て解釈され、 準拠する も の と し ます （また、 フ ロ

リ ダ州以外の州または管轄区域の法律が代わ り に適用される場合は、 フ ロ リ ダ州法のいずれの条項
も適用されない も の と し ます）。

B. 本ラ イ センス契約のいずれかの条項が、 管轄権を有する法廷に よ り 、 無効かつ実施不可能と決

定された場合、 その決定は本ラ イ センス契約のその他の条項には影響せず、 その他の条項は完全に
有効のま まである も の と し ます。 本ラ イ センス契約のいずれかの条項または条件が複数に解釈でき、

その う ちの 1 つ以上が無効または実施不可能とみな される場合、 弊社およびお客様は、 有効と解釈

でき る条項を承認する こ と に同意し ます。

C. 本件に関し て、 本ラ イ センス契約は弊社と お客様の間の完全な合意を構成し、 本契約以外のす

べての事前の契約および取決めは、 口頭および書面にかかわ ら ず、 一切認め られません。
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VIII. 弊社またはお客様のいずれかが、 弁護士または第三者を利用し た り 、 本ラ イ センス契約で保護さ

れた権利を施行するために訴訟を起こ し た場合、 妥当とみな される経費は、 裁判開始前および裁判中
の弁護士報酬および上訴の費用を含み、 すべて敗者が支払う も の と し ます。
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付録 B: 購入条件

FARO が提供する製品およびサー ビ ス （以下、 「製品」） に対するすべての購

入注文書 （以下、 「注文書」） には、 購入者の同意の上で、 以下の条件が適用
されます。 主な用語に関し ては、 後述の条項 8.00 定義 で定義されています。

1.00 購入代金の支払い 

1.01 購入者は、 本付録に基づき、 FARO に対する注文に対し て、 購入価格の

すべての延納部分を購入額について毎月 1.5% の 利息 （年率 18%） と合わせ

て支払う こ と を こ こ に約束し ます。

1.02 購入者は、 注文書に応じ て販売された製品の担保権を FARO に与えま

す。 こ の担保権は、 購入者の事業拠点に該当する地域で記録され、 国務省に

登録される  UCC-1 Financing Statements （融資報告書） に よ っ て完全化され

ます。 また、 こ の担保権は、 購入料金の全額、 および延納金額に課される支
払い義務のある利息がすべて FARO に支払われる まで効力を持ち続けます。

1.03 購入者が注文書に記載された期間内に購入価格の支払いを行なわなか っ

た場合、 FARO は、 随意に以下の措置を取る こ とができ ます。 その場合、 以

下のいずれかの処置が取られるわけではな く 、 順にすべての処置が取られま
す。

a) FARO は、 注文書を破棄し、 購入者の構内か ら製品を撤収する権利を

有し ます。 その場合、 支払い済の前金または手付金は、 罰金ではな く 損
害の弁済にあて られるため、 返金し ません。 さ ら に、 製品の撤収費およ
びそれにかかわる運送費は、 FARO よ り 書面にて通知の上、 購入者が支払

う も の と し ます。

b) FARO は、 ソ フ ト ウ ェ ア、 製品の構成要素、 または製品を使用できな

く するために必要なその他の物品を撤収するために、 購入者の構内に入
る権利を有し ます。

c) FARO は、 保証の第 4.00 保証と責任範囲 項の記述に従っ て、 FARO に
要求されたサー ビ スをすべて差し控える権利を有し ます。

d) 締結されている ソ フ ト ウ ェ ア ラ イ センス契約を終了し ます。

e) その他の可能な措置を取 り ます。 それには、 購入価格の残高がある場

合、 それを要求する法的処置も含まれます。 すなわち、 購入価格の支払
いを促進し、 残高を全額即座に支払う よ う要求し ます。

f) ご注文の商品を返品される場合には、 購入者が手数料と し て 20% を負

担する も の と し ます。 商品は開梱せずに返送し なければな り ません。 な

お、 返品期限は商品受け取 り 日か ら  10 日以内と さ せていただき ます。

1.04 購入者が、 本注文書の条件に基づいた支払いを怠っ た場合、 購入者の製

品は、 支払いが確認される まで、 使用不可能と な り ます。

上記の条件下での FARO に よ る権利放棄に よ っ て、 これ以降の購入者に よ る

契約不履行または債務不履行に対し て、 FARO が権利を放棄する と い う こ と

にはな り ません。 本注文書に応じ て複数の製品が購入されている場合、 本条

件に規定されていない限 り 、 FARO が受け取る支払いは、 1 つの製品の購入

価格にあて られるのではな く 、 それぞれの製品に対し て案分に適用されま
す。
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2.00 引渡しと運送 

2.01 引渡し日は、 あ く までも予定であ り 、 その と きの状況に よ っ て異なるた

め、 必ずその日に配達する こ と を保証する も のではあ り ません。

2.02 FARO は、 製品の引渡し の遅れに よ る、 直接的、 間接的、 結果的な、 い

かなる紛失または損傷に対し ても一切の責任を負いません。 購入者の唯一の

救済は、 製品が引渡し予定日よ り  90 日以内に引渡されなか っ た場合、 注文

を取 り 消し、 利息または罰金な し に、 前金または手付金および購入者が支
払っ た購入価格を回収でき る と い う こ とです。 ただ し、 前述の購入者の注文

を取 り 消す権利は、 FARO が管理でき る範囲を超えて配送の遅れが発生し た

場合を除き ます。 それには、 行政機関、 省庁、 管轄局の規則、 命令、 通達へ
の準拠、 不可抗力、 購入者の行為または懈怠、 民間または軍の行為、 通商停
止、 戦争または暴動、 ス ト ラ イ キなどの労務中断、 運送の遅れ、 および通常
の供給源か ら必要な労力、 製造設備、 または原料を確保する こ とができない
など、 FARO の能力を超えた要因が含まれますが、 これに限定されません。 
以上のよ う な原因で遅延が発生する場合は、 その遅延を考慮し た上で引渡し
日を延期し ます。

2.03 製品の保管、 運送、 イ ンス ト ールにかかる経費および リ ス ク は、 一切購

入者の責任と な り ます。 製品が保管、 運送、 イ ンス ト ールに よ っ て損傷し た

かど う かに関する意見の相違は、 FARO の技術ア ド バイザーの意見に従う も

の と し ます。 その場合、 妥当な行為の元に下された技術ア ド バイザーの判断
が最終決定とみな されます。

3.00 インスト ールと使用者のト レーニング 

3.01 製品のイ ンス ト ールは、 購入者の責任と な り ます。 これには、 構内の準

備、 製品の開梱、 製品を操作でき る よ う セ ッ ト ア ッ プする こ と も含まれま
す。 購入者は、 FARO か ら こ のサー ビ スを購入する こ と もでき ます。

4.00 保証と責任範囲 

4.01 FARO は、 通常の条件下で使用、 サー ビ ス、 保守を行っ た場合、 製品に

欠陥がない こ と を保証し ます （条項 4.06 の対象）。 FARO の保証に関し ては、

にすべて記述されています。 付録 B: “ 購入条件 “.

4.02 FARO は、 ソ フ ト ウ ェ アが仕様に従っ て動作し、 システムが通常の設計

目的に従っ て動作する こ と を保証し ます。

4.03 上記 4.01 項に記述された保証は、 FARO の工場よ り 出荷された日付か

ら  12 か月目の最後の日に終了し ます （「保証期間」）。

4.04 4.06 項に記載された制限に基づき、 保証は、 Focus Laser Scanner の使

用時に購入者が発見し、 メ ンテナンス / 保証期間内に  FARO に通知し たあ ら

ゆる欠陥に適用されます。 FARO が Focus Laser Scanner またはソ フ ト ウ ェ

ア を欠陥品とみな し、 その欠陥が FARO の製造過程または原料に起因する と

認め られた場合、 FARO は、 FARO の判断に よ り 、 必要な範囲で Focus 
Laser Scanner の修理または調整を行な う か、 あるいは新し い Focus Laser 
Scanner またはパーツ と交換し ます。

4.05 システム、 Focus Laser Scanner の欠陥に関する保証範囲内での申し立

ては、 FARO に書面で請求する こ と と し ます。 そのよ う な通知を受けた場合、

妥当な時間内で、 FARO はシステムおよび Focus Laser Scanner をサー ビ ス

担当者に診断さ せ、 本項の内容に応じ て、 FARO がそのシステムおよび 
Focus Laser Scanner に欠陥がある と診断し た場合、 無償で保証サー ビ スを

提供いた し ます。
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（FARO の妥当な意見の上で、 システムおよび Focus Laser Scanner に欠陥

がない と診断された場合、 購入者は、 FARO の保証対象外と し て評価を行

な っ た場合に適用されるサー ビ ス費用をお支払いいただき ます。）

4.06 保証は下記の内容には適用されません。

a) FARO の妥当な判断の下で、 Focus Laser Scanner、 ソ フ ト ウ ェ ア また

はシステムが適切に保管、 イ ンス ト ール、 操作、 保守されていなか っ た
り 、 購入者が許可されていない修正、 追加、 調整、 修理をハー ド ド ラ イ
ブの構造または内容、 システムのその他の部分、 またはシステムに影響
のある部分に実施し て起きたシステムのあ ら ゆる部分の欠陥、 または 
FARO が使用する技術や原料以外が原因で行われた修理に よ る欠陥。 こ こ

で使われている 「許可されていない」 と い う表現は、 FARO が承認および

許可し ていない こ と を意味し ます。

b) 消耗品の交換。 これには、 ヒ ュ ーズ、 デ ィ ス ク、 プ リ ン タ用紙、 プ リ

ン タのイ ン ク、 印字ヘ ッ ド 、 デ ィ ス ク の ク リ ーニングキ ッ ト 、 または同
様の物品が含まれますが、 これに限定されません。

c) 予防および修正のための保守。 これには、 ヒ ュ ーズの交換、 デ ィ ス ク

ド ラ イブヘ ッ ド の ク リ ーニング、 フ ァ ン フ ィ ルタの ク リ ーニング、 シス
テム ク ロ ッ ク電池の交換などが含まれますが、 これに限定されません。

d) FARO の書面に よ る同意な し に、 元の購入者以外の第三者に販売また

は譲渡された機器または部品。

4.07 工場での修理

a) システムが保証の対象と な っ ている場合 ： 購入者は、 元の梱包パ ッ

ケージで FARO に製品を配送する こ と に同意し ます。 FARO は、 製品を修

理または交換し た上で返送し ます。 必要なパーツまたは返送に対する運送

費は、 FARO が支払います。 FARO は、 製品の構成要素の製造元に修理を

委託する こ とができ ます。

b) システムがプレ ミ アムサー ビ スプラ ンの対象と な っ ている場合 ： 購入

者のシステムまたは Focus Laser Scanner が FARO の工場で修理中の場

合、 代替器の空き状況に応じ て、 FARO は購入者にその コ ンポーネン ト

パーツまたは Focus Laser Scanner と同等の機器を代わ り に貸与 （「一時

的交換」） し ます。 パーツまたは Focus Laser Scanner の 「一時的交換」

にかかわる運送費は、 FARO が負担する も の と し ます。

c) システムが保証対象外の場合 ： 購入者は、 交換するパーツまたはソ フ

ト ウ ェ アの費用、 またその運送費を支払う も の と し ます。 すべての費用

は、 修理を行う前に見積も り が計算され、 前払い し ていただ く も の と し
ます。

d) 修理に使用する交換パーツは、 新し いパーツまたは修復されたパーツ

であるか、 あるいは修復し た材料が含まれている場合があ り ます。

4.08 メ ンテナンス / 保証期間の有効期限後、 FARO は、 いかなる製品のサー

ビ ス、 パーツ、 修理に対する義務も一切負いません。

4.09 責任の制限

FARO は、 いかなる場合においても、 特殊、 偶発的、 結果的な損傷に対し て

一切の責任を負いません。 これには、 使用者または他者の負傷または死亡、
システムの使用不能か ら起きた損失または損傷、 運転費用の増加、 生産性の
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損失、 予想営業利益の損失、 不動産への損傷、 あるいは契約、 不法行為 （過
失を含む）、 その他のあ ら ゆる法律論に よ るその他の特殊、 偶発的、 結果的
な損傷が含まれますが、 それら に限定されません。 いかなる原因の場合も、

そ こか ら発生する  FARO の責任は、 契約、 不法行為 （過失を含む）、 その他

のいかなる法律論に基づいているかど う かにかかわ ら ず、 本項に前述された
制限を条件と する、 システムまたは Focus Laser Scanner の欠陥部品を修

理、 交換する義務を唯一の も の と し ます。

結果的な損傷に対する こ の免責は、 直接的または間接的に引き起こ されたか
ど う かにかかわ ら ず、 システムまたはいずれかの構成要素に よ るテス ト 結果
またはデー タ に よ っ て第三者がこ う むるそのよ う な特殊、 偶発的、 結果的な
損傷に も適用されます。 購入者は、 第三者が FARO に対し て行な う そのよ う

な申し立てに よ っ て FARO に害が及ばないよ う に保護する こ と に同意し ま

す。

4.10 前述の責任が FARO の唯一の責任であ り 、 システムに関する購入者の

唯一の救済と な り ます。

本保証の下で、 FARO の唯一の責任は、 こ こ に記述された条項のみと な り 、

FARO は、 いかなる結果的、 間接的、 または偶発的な損傷に対し ても、 ク

レ ームの対象が保証の不履行、 過失またはその他の違反にかかわ ら ず、 一切
の責任を負いません。

FARO は、 こ こ に明示された保証以外に、 市場性および適合性について黙示

の保証を含む、 一切の保証を行ないません。

4.11 FARO は、 製品に関し て FARO の責任を引き受ける権限をいかなる者

（個人または法人の如何を問わず） に も授与し ません。 FARO の代理店または

社員は、 こ こ に明示的に規定されている以外に、 FARO を代表する こ と も約

束をする権限を有さず、 保証の条件または制限を変更する こ と も認め られて
いません。 口頭の取 り 決めは、 FARO に対する拘束力を持ち ません。

4.12 本保証は、 下記の条件においてのみ、 購入者に適用され、 譲渡可能で

す。

• Focus Laser Scanner の メ ンテナンス / 保証契約が現在有効である。

• 新し い所有者が認定ユーザーである、 または認定ユーザーになる予定であ
る こ と。

• もれな く 記入された FARO 保証契約譲渡用紙がカ スタ マーサー ビ スに提

出される こ と。

本保証の下でのすべての ク レ ームは、 購入者、 または次の所有者が行う義務
があ り ます。 購入者は、 第三者が FARO に対し て行な う保証の不履行につい

ての申し立てか ら  FARO を免責し、 害が及ばないよ う に保護し なければな り

ません。

4.13 FARO またはその営業担当者、 役員、 社員、 代理店に よ る口頭の取 り 決

めは、 システムに関し て FARO を正し く 代表し ている と はみな されません。 
正し い取 り 決めについては、 こ の購入注文、 こ こでの記述、 および FARO が
提供する文書を参照し て く だ さ い。

4.14 購入者は、 システムの使用方法について理解し た上で本システムを購入

し た も の とみな されます。 FARO は、 特定の目的に対し て、 または購入者が

特定の目的に対し て本システムを使用できない こ と に対し て、 本システムの
適合性に関する一切の保証も責任も負いません。
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5.00 設計の変更 

5.01 Focus Laser Scanner、 ソ フ ト ウ ェ アおよびシステムは、 注文日か ら実

際に引渡される までの間に、 設計、 製造、 およびプ ロ グラムが変更される こ
とがあ り ます。 FARO は、 購入者の同意な し に、 そのよ う な変更を実施する

権利を有し ますが、 こ こでの記述は、 購入者に提供される  Focus Laser 
Scanner、 ソ フ ト ウ ェ ア またはシステムにそのよ う な変更を実施する義務が

ある と い う意味ではあ り ません。

6.00 機密保持 

6.01 Focus Laser Scanner の引渡し日またはそれ以降も、 すべてのソ フ ト

ウ ェ アは FARO の知的所有物です。 その中には、 システムの一部と し て購入

者に提供されたオペレ ーテ ィ ングシステムプ ロ グラム、 および FARO の特定

ユーザープ ロ グラムが含まれますが、 これら に限定されません。 購入者は、

ソ フ ト ウ ェ ア を複写または複製、 逆アセンブル、 逆コ ンパイル、 リ バースエ
ン ジニア リ ング、 販売、 譲渡、 または委託譲渡し た り 、 あるいは第三者に ア
ク セスや使用を許可し た り する こ と はでき ません。 購入者は、 ソ フ ト ウ ェ ア

に関し て FARO が要求する機密保持契約またはラ イ センス契約を直ち に遂行

する義務があ り ます。

7.00 完全合意 / 準拠法 / 雑則 / 保証 

7.01 これら の購入条件は、 製品に関し て、 FARO と購入者と の間の完全なる

合意を構成し ます。 本条件に含まれる も のを除いて、 明示または黙示の如何

を問わず、 FARO に よ る表明または保証は一切な く 、 本条件が FARO と購入

者の間のいかなる事前の同意に も優先し、 置き換え られます。

7.02 FARO の代表者は、 こ こ に記述された条件を修正、 変更、 削除、 追加す

る こ と は一切認め られていません。 そのよ う な修正は、 FARO に よ り 実際に

授権された社員または代理人に よ っ て正し く 実行された書面がない限 り 、 一
切認め られません。

7.03 こ こ に記述された条件と条項は FARO および購入者を拘束する も ので

あ り 、 米国フ ロ リ ダ州の法律にの っ と っ て解釈される も の と し ます。

7.04 FARO は、 妥当な報酬および費用を要求する権利があ り ます。 それに

は、 上告、 破産、 債権者の更生手続き を始め と する本条件に基づき または関
し て起こ る論争または訴訟に関し て、 FARO が支払う妥当な弁護士報酬が含

まれますが、 それに限定されません。

7.05 これら の条件は、 一方の当事者が前述の契約書を起草し たために、 他方

に対し てよ り 厳し く 解釈される と い う こ と はあ り ません。

8.00 定義 

8.01 「FARO」 は、 FARO Technologies, Inc. を指し ます。

8.02 「購入者」 は、 製品を購入し た当事者を指し、 本条件に従っ て法的に義

務を負う人を指し ます。

8.03 「ソ フ ト ウ ェ ア」 と は、 注文書に従っ て販売されたすべての コ ン ピ ュ ー

タプ ロ グラム、 デ ィ ス ク ド ラ イブデ ィ レ ク ト リ の構成と内容、 さ ら にそのよ
う な コ ン ピ ュ ー タプ ロ グラム とデ ィ ス ク ド ラ イブデ ィ レ ク ト リ の構成と内容
を含む コ ン ピ ュ ー タ媒体を指し ます。

8.04 「製品」 と は、 注文書に従っ て販売された Focus Laser Scanner、 ソ フ

ト ウ ェ ア、 操作マニ ュ アル、 その他のすべての製品または商品を指し ます。 
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購入者が、 Focus Laser Scanner、 またはソ フ ト ウ ェ アのみを購入する場合、

「製品」 と は、 注文書に従っ て購入された製品を指し ます。

8.05 「システム」 と は、 Focus Laser Scanner、 ソ フ ト ウ ェ ア、 コ ン ピ ュ ー

タ、 および Focus Laser Scanner に関連するオプシ ョ ンのパーツや付属部品

を合わせた も のの総称です。

8.06 「購入注文書」 と は、 購入者か ら  FARO に発行されたオ リ ジナルの書

類を指し、 購入されるすべてのパーツ、 サー ビ ス、 および合意された購入価
格が記録されています。

8.07 「保証契約譲渡用紙」 と は、 FARO 保証契約の譲渡の際に記入、 提出が

必要な書類を指し ます。 こ の書類は、 FARO へのご請求に応じ てお送 り し ま

す。
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付録 C: 工業用サー ビ ス規約

本サー ビ スプラ ン （以下、 「プラ ン」） は、 FARO TECHNOLOGIES INC. （以

下、 「FARO」） よ り 購入された FARO 製の製品と ソ フ ト ウ ェ アの操作マニ ュ

アルの一部です。 本プラ ン と すべてのオプシ ョ ン追加プラ ンは、 付録 A、 B、

C の条件の対象と な り 、 変更される こ とがあ り ます。 本付録は、 販売広告の

印刷物に記される  FARO のサー ビ スプラ ンであ り 、 その印刷物に説明できな

い詳細を提供し ています。 

1.00 FARO 製品を購入された場合に、 本プラ ン を購入でき ます。 

1.01 本プラ ンは、 FARO が独占的に作成または許可し たシステムに適用され

ます。

1.02 本プラ ン には FARO 製品のハー ド ウ ェ アのみが含まれ、 システム全体

を売却または譲渡し ない限 り 、 システムのいずれかの部分を第三者に売却し
た場合でも、 本プラ ン を延長し た り 譲渡する こ と はでき ません。

1.03 誤使用された、 または故意に損傷が与え られたハー ド ウ ェ ア またはソ フ

ト ウ ェ アは、 本プラ ンの対象にはな り ません。 FARO は、 返送されたすべて

のハー ド ウ ェ ア またはソ フ ト ウ ェ アの状態を判断する権利を有し ます。

1.04 FARO が直接製造し ていないハー ド ウ ェ ア に対し て、 FARO はサー ビ ス

の方法または修理やサー ビ スの委託先を決定し ます。 外注の委託条件は 
FARO か ら入手可能です。 また、 本文書に も参考と し て記載されています。

1.05 FARO が作成し ていない、 システムの操作を阻害する ソ フ ト ウ ェ ア につ

いて、 FARO は責任を一切負いません。 さ ら に、 いかなる ソ フ ト ウ ェ アの再

イ ンス ト ールも、 本プラ ンの対象には含まれません。

1.06 ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アの設計、 製造、 プ ロ グラムは変更され

る こ とがあ り ます。 ア ッ プデー ト の条件は、 以下の と お り です。

a) ハー ド ウ ェ ア  －  FocusS150、 および関連するすべてのパーツ、 コ ン

ピ ュ ー タは、 ア ッ プデー ト の対象と な り ません。

b) ソ フ ト ウ ェ ア  －  FARO が作成し た コ ン ピ ュ ー タ  プ ロ グラムを、 FARO 
か ら提供されたハー ド ウ ェ ア と共に使用し ている場合は、 購入者の現
バージ ョ ンが有効である間ア ッ プデー ト いた し ます （保守ア ッ プデー
ト ）。 拡張および機能関連のア ッ プグレ ー ド については、 ご購入いただ く

必要があ り ます。

c) サー ド パーテ ィ ソ フ ト ウ ェ ア  －  FARO が作成し ていない コ ン ピ ュ ー タ

プ ロ グラムは、 本プラ ンの下でア ッ プデー ト される こ と はあ り ません。 
サー ド パーテ ィ ソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト と保証サー ビ スの入手また
はク レ ームは、 すべて購入者の責任と な り ます。

1.07 FARO が製品または取 り 替え製品の交換を行う場合、 交換し た製品また

は製品の一部に関連する一切の権利、 所有権は FARO が保持し ます。 

2.00 定義 

2.01 「FARO」 は、 FARO Technologies, Inc. を指し ます。

2.02 「購入者」 は、 製品を購入し た当事者を指し、 本条件に従っ て法的に義

務を負う人物を指し ます。
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2.03 「ソ フ ト ウ ェ ア」 と は、 注文書に従っ て販売されたすべての コ ン ピ ュ ー

タプ ロ グラム、 デ ィ ス ク ド ラ イブデ ィ レ ク ト リ の構成と内容、 さ ら にそのよ
う な コ ン ピ ュ ー タプ ロ グラム とデ ィ ス ク ド ラ イブデ ィ レ ク ト リ の構成と内容
を含むデ ィ ス ク を指し ます。

2.04 「製品」 と は、 注文書に従っ て販売された FARO® Laser Scanner Focus 
S 150、 ソ フ ト ウ ェ ア、 操作マニ ュ アル、 その他のすべての製品または商品

を指し ます。 購入者が、 FARO® Laser Scanner Focus S 150 のみ、 またはソ

フ ト ウ ェ アのみを購入する場合、 「製品」 と は、 注文書に従っ て購入された
製品を指し ます。

2.05 「システム」 と は、 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェ ア、 コ ン ピ ュ ー タ、 およ

び FARO® Laser Scanner Focus S 150 に関連するオプシ ョ ンパーツの総称で

す。

2.06 「ハー ド ウ ェ ア」 と は、 スキ ャ ナ と それに関連するすべてのオプシ ョ ン

のパーツ、 FARO が提供する コ ン ピ ュ ー タ を指し ます。

2.07 「ソ フ ト ウ ェ ア」 と は FARO に よ っ て作成されたすべての コ ン ピ ュ ー タ

プ ロ グラムで、 FARO が提供し たハー ド ウ ェ ア と共に使用される も のを指し

ます。

以下に、 一般的なプラ ンの対象範囲の定義を記載し ます。

標準サービスプラン

以下の配送期間はすべて米国本土内が配送先である場合を想定し ています。 
米国本土外の地域の場合、 FARO は通関業者に直接機材を配送し ます。

• 標準サー ビ スプラ ンは、 ユニ ッ ト の購入時、 またはユニ ッ ト が FARO 
ハー ド ウ ェ アサー ビ スプラ ンの対象期間中はいつでも契約でき ます （以下
に、 さ ら に詳し く 説明し ます。）

• 標準サー ビ スプラ ンでは、 FARO® Laser Scanner Focus S 150 および コ ン

ト ロ ー ラ ーボ ッ ク スがその保証対象と な り ます。

• FARO か ら購入者へ配送する場合の運送費および保険料は、 購入者が負担

する も の と し ます。 返送にかかる運送費および保険料は、 FARO が負担す

る も の と し ます。

• FARO は、 FaroArm の場合 7 営業日以内、 Laser Tracker および Laser 
Scanner の場合は 14 営業日以内にサー ビ ス修理を行う よ う に努めます。 
機器は、 翌々日配達サー ビ スを利用し て返送されますが、 サー ビ ス修理に
かかる全体の日数は、 配送先に よ っ て異な り ます。

• FocusS150 は、 FARO 以外の会社が作成し た多 く のソ フ ト ウ ェ ア と共に使

用でき る よ う に設計されています。 本サー ビ スプラ ンは、 FARO が作成し

た製品を対象と し た場合にのみ購入でき ます。 FARO 以外が作成し た製品

については、 お客様ご自身の責任で個別の保証およびサー ビ スを入手し て
く だ さ い。
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ハードウェアの対象範囲

FARO SCENE 対象範囲

• 付録 B に記載されている と お り 、 FARO® Laser Scanner Focus S 150 を
通常の状態で使用し た場合に起きた故障に対し ては、 すべてのパーツ と工
賃が対象範囲にな り ます。

• FARO® Laser Scanner Focus S 150 の年に  1 回の校正と再認定が含まれ

ます。

対象外

• 誤使用

• 故意に起こ し た故障

• プ ロ ーブ、 ボールバー、 およびケーブル、 レ ンチ、 六角キー、 ねじ回し な
どの補助ハー ド ウ ェ ア製品の消耗や磨耗

コンピュータカバー

• FARO は、 最高 3 年間にわた り 本サー ビ スの実施を外注契約し ています。 
こ の場合の FARO と委託先と の契約条件がこ こでも適用され、 本文書に

も参考と し て記載されています。

• 一般に、 これら のサー ビ スには、 コ ン ピ ュ ー タ、 メ モ リ カ ー ド 、 ビデオモ
ニタの修理が含まれます。

対象外

• 参考と し て本文書に記載されている委託契約書に規定されているすべての
除外項目

• ソ フ ト ウ ェ アのオペレ ーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール

• ユーザーが主要ソ フ ト ウ ェ ア またはフ ァ イルを故意に削除し た場合、 また
は意図せずに削除し た場合

ソフトウェアの対象範囲

対象範囲

• FARO は、 ソ フ ト ウ ェ アの保守ア ッ プデー ト を定期的に実施する こ とがあ

り ます。 こ のア ッ プデー ト は製品のバージ ョ ンの有効期間が終了する まで

サポー ト の対象と な り ます。 拡張および機能関連のア ッ プグレ ー ド につい

ては、 次のフルバージ ョ ンで購入し ていただけます。

対象外

• FARO が作成し たソ フ ト ウ ェ ア製品と共に使用する必要があるサー ド パー

テ ィ 社製のソ フ ト ウ ェ アおよびア ッ プデー ト の入手と イ ンス ト ールは、
FARO がこれら のパ ッ ケージを認定再販店と し てエン ド ユーザーに再販し

た場合を除き、 エン ド ユーザーの責任と な り ます。 サー ド パーテ ィ 社製ソ

フ ト ウ ェ ア と は、 DOS、 Windows、 AutoCAD、 AutoSurf、 SurfCAM、 など

を指し ます。
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プレミアムサービスプラン

プレ ミ アムサー ビ スプラ ン を購入いただいたお客様には、 FARO® Laser 
Scanner Focus S 150 と コ ン ピ ュ ー タ にサー ビ スが必要な場合に、 代替機を

貸し出し ます。 機器の運送にかかるすべての費用は、 出荷、 返却と も に  
FARO が負担し ます。 FocusS150 の代替機に関し ては、 購入者か ら連絡を受

けてか ら、 24 時間以内に発送する よ う に最大限の努力を し ます。 さ ら に、

FARO は、 購入者か ら連絡を受け、 弊社がサー ビ スの必要性を確認し た上

で、 72 時間以内に代替の コ ン ピ ュ ー タ を発送する よ う に最大限の努力を し ま

す。
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付録 D: 工業用製品サー ビ ス規約

新し く 購入された FARO 製ハー ド ウ ェ ア製品には、 1 年の保証が付いていま

す。 

FARO 標準メ ンテナンス条件の全文は、 FARO ナ レ ッ ジベースでご確認いた

だけます。

FARO ソフトウェア

FARO ソ フ ト ウ ェ アのユーザーの方全員に、 そのソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンの

有効期間が終了する まで保守 リ リ ースを提供いた し ます。 電子送信の場合は
無料で提供、 コ ン ピ ュ ー タの媒体を郵送する場合は最低限必要な料金をいた
だ く こ と にな り ます。 拡張および機能関連のア ッ プグレ ー ド については、 リ

リ ースご と に購入し ていただけます。

ハードウェアおよびソフトウェアの講習

FARO 講習プ ロ グラムは、 お客様が購入された FARO ハー ド ウ ェ アやソ フ ト

ウ ェ ア について、 受講者がその操作を習得する こ と を目的と し ています。 講
習ク ラスは、 貴重な実習経験が得られる よ う に、 各受講者に合わせて準備さ
れます。 こ の講習は、 毎日のハー ド ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ アの使用に役立つ も

のです。 また、 講習を終了し た後は、 問題が発生し た場合の解決や、 装置の

実際の適用がよ り 簡単にな り ます。
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付録 E: 認証

E.1  FCC 通知

FCC Equipment Authorization

商号 : FARO

製品名 : Focus

本装置は、FCC 規則パート 15 に適合しています。

その動作は、 以下の条件に依存し ています。

1. 本装置は、 有害な干渉源と な っ てはな ら ない。

2. 本装置は、 望ま し く ない動作を引き起こ すおそれのある混信も受信し た干
渉も受け入れな く てはな ら ない。

内蔵 FCC ID: PV7-WIBEAR11N-SF1 

注記 ：
本装置は、 試験を受けた結果、 FCC 規則パー ト  15 に準ずる ク ラス A デジ タ

ルデバイ スの指定限界を満た し ている こ と を確認済みです。 これら の限度は、

本装置が商用環境内で操作された時に、 有害な干渉に対する適切な保護を提
供する こ と を目的と し ています。 本装置は、 エネルギーを生成し、 使用し、

場合に よ っ ては放射するおそれがあ り ます。 本ユーザーマニ ュ アル通 り に設
置し て使用し ない と、 無線通信に対し て有害な干渉源と なるおそれがあ り ま
す。 住宅区域で本装置を操作し ても、 有害な干渉源と なる こ と はまずあ り ま

せん。

E.2  カナダ産業省 (IC):
本装置は、 カ ナダ産業省ラ イ センス免除 RSS 規格に準拠し ています。 その動

作は、 以下の 2 条件に依存し ています。

(1) 本装置は、 干渉源と な っ てはな ら ない。

(2) 本装置は、 望ま し く ない動作を引き起こ すおそれのある干渉を含め、 あ

ら ゆる干渉を受け入れな く てはな ら ない。

Le présent appareil est conforme aux CNR d'Industrie Canada applicables 
aux appareils radio exempts de licence.

L'exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes:

(1) l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et

(2) l'utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, 
même si le brouillage est susceptible d'en compromettre le fonctionnement.

内蔵 IC ID: 7738A-WB11NSF1 
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E.3  CE 適合



FARO Technologies, Inc.
250 Technology Park
Lake Mary, FL  32746

800-736-2771 米国内 / +1 407-333-3182 米国外

E メ ール : support@faro.com

FARO Europe GmbH & Co. KG
Lingwiesenstrasse 11/2

D-70825 Korntal-Münchingen, Germany
FREECALL +800 3276 73 78 / +49 7150/9797-400
FREEFAX +800 3276 1737 / +49 7150/9797-9400

E メ ール : support.emea@faro.com

FARO Singapore Pte. Ltd.
No 03 Changi South Street 2

#01-01 Xilin Districentre Building B
Singapore 486548

電話番号 : +65 6511.1350

E メ ール : supportap@faro.com

FARO Japan,c.
〒 480-1144 愛知県

長久手市熊田 716

電話番号 : 0120-922-927, 0561-63-1411
FAX: 0561-63-1412

E メ ール : supportjapan@faro.com

FARO (Shanghai) Co., Ltd.
1/F, Building No. 2,

Jux Information Technology Park
188 Pingfu Road, Xuhui District

Shanghai 200231, China

電話番号 : 400.677.6826

E メ ール : supportchina@faro.com

FARO Business Technologies India Pvt. Ltd
E-12, B-1 Extension,

Mohan Cooperative Industria Estate,
New Delhi-110044, India

電話番号 : 1800.1028456

E メ ール : supportindia@faro.com
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